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序章 イケメンよりもケーキが好き








　テレビをつければ、どのニュース番組もこぞって桜の開花を伝える三月下旬。

　これから、日本のあちこちで風に舞う桜が、日本人の瞳を楽しませる時期がやってくる。

　短い期間しか満喫できない風情ある景色を愛でて楽しむ人たちが多くなる頃だ。

　とは言っても、大半は夜にお花見だと言って多かれ少なかれ羽目を外す大人たちが多いかもしれない。

　春を満喫する方法は人それぞれで、十人十色とも言える。

　そんな四字熟語を体現するように、パティシエ見習いとして働く女性──梅うめ津づ双ふた葉ばは、今日も仕事に精を出していた。

　現在二十七歳の彼女は、専門学校を卒業した数か月後から今もお世話になっている店で働かせてもらっている。

　大学を卒業してから専門学校に通ったため、二十四歳から勤めているのでまだ三年だ。

　住宅街の一画で営業しているケーキショップ──Ｐｅｒｃｅペース−ｎｅｉｊｅネージュが彼女の職場だ。

　以前店長に店名の由来を聞いたところ、フランス語でスノードロップという花のことをペースネージュと言うらしい。

　しかもフランスにも色んな花言葉があり〝よりよい日を願う〟という意味がある。

　なんて、素敵な名前を冠するお店の調理場。その片隅で、彼女はこの春新作として売り出すケーキ用に苺フレーバーのクリームを作っていた。

　百五十八センチと小柄な彼女は、両腕で抱えたくなる大きさのボールを左手で調理台の上に固定する。

　もう片方の手で持ったゴムベラを使って、優しい手つきで美しいピンク色のクリームを仕上げていた時。

「双葉ちゃん、クリーム出来た？」

　不意に自分の名前を呼ぶ声が聞こえ、反射的に右手が止まった。

　顔をあげて振り向くと、すぐそばに先輩兼指導係のパティシエ武む藤とう祥しょう子こがたたずんでいた。

　クリーム作りを任される少し前に、スタッフしか入れない通路の片隅で、店長──平ひら野の友ゆ里り菜なと最近の売れ行きについて話し込んでいた姿を思い出す。

　もう話は終わったのだろうか、と考えた双葉は、祥子が見やすいようにクリームが入ったボールを傾ける。

「はい。こんな感じでどうでしょうか」

　それを見た祥子は、近くにあったスプーンを手に取り、クリームを一さじすくうと、流れるように自分の手の甲へクリームを移した。ペロッとそれを舐めとった彼女は、そのまま味や舌触りを確かめていく。

　今回双葉が作ったクリームは、初めて使う材料が数種類入っているのもあって、作り始めた時から彼女の中に終始不安があった。

　香り、味、見た目、舌触り。すべてをゆっくり確認するためか、祥子はしばし無言になる。

　どんな反応が返ってくるのかと、緊張のあまりゴクッと双葉の喉が無意識に鳴った。

「んっ。ばっちり。割合完璧だね」

「っ！　ありがとうございます」

　何か足りなかったのか、逆に多かったのか。頭の中で祥子からの返答をシミュレートしていた時、不意に聞こえたのは合格の言葉だ。

　笑顔を浮かべて、グッと親指を立てて笑う先輩の姿を見た瞬間、無意識に張りつめていた緊張の糸が緩むのがわかった。




　──カランカラン。

　その後、クリームを塗る作業を先輩にお願いし、洗い場に溜まった道具などを片づけていた時、来客を知らせるドアベルの音が聞こえた。

「いらっしゃいませ」

　続けて、条件反射のごとく身体に染みついた接客スタッフたちの挨拶が、すぐ隣の販売フロアに響く。

　二つの音は、フロアと調理スペースを隔てる透明な仕切り越しでも、しっかり双葉の耳へ届いていた。

（あ、子連れのお客さんだ）

　どんなお客様が来店したのかと、疼く好奇心を抑えきれず、双葉は仕事の手を少し止めてフロアへ視線を向けた。

　ちょうど洗い物は終わったし、と心の中で自分に言い訳をしつつ仕切り越しにフロアを見つめる。

　母親らしき女性と手を繋いだ四、五歳くらいの女の子が、ケーキが並ぶショーケースを目指して、一目散に走り寄る姿が見える。

　あまりの微笑ましさについ口元が緩むのと同時に、双葉はケーキを見てはしゃぐ女の子を見て、幼い頃の自分を思い出した。

　小さな子供の瞳には、きっと所狭しと並べられたケーキが、宝石のように輝いて見えるに違いない。

　自分がまだ小さかった頃、家族で行ったケーキ店で見た光景がまさにそうだった。

　楽しかった過去の記憶にひたるあまり、気づけば親子が店を出て行くまで見入ってしまった。

　このままじゃいけないと我に返った双葉は、中途半端に手についていた泡を綺麗に洗い流す。

　洗い物が終わったシンク周りを手早く拭いた後は、追加のケーキ製作に没頭する。

　時折聞こえてくる来店の音に、小さく、「いらっしゃいませ」と、お客には聞こえないだろう声で反応しつつ、手を動かし続けていれば、あっという間に時間は過ぎていった。










　閉店時間の夜七時を過ぎた頃。

　在庫確認を任されている双葉は、確認を終え店の奥にあるスタッフエリアの通路へ戻ってきた。

　日々の材料仕入れに影響するこの作業を、双葉は前任者だった先輩パティシエの退職を機に去年から任されている。

　祥子を含む三人の先輩パティシエと比べて、まだまだ見習いの域を出ない自分が指名されたことに、最初は驚きを隠せなかった。

　どのくらい驚いたかと言えば、感情表現が昔から苦手な彼女が、あからさまに驚く姿を見て従業員たちが、「双葉ちゃんが驚いてる！」と感激するくらいだ。

　双葉は昔から、笑ったり泣いたりなど、自分の中に生まれた感情を表に出すのが下手だ。

　意識して笑おうとしても、ぎこちない笑顔になってしまうことが多い。

　後任を任すと友里菜から言われた時は、この店で働き始めてから、初めて感情と表情筋がタイムラグなく連動した気がする。

　双葉は、普段からあまり自己主張をするような性格じゃなく、誰かに頼まれれば、「わかりました」と頷いて、困っている同僚を見かければ、「もしかして、あのことですか？」と、相手が言葉にしなくてもそれを察する。

　いわゆる縁の下の力持ちタイプだ。そんな彼女が、初めて、「そ、そんな大役、引き受けられません！」と声を大にして自分の意見を主張した。

　いつも大人しい双葉が声を張ったり、自らの意見を主張したことに、店長を含め先輩たちはかなり驚いたと思う。

「だって双葉ちゃん、計算速いし、作業も丁寧だから適任かなって」

　自分を見て驚く同僚たちを前にしても、すぐに理由を察せずコテンと首を傾げてしまった。

　その姿にクスクスと笑った友里菜が、「出来たらでいいの。覚えられるまで、私も一緒にやるから」と頼まれてしまえば、双葉はノーと言えなかった。




（えっと……店長どこだろう）

　在庫確認に使う用紙を挟んだバインダーを小脇に抱えて、キョロキョロと辺りを見回しながら歩く。

　時間的に、調理場で先輩の誰かと話し込んでいるかと思って真っ先に覗いてみたけれど、居るのは先輩パティシエ一人だけだった。

（フロアの方で話し込んでたり？）

　なんて、次に向かう場所の目星をつけた双葉は、そのままフロアへ出る。

　すると、閉店後のフロアを掃除しているフロアスタッフ数人の姿が目に付いた。

　彼女たちが着ているのは、白いブラウスに黒のスカート、オレンジ色のキャスケットとコックタイ。フロア担当のスタッフに支給されるこの店の制服だ。

　ここでは、フロア担当と厨房担当に、それぞれ制服が支給される。

　双葉たちパティシエは白を基調としたコックコートやズボン、スニーカーの他に、フロアスタッフと色違いでオリーブ色のキャスケットとコックタイ、そしてエプロンを身に着け毎日ケーキを作っている。

「あれ？　梅津さんどうしたの？　確認はもう終わった？」

　フロア全体をザっと見回してもお目当ての人は見つからない。さて次はどこを探そうか、なんて思っていれば、床にモップをかけていたスタッフが双葉に気づき声をかけてくれた。

「はい、確認終わりました。店長がどこにいるか、わかりますか？」

　一人が双葉の名前を呼べば、それぞれの作業をしていた他のスタッフたちも一旦手を止めて振り向いてくれる。

　それらの視線を一身に受けた双葉が小さく頷き、探している人の名前を口にすれば窓ふきをしていたスタッフが、「あぁ、それなら」と反応を見せた。

「さっき奥に入って行ったから、多分事務所か更衣室じゃないかな？」

「あ、そうか。そっち……ありがとうございます。探してみます」

　頭の中からすっぽり抜けていた捜索候補先が二つも聞こえ、無意識にピクっと眉が動いた。

　双葉の反応を見て、彼女が、「すっかり忘れてた」と認識したのか、スタッフは皆目を細めて微笑ましそうにクスリと笑う。

　ペコリと頭を下げ、来た道を引き返した双葉の耳には、フロアの掃除が再開される音が届いた。




　その後、まずは距離的に近い更衣室からと思ってそこへ行くと、電話中の友里菜をすぐに見つけられた。彼女の方も程なく気づいてくれ、双葉は、無言のまま小脇に抱えていたバインダーを一度手に取り胸元に掲げる。

　その姿を見た友里菜は、空いている手の人差し指と親指をくっつけて丸を作ると、双葉を手招きし呼び寄せる。

　なるべく音を立てないように更衣室内に入った双葉が持参したものを渡せば、友里菜はすぐに目を通していく。

（店長、器用すぎます）

　電話越しの会話を続けながら、数字が並ぶ在庫表を確認していくその姿に、つい心の中で拍手を送りたくなった。

　最中、ふと聞こえてくる会話がプライベートなものと気づいた双葉は、「自分はここに居ない方がいい」と判断し、無言のままペコリとお辞儀し更衣室を後にした。

　店長探しにもう少し時間がかかると思っていたけれど、予想に反して早々に目的を達成してしまった。手持無沙汰になり、どうしたものかと頭を悩ませる。

（……そうだ、掃除を手伝おう）

　双葉にとって、閉店後にする一番の仕事は在庫チェックのため、調理場の片づけなどは先輩たちが代わりにやってくれている。

　他の従業員たちを残して、一人だけ先に帰れない。

　そこで思い至ったのは、これまでも何度か経験のあるフロア掃除の手伝いだった。

　思い立ったら即行動と、身体をクルっと反転させ、数分前に来た道を戻り始めた。

　はたして、まだ自分が手伝える作業は残っているか若干不安になりつつフロアへ行くと、もうほとんど作業を終えようとしている所だった。

　それでも双葉は手伝いを申し出て、床のモップ掛けの際邪魔にならないようテーブルの上に上げたイスを数脚分おろしていく。

　その一画は、店内でケーキや焼き菓子を飲食出来るように店長の友里菜が設置したイートインスペースになっている。

「そう言えば今日も来てたよね」

「あぁ、イケメンね」

　おろしたばかりのイスの角度や、背もたれとテーブルの縁の近さなどを微調整していた時、不意にフロアスタッフたちの声が聞こえてきた。

　何の話をしているんだろうと、少しばかりの好奇心でふり向けば、先に片づけを終えた女性たち三人が、モップや台拭き用の布巾片手に集まっている。

「……？」

　彼女たちが口にする〝イケメン〟が誰を指しているのかわからず、双葉は言葉無くキョトンと首を傾げる。

（お客さんのこと、よね？）

　片づけに集中するあまり、彼女が同僚の喋り声を聞いたのはほんの一、二分前くらいからだ。

　聞こえてきた数少ないやりとりから、今日来店したお客さんのことを話していると察した。

「双葉ちゃんも見たことあるでしょう？　めっちゃケーキ買いに来るイケメン！」

　すると、不思議そうに自分たちを見つめる双葉の視線に気づいてか、一人がにっこり笑って同意を求めてくる。

（たくさん、ケーキを買ってくれる……イケメン？）

　はて、そんなお客さんはいただろうかと、双葉は小首を傾げながら記憶の中にあるお客さんたちの顔を思い出していく。

　双葉たちが作業する調理場からフロアが見渡せるのと同時に、フロアからもケーキを作っているところを見られる。それはこの店の特徴でもあった。

　そのお陰で、今日双葉はほっこりする場面が見れたし、これまでも時々ケーキを買いに来る客の様子を盗み見たりしていた。

　けれど、彼女だってずっと店内を観察しているわけにいかない。双葉にとって第一の仕事はケーキを作ることだ。意識の九割、いや八割はしっかり自分の手元と素材に向き合って作業し、あとの一、二割はほんのちょっとだけ店内を眺める。

　なんてことを出来るようになったのは、ここ一、二年くらいかもしれない。

　何度も来店している姿を見かけて、顔を覚えているお客さんも何人かいるのは確かだ。

　だけど、記憶の中に、スタッフの子たちがはしゃぐほどのイケメンは居たかどうか、わからない。

「ごめんなさい、私そのお客さんは覚えてなくて。そんなに来店されるんですか？　その人」

　見た目の特徴を聞けば思い出すかもしれない。と考えて双葉が首を傾げれば、そばにいる三人の瞳が一瞬キランと光った。

　なんでもその人は、三日から五日のペースで店にやってくるそうだ。

　そして毎回、ケーキを五つくらい買ってくれる。

　いつも黒いパンツスタイルで、他はアースカラー、モノトーンなどの落ち着いた雰囲気のコーデ。絶対百八十センチはあると同僚たちが断言するくらい、身長も高いらしい。

　そして、イケメンだけど目つきがキツいそうだ。

「……すみません、やっぱり記憶にない、かも」

　特徴を聞いても、やっぱり双葉の記憶にある常連さんたちの誰とも顔が一致しない。そのことを素直に伝えれば、皆がクスッとかすかにほほ笑む。

「それじゃあ、今度来たらこっそり教えるから！」

　絶対梅津さんも驚くよ、なんて自信たっぷりな声まで聞こえてくる。

（目つきの悪いイケメンが甘いモノ好き……あれかな、ギャップ萌えってやつ、なのかな？）

　その後も、三人がイケメン男性の他、今日来たお客さんについて話すなか、双葉はふと考える。

　顔面偏差値の高さと、その人の味覚──そのどこかアンバランスさが、〝イケメン常連さん〟にはあるのかもしれない。

　だから皆、まるで芸能人でも見かけたようにはしゃぐのだろう。

　なんて自己完結しつつ、彼女はこの先の未来を想像する。

　近い将来、もしフロアスタッフの先輩たちから、実際に話題の人を教えてもらったとして。自分は、「かっこいいですね、本当に！」と一緒になってはしゃげるだろうか。

　一応テレビでよく見かけるイケメン芸能人が来店する様子を想像してみる。けれど、その手の話題に興味がないせいもあって、まったくビジョンが浮かんでこない。

　双葉が皆と同じようにはしゃげる対象は、〝イケメン〟よりも断然〝ケーキ〟なのだ。







第一章 お見合いの代役








　常連のイケメン情報を聞いてから数日。

　いまだに双葉は、皆が噂をする彼の顔を見られずにいる。

　向こうが来店しても、作業に集中している双葉を見てフロアスタッフが声掛けを躊躇したり、双葉が店の奥に行っていたりと、タイミングが合わない。

　お店の開店前や、閉店後の片づけ、掃除をしている時に、先輩パティシエや店長にもイケメン常連について聞いてみた。

　すると、双葉以外の従業員全員が、彼を認識していた。

　まさかの状況に、双葉は、「えっ？」と閉店後の店内で少し驚いてしまった。

　とは言っても、皆口々に、「あぁ、あのイケメンな人ね」と言って頷く姿を見たところで、双葉の好奇心は正直ピクリとも動かなかった。

　従業員の中で、自分だけ噂の常連さんを知らない。

　その一点だけで言えば、本当に少しだけ、姿を知らない彼が気になった。




　一日の仕事を終えてアパートに帰った双葉は、家の近所にあるコンビニで買ったサラダとお弁当を夕食として食べ始めた。

　──ピロリンピロリン。

　食事を始めてから数分。

　グラスに注いでおいたブレンド茶で喉を潤す双葉の耳に、スマホの着信音が届く。

「……誰だろう？」

　時刻はもうすぐ夜の九時だ。突然かかってきた電話に首を傾げつつ、テーブルの隅に置いてあったスマホに手を伸ばす。

「……あ」

　もしかして、店長からの電話かもしれない。と思って呼び出しが続く画面に目を落とせば〝お母さん〟の表示を認識し、心と身体が、グンと重くなった気がした。




「貴女、今週末は空いてる？　和かず葉はの代わりに、お見合いしてちょうだい」

　滅多にかかってこない母親からの電話に出れば、開口一番まさかの問いかけが聞こえてきた。

「おみ、あい？　えっと……どうして私が？　お姉ちゃんのお見合い、なんだよ、ね？」

　どこか冷めた様子の母の声を聞きながら、双葉は無意識に心音がうるさい胸元へ手をのばす。そのまま心の中で、「落ち着け、落ち着け」と繰り返し自分へ言い聞かせる。

　たどたどしく発した娘の言葉を聞いた母は、電話の向こうで「あぁ、それは──」と、今日この電話をかけることになった理由を端的に話してくれた。

　大学入学と同時に一人暮らしを始めた双葉とは違い、彼女の双子の姉──和葉は今も両親と一緒に実家暮らしをしている。

　二十七歳の娘を心配していた両親のもとに、「娘さん、確か独身だったよね？」なんてお見合い話が舞い込んできたらしい。

　父と同じ会社に勤めている人の甥っ子さんが、今回の見合い相手だそうだ。

　突然のお見合い話を聞かされた和葉は、「ちょっ！　お見合いなんて嫌だからね！」と嫌がった。

　そこで断れれば良かったけれど、父にこの話を持って来た人は、彼より立場が上の人らしく断れそうにない。

　そんな状況下で姉の代わりに白羽の矢が立ったのは、実家を出て一人暮らしをしている双子の妹双葉。

　当日は容姿の似ている彼女に姉のふりをしてもらって、その場を切り抜けるつもりのようだ。

（私がお姉ちゃんになったとして……もしバレた場合はどうするんだろう）

　持ちかけられた見合い話を断るより、身代わりを立てて相手を騙す方が、向こうの心象が悪くなる。

　なんて可能性が頭の中に浮かんだけれど、「それで？　日曜は暇よね？　暇でしょう？」と、母は、「もう決定だから！」とでもいうようにたたみかけてくる。

　姉とそっくりな高圧的な声が矢継ぎ早に言葉を紡ぐ。

　ずっと聞き続けたら耳が痛くなりそうな話が止んだのは、母の剣幕に押されて代役を了承した後。

　双葉が、「わかった、よ」と小さく頷けば、もう用事は終わりとばかりに、母は離れて暮らす娘を一切心配せず早々に電話を切った。




　双子の姉妹として生まれた和葉と双葉は、容姿はそっくりなだけで性格、趣味趣向はまるっきり正反対だった。

　プラスな言葉で姉の性格をあらわすなら天真爛漫、逆を言えばわがままな人。

　自分に絶対的な自信がある人で、自身の見た目を磨くことが幼い頃からの目標のような人だ。

　対する双葉は、小さい頃から大人しい性格で、即断即決の姉と違って、家族の中で考えることから発言するまでの思考回路がワンテンポズレた子──よく言えばマイペースな子だった。

「あんた、いっつもトロいし、暗いのよ！　近寄らないで！」

　さらに姉は、そんな妹に毎日のようにイラ立っていた。

　とっくに成人した今でも、その延長戦上にいるせいか、姉妹仲は良くない。

　お互いに連絡先を知っているけれど、連絡なんてとった試しがなかった。

　そんな状況下で、母からかかってきた姉の見合いの代役をしろという半分命令のような電話。

　通話を終えたスマホを見つめた双葉は、小さくため息を吐いて一度手にしていたそれをテーブルの上へ戻す。

　空いた左手でグラスを掴み、一気に中身を飲んでため息しか出てこない口の中を潤していく。

　数秒とかからずお茶をすべて飲み干してしまったようで、コンと唇にあたった氷の冷たさに気づいた。

　中途半端になっていた夕食再開のためにも、おかわりが必要と思った双葉は、空になったグラスを手に立ち上がる。そのままキッチンを目指す途中で、ふと今月の出勤日などをメモしている壁掛けカレンダーが目に留まり、彼女は足を止めた。

　双葉が働くペースネージュの定休日は火曜日。

　スタッフはその他に週一日、休みを貰えるシフトになっている。

　絶対に外せない用事がある人が、指定した日を休めるように調整するため、火曜以外の休みは不規則だ。

　今日の日付──水曜日の部分から視線を横にずらしていくと、二日後の金曜日に丸印がついている。

　今週双葉が休めるのは、本来金曜日とカレンダーは教えてくれた。

　その事実を認識した彼女は、また小さくため息を吐いて、一度止めた足を動かし冷蔵庫に近づき扉を開けた。

「店長に電話しなきゃ……日曜、休めるかな」

　ボトルポケットからブレンド茶の入った容器を取り出し、扉を閉める。

　左手に持っていたグラスを一旦調理台に置いた双葉の口からは、もう数えるのすら面倒になってきたため息がまた零れ落ちた。




　妹を罵倒する姉は、両親や周囲の大人たち、仲良くして得な同年代の子に対して〝自分の意見がはっきり言える明るくてかわいい子〟と、自分を精一杯魅力的に見せていた。

　きっと今回のお見合いも、〝可愛い娘に幸せになって欲しい〟という願いで両親は話を受けたはず。

　けれど今、その願いが消えかけていることに、実家で笑い合って暮らす家族たちは気づいているのかと考えた瞬間、自嘲的な笑みが口元に浮かんだ。










　母から電話をもらった後、手早く夕食を済ませた双葉は、友里菜に連絡を入れた。

　実家のことで急用が出来たので、日曜日に休ませて欲しい。

　なんて話を切り出したものの、双葉が家族と折り合いが悪いことを知る店長に誤魔化しはきかなかった。

　結局、お見合いの件についての詳細を洗いざらい白状させられた双葉は、「店にご迷惑をかけて申し訳ありません」と謝り倒した。

「どうして双葉ちゃんが謝るのよ！」

　けれど返ってきたのは、双葉を利用する時だけ連絡を寄こし、身勝手な態度を取る彼女の家族に対する怒りに満ちた声だった。

　勝手なシフト変更願いを怒られる覚悟でいた双葉にとって、あまりにも予想外な展開に彼女はスマホを手にしたまま唖然とした。

　まるで自分のことのように怒り、親身になってくれる声を聞くだけで、若干の恐怖と戸惑いでザワついていた心が落ち着いていく。

「双葉ちゃん……ものすごく不躾だけど、当日着ていく服は大丈夫？　メイクとか、一人で出来そう？」

　シフトの交換は、金曜と日曜で対応可能な先輩パティシエを店長が探してくれるそうだ。

　その言葉にホッとする双葉の耳に、どこか不安げな友里菜の声が聞こえてくる。

「えっと……メイクは、なるべく頑張ります。服はえっと……スカンツじゃ、ダメ、でしょうか？」

　わざわざたった一日しかない見合いのために、姉の趣味に合わせた服を買う気にはなれない。双葉は数少ない手持ちの中から、精一杯のお洒落服をチョイスして言葉にする。

　基本的に動きやすいパンツスタイルが好きな自分にとって、スカンツは一番のお洒落アイテムだ。インナーやアウターも、出来る限り女性っぽい見た目のものを選べば、なんて記憶の中にある私服から脳内シュミレーションをする。

　その時、電話の向こうから、「はぁー」と盛大なため息が聞こえ、無意識に身体がビクついた。

「双葉ちゃん。とりあえず、最近……最悪数年前でもいいから、成人したお姉さんの写真を用意して。あと、メイクと服は私と……祥子ちゃんに任せてもらえる？　日曜日は、丁度私もお休みだから……朝から準備しましょ」

　双葉が何か声を発するより先に、日曜日までの計画を怒涛のごとく羅列していく声が聞こえる。

　電話口から耳へ、そして脳へ伝わる友里菜の言葉は、普段と変わらず優しい声のはずなのに、聞いているこちらに、「ノー」と言わせない迫力がある。

「は、はい」

　逆らったらダメだと本能が警鐘を鳴らすのを感じ、双葉は自宅のリビングで一人、気づけば正座をして電話口の声に頷いていた。




　お見合いの件は、最初友里菜にだけ伝え、他の従業員たちには、「実家の急用で」と誤魔化すつもりでいた。

　なのに、ファッション関係に強いからと、先輩パティシエの祥子にも見合いの件を話すことになってしまった。

　翌日双葉は、友里菜、祥子と三人で、休憩時間や閉店後などに度々集まった。話の内容は着ていく服の厳選で、スマホで検索したレンタル衣装のサイトと、双葉のスマホに一枚だけあった和葉の画像などを参考に吟味していく。

　三人で密談する様子を目撃した他の同僚たちは、「あの子──双葉ちゃん、普段仕事以外であんなに喋ってたっけ？」と次々疑問を抱いた。

　後から冷静になって考えれば、コソコソ密談をくり返す双葉たちの姿は、違和感だらけだったのかもしれない。

　双葉のお見合い代役が決まった翌日──木曜日の終業後、他の同僚たちにまで不審がられてしまい、なし崩し的に見合いの件が全員にバレた。

　双葉本人に来た見合い話だったら、少しは誤魔化せたかもしれない。

　けれど、日々双葉と一緒に働いている従業員たちは、「もしかして、何かワケあり？」と察する人が多い。

　それもあって、姉の代役話から、家族関係が微妙なことまで、さわり程度に説明する羽は目めになってしまった。

　話を聞いた皆は、昨夜の友里菜と同様に、「え？　ごめん。お母さんとお姉さん、ふざけてるの？」と怒りを露わにしていた。

　皆の反応に双葉は見るからにアタフタと慌てて、すっかり縮こまってしまう。

　そんな彼女を見た同僚たちは、しばし双葉の頭を撫でたり抱きしめたりと、甘やかしに徹する。

「もうさ、お姉さんのフリなんてしないで。その見合い相手と梅津さんが付き合っちゃえばいいんじゃない？」

「えぇー、先輩それは流石に。双葉ちゃんにだって、タイプの人がいるはずですよ！」

　お見合いの回避が無理とわかったからなのか、時間が経つにつれ、〝どうやって破談に持っていくか〟やら〝双葉の好みだったら奪っちゃえ〟など、大人しい当人だけなら到底考えつかない意見が次々とフロアに飛び交う。

「決戦は日曜日！　みんな、それまで双葉ちゃんへのフォローと協力、頼んだわよ！」

「任せてください、店長！」

　普段の閉店後より騒がしくなった店内の音──従業員たちの声を鎮めたのは、鶴の一声ならぬ店長の一声。

　彼女の声を聞いたほとんどの女性陣が、キラリと輝く笑顔を浮かべて大きく頷く。

　その中でたった一人、渦中の人物な双葉はすっかり縮こまってしまい、「ご迷惑かけて、すみません」と萎縮していた。










　お見合い当日──日曜日。

　お店の人たちの協力もあって、無事休みをゲットした双葉は、朝から大忙しだ。

　今日のお見合い場所は、テレビで度々紹介される一流ホテルらしい。

　ホテル内に提携しているフランス料理店のお店があって、そこの個室を借りるそうだ。

　昼食を兼ねるらしく、遅くても十一時半までにはホテルに着いていたい。

　そんなスケジューリングのもと、双葉を姉の和葉に変身させるため、朝早くから自宅玄関の呼び鈴が鳴った。

「双葉ちゃーん、お待たせ」

　やってきたのは、最初に協力を申し出てくれた店長の友里菜と、先輩の祥子、そしてフロア担当の年下スタッフ──里さと井いみのりの三人。

　祥子はファッション面を担当、みのりはヘアメイク担当、そして友里菜は全体の監督という立ち位置らしい。

「きょ、今日はよろしくお願いします！」

「まっかせなさーい」

　三人を家に招き入れた双葉が深々と頭を下げれば、異口同音な頼もしい声が返ってきた。




　普段、双葉がメイクをする機会と言えば、休日外に出る時くらいだ。しかも薄っすらナチュラルなものを目元に施す程度。

　だけど今日の彼女は、上品さを意識しつつ目鼻立ちがより際立つメイクをしている。

　仕事の時は支給されているキャスケットの中にまとめ、プライベート時は一つにまとめるくらいしかしない髪も、ヘアアイロンでわざと癖づけて、全体を結い上げてまとめた。まとめきれなかった後れ毛が歩くたびに振動で揺れていく。

　自分のおしゃれより、動きやすさを重視するせいで、普段はパンツスタイルばかり。そんな彼女の今日の服装はＶネックのロングワンピースだ。

　女性らしさを強調し柔らかな印象を与えるコーラルピンクをベース色にして花柄が散りばめられている。

　ウエストの辺りで絞るタイプのデザインなこともあって、普段は目立たない双葉の豊満な胸元が少しばかり強調される。

　胸元のネックレス、あまり高くはないヒール、クラッチバッグに派手過ぎない色を一色塗ったつけ爪。

　ちょっとしたパーティーなら十分出席できる見た目になった双葉は、友里菜が運転する車に協力者たちと乗り込み、ホテルへ向かった。




　予定していた十一時半より少し前に、双葉はホテルへ無事到着した。

「それじゃあ、終わったら連絡して？　私たちその辺でご飯食べて時間潰してるから」

　彼女を飾り立てた同僚たちは、車を降りた双葉に手をふって去っていく。

　お店近くのアパートに住んでいるため、徒歩通勤の双葉を思ってか、今日は友里菜が送迎してくれるらしい。

　最初は、「もう十分です」と断りたかったけれど、お喋り好きな三人の巧みな話術には勝てず、双葉は移動中、助手席で大人しくしていた。

　一人になった双葉は、緊張した面持ちでホテルの中に入り、エントランスにいるはずの母親の姿を探す。

　身代わりを言いつけられた翌日、母親からお見合いの日時と場所が書かれたメールが送られてきたので、よくテレビドラマで見るような付添人は彼女がするのかもしれない。

　なんて思っていた時、「和葉ちゃん、こっちよ！」と姉の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　反射的に振り向いた先に一台のソファーとそばにたたずむ女性の姿が見えた。

（あれ？　あの人……）

　エントランス内で他にも点々と設置されたそれから立ち上がった女性が、自分──いや姉を見つけて手を振っている。

　母とは違う呼称で姉を呼ぶ声と、目に付いた姿にぼんやり見覚えがあるように思った双葉は、足早に自分を呼ぶ彼女のもとへ向かった。




「久しぶりね和葉ちゃん！　今日は私が貴女の付き添いを任されたから」

　自分を待っていた女性は、母の妹──森もり野の清きよ江え。双葉にとって叔母にあたる人だった。

（あぁ、叔母さんまで巻き込むなんて……）

　母の代わりに自分の付添人になった親戚女性に、「お久しぶりです」と、姉みたいに努めて明るく挨拶を返す。

　双葉は内心、今すぐ頭を抱えたい衝動にかられているし、この場で清江に謝り倒したいほどの罪悪感を抱いていた。

　きっとこの場にいるのが〝可愛い和葉〟だったら、母も一緒にお見合いに臨んだのかもしれない。

　代役を押し付けられた〝姉より劣っている双葉〟の顔すら、きっと彼女は見たくないんだろう。

　そう思うと、無意識に小さなため息が漏れた。

「あら？」

　これから数時間、姉のふりをすると思うだけで気が滅入りそうだ。なんて考えた双葉の耳に、小首を傾げる叔母の声が届く。

「ねぇ、ちょっと」

「はい？」

　ちょんちょんと手招きをする清江の仕草を不思議に思いつつ、彼女の口元へ耳を近づける。

「貴女……ひょっとして、双葉ちゃん？」

「──っ！」

　コソっと内緒話をするように投げかけられた問いかけに、思わず二、三歩後退ってしまった。

　反射的に距離を取り大きく見開いた瞳で自分を見つめる姪っ子。その反応を見た叔母は、きっと無言の答えを悟ったのかもしれない。




　二階にあるレストランへ向かう前に、双葉はここへ来た理由を掻いつまんで話した。

　実の母──叔母にとっての姉に強要されてとは強く言えなかったけれど、母の性格を昔から知っているため、「姉さん……お母さんが、ごめんなさい」と清江に謝られてしまった。

　母、姉の性格、そして双葉自身のことも、昔から親戚の集まりで何度も接している彼女にはすべてお見通しらしい。

「今日のお見合い……あちらから断ってもらうように出来ればな、と思ってて。一応和葉として、少しは愛想よくしますけど」

　父の立場と姉の機嫌を合わせて、男性側から断ってもらう方が無難だと、双葉はここ数日考えていた。

　お見合いを破談にしたいなら、こっちから辞退の連絡を入れるか、最悪ドタキャンすればいい。

　けれど、その二つは体裁を気にする母が頷かないはずだ。

　ワザとらしく相手に悪い印象を与える方法もあるけれど、姉に知られた時のリスクを考えてしまう。

（愛想よく振舞って、断られるって……どうしろって言うのよ）

　自分の行動と、求める結果が真逆すぎないかと気づいたせいか、こめかみのあたりが鈍く痛む。

　ふと時間が気になってスマホを見れば、正午まであと十五分くらいだ。

　そろそろお店に向かおうと叔母を促し、エレベーターに乗り込む。

　タイミングが良かったのか、双葉たち以外中には誰も乗っていない。二人の後に乗る人も居ないようで、目的階のボタンを押せばすぐに扉が閉まった。

「双葉ちゃん、リラックスよ、リラックス」

　姪っ子を心配してくれるのか、隣に立つ清江が笑顔で話しかけてくれる。

　彼女の方を振り向いて、双葉は口元を意識してかすかに笑みを浮かべる。

　初めてのお見合いに臨む緊張と、しっかり目的を果たせるかという不安のせいで、正直気持ちが落ち着かない。

　心の中は半分パニック状態に陥っているにも関わらず、双葉の表情筋は今日も動きが悪い。

　表情豊かな姉になりきるために、メイク前に頬の筋肉を一生懸命ほぐしてみた。けれど、自分の顔が見れないこともあって、効果があるかは正直よくわからない。

「ねぇ……いっそのこと、双葉ちゃんらしく振舞ってみるのはどう？　貴女とお相手の方が二人きりになった後で、和葉ちゃんじゃないって打ち明けるの」

　メイクをしてなければ、今すぐにでももう少し頬をマッサージしたい。

　なんて衝動と闘う双葉の耳に、まさかの提案が聞こえてきた。

「……？　どうしてわざわざそんなことを？」

　彼女の真意がわからず、首を傾げながら叔母へ視線を向ける。

「だって、和葉ちゃんはこのお見合い乗り気じゃないんでしょう？　だったら、双葉ちゃんのお見合いにしてもいいんじゃ、と思って」

　──お相手の方、お医者様らしいわよ。

　視線が合った瞬間、にっこり微笑む清江の口から、初めて聞く情報が双葉へもたらされた。




　お見合い当日より前に渡されるはずの相手の写真や、年齢、職業などの情報を双葉は何一つ知らなかった。

　清江曰く、相手は四つ上の三十一歳、大学病院で外科医をしているらしい。

　彼の父親が息子のためにと、今回のお見合いを計画したそうだ。

　レストランのあるフロアに到着してから、叔母に促され一度通路のすみへ移動する。

「本当に何も知らなかったの？」

　と耳元で囁かれる声を聞いた双葉は、素直にコクンと頷いてみせた。

　すると、姪の反応を見た清江は、「姉さん……」とぼやき、困惑しているのか額に手をあてて深いため息を吐いた。




　その後、このままじゃ相手を待たせてしまうと、気持ちを切り替えた二人はお見合い会場でもあるフランス料理店へ向かった。

　出迎えてくれたスタッフに名前を告げると、店内奥にある個室へ案内される。

　個室内では男性二人がすでにテーブルについていて、双葉たちの姿を見た瞬間彼らはそれぞれ立ち上がった。

「お待たせしてしまって申し訳ありません」

「いやいや、大丈夫ですよ。本日は息子共々よろしくお願いいたします」

「こちらこそよろしくお願いいたします」

　付添人同士、叔母と相手の父親がにこやかに挨拶をかわす。

　その声を聞きながら、双葉は、「私は和葉、私は和葉」と心の中でくり返しながら姉の見合い相手へ視線を向ける。

　百五十八センチに少しヒールで高さを出した目線を顔ごと上げた先には、軽く百八十センチはありそうな長身男性がたたずんでいた。

「梅津和葉と申します。本日はよろしくお願いします」

「片かた桐ぎり宗そう悟ご、です。よろしく」

　表情筋を精一杯動かす双葉は、〝和葉として〟微笑み、相手へ頭を下げる。

　顔を上げれば、今度は片桐も自分の名前を名乗って軽く頭を下げてきた。

　彼を見た瞬間、双葉はまず綺麗な黒髪と少しキツい印象を受ける不思議と強い眼差しに目を奪われた。

（店のみんながはしゃぎそうなタイプの人だな）

　涼やかな顔立ちは、カッコよさの中に美しさを感じさせた。

　いよいよお見合いが始まると悟り、双葉は必死に平静を装い、姉としての笑みを絶やさないように心がける。

　だけど内心は、緊張のせいでドクドクうるさい心臓から意識をそらしたいあまり、つい、この場に同僚が居たら黄色い歓声が響きそうだ、なんて余計なことを考えてしまう。

　相手の職業と年齢は清江から、名前は片桐本人から聞かされる現状に、ついため息を吐きたい気分になった。

　自分の中に芽生えた気持ちを必死に押し殺した双葉は、「さぁ、席に座って」という片桐の父にお礼を言いながら、見合い相手──宗悟の正面に腰を落ち着ける。

（どうせ破談にする予定だったから、教えなくていいと思ったのね）

　この場には居ない母の考えを想像しつつ、双葉は後ろ手に、イスの背もたれと背中の間に持っていたクラッチバッグを滑り込ませる。

　緊張こそすれ、イスに座る彼女の動きは洗練されている。

　それは、勤め先で役員をしている夫に付き添って、パーティーに参加する機会がある母の教えの賜物だった。

（あの家を出たら、もう必要ないと思ってたのに）

　幼い頃から、姉と一緒に叩きこまれたマナーが役立つ日がくるなんて、正直思ってもみなかった。




　それからは、個室に運ばれてくる料理を四人で食べつつ、和やかな時間が流れていく。

「息子はどうにも口下手なもので、申し訳ない」

「きっと緊張しているんですよ。和葉ちゃんも、こういう場は初めてらしくて」

　食事の合間に飛び交う声の半分は、付添人二人のものだった。

　普段よりはきはきと、感情を込めた受け答えを、双葉は出来る限り心がける。

　けれど、慣れないことをしているせいで、どうしても、所々言葉を詰まらせてしまう。

　そんな彼女をフォローしてくれたのは、優しく頼りになる叔母だった。

　相手の彼は元々社交的な性格じゃないのか、「もっと気の利いた話をしないか」と、度々父親に小突かれていた。

「えっと……休みの日は何を？」

「そう、ですね……友人と出かけることが多いかもしれません。ショッピングに行ったり、映画を見に行ったり」

　促される形で投げかけられた問いかけには、数秒の間を置いてから答えていく。

　姉が実際、どんな休日を過ごしているかなんて、双葉はまったく知らない。

　学生の頃から男女関係なく友だちが多く社交的──言い方を変えれば遊び歩いていた彼女の性格が、大人になって落ち着くとはどうしても思えなかった。

　それもあって、ついパッと思いついた嘘を笑顔で言葉にした。

　当たらずとも遠からずな答えくらいは出来たんじゃないかと思いつつ、「宗悟、さんは？　お休みの日は何を？」と、質問を返し小首を傾げる。

「俺は……基本寝てます」

「へ？　寝てる、んですか？」

　こういう場で、終始受け身になるのはいけない。自分からも適度に質問をしなければと意識したまでは良かった。けれど、聞こえていた答えに、双葉はつい〝素〟の反応を見せ、キョトンと首を傾げてしまう。

「はい、寝てます。仕事柄連日何かしら手術をしてる反動……というやつかもしれません。かなり体力を使う仕事なので、休みの日はもっぱら休息にあてます」

　──特にこれといった趣味も無いので。

　驚く見合い相手を他所に、片桐は淡々と喋るだけだ。隣に居る父親が、必死にフォローする声が聞こえる。

　けれど、返ってきた言葉に衝撃を受けた双葉は、その声を頭の片隅でぼんやり認識するだけだった。代わりに意識の大半を、綺麗な所作で料理を食べる見合い相手へ向ける。

（この人は、どうして今日ここに来たんだろう？）

　四人でテーブルを囲んでしばらく経った頃から、双葉はずっと目の前に座る男性の態度に、違和感を抱いていた。

　お見合いが始まってから、積極的に話したり、話題をふってくれるのはもっぱら付き添っている父親の方だ。

　宗悟自身、投げかけられた質問には答えているし、そこそこ会話もする。

　けれど、見合い相手の和葉へ積極的に話しかけたりせず、ただ時間が過ぎるのを待っているように見えた。

　双葉はその様子を、どこか〝今の自分が置かれている状況〟と重ねて見てしまう。

　今のやりとりが、本当のことなのか、嘘をついているのかは、正直今日初めて会った自分には見当もつかない。

　だけど、もしかしたら彼も、このお見合いに乗り気じゃないのかもしれない。

　それだけは、なんとなくわかった気がした。




　食事が終わった後、片桐の父のすすめで、ホテルの敷地内にあるちょっとした庭園を当事者二人で散歩することになった。

　清江は、二人きりになった後で正体をバラしちゃえ、なんて言っていたけれど、双葉は最後まで嘘を吐き通そうと、必死に姉のふりを続ける。

（どうせもうお会いすることはないんだから、今さら〝騙してました〟って言う方が失礼よ）

　片桐がお見合いに乗り気で、和葉を気に入っている様子なら、正体を明かした方が破談になりやすいかも、なんて一瞬考えた時もあった。

　けれど、これまでの彼を見る限り、どちらも当てはまる様子はない。このままお見合いを終えても、向こうから断ってくれる可能性が高いはずだ。

　だったらここで、余計に印象を悪くする必要はないはず。

　なんてことを考えながら庭園へ向かう。

　庭園に着くと、双葉たち以外にも数組カップルや夫婦らしき姿をちらほら見かけた。

　皆の足元には、フリージアや芝桜、ツツジなど、この時期が見頃の花が、数種類植えられている。

　歩道部分の脇に植えられた花は、色合いや種類の違いを生かして綺麗な模様を浮かび上がらせていた。

　隣を歩く片桐に、「写真を撮りたい」と一言断ってから、その場にいる女性たちに混ざって、双葉も自分の足元にある花の写真を撮り始めた。

（これ、ケーキのアイディアに活かせないかな）

　純粋に綺麗だと思ったのは間違いない。だけど同時に、つい職業病に近い考えが頭を過ぎったせいで、スマホが入っているバッグに手がのびてしまった。




　それからは、庭園内をゆっくり歩きながら、他愛もない会話を続ける。

　と言っても、手助けしてくれる付添人たちが居ない今、話をふるのはもっぱら姉のふりをする双葉だ。

　好きなテレビ番組や芸能人なんかも聞いてみたけれど、彼はあまりエンタメに興味がないらしい。

　テレビで見るのはもっぱらニュース。他にはクイズ番組を時々録画して、食事のお供にしていると教えてくれた。

　レストランを出た後で、「この人があまり喋らないのは、緊張のせいかも？」なんて可能性も考えた。

　けれど当初の予想通り、彼は元々無口な人のようで、片桐にとって普通なのかもしれない。

（うぅ……あと何話せばいいの？　将来のこと、とか？　破談にする気満々の相手に、それはないか……）

　双葉が写真を撮ったせいで、ふいに会話が途切れてしまった。二人の間に流れる静かな空気を感じた彼女は、必死に次の話題を考える。

　正直、双葉としてなら会話が途切れるくらいで焦ったりしない。お店で同僚たちと話す時はもっぱら聞き役な双葉にとって、こんな状況は珍しくなかった。

　だけど、和葉は十中八九この空気を嫌がるはずだ。彼女の周りはいつも賑やかで、姉自身も友人たちも話題が絶えない。

　もしその場に片桐が入って、今のように会話が途切れてしまえば、「何しらけさせてるの？」と姉が怒りかねない。

（和葉なら、何の話題を出すのかな）

　双葉としてなら、ほんの少しくらい話をつなげられる話題は出せるはず。けれど、そんなことをして、「どうしたんだ、彼女は？」と目の前にいる彼に不信感を与えてはマズい。

　会話が途切れてまだ一分くらい。ほんの小さな話題でも思い浮かばないかと、一人で頭を悩ませた時、双葉の耳に、「あの……」と遠慮がちな低音が届く。

　その声に、なんだか憂いが含まれている気がした双葉は、咄嗟に顔をあげる。

　すると、すぐ目の前にたたずんだ片桐が、眉間に皺を寄せながら自分を見下ろしていた。

　ついさっき、写真を撮ろうとする双葉に気を使ったのか、彼は少し離れた後ろの方にいたはず。

「もしかして……今日、体調悪い、ですか？」

　いつの間に移動したんだろう。なんて不思議に思いながら、双葉は自分を心配してくれた彼の声にビクっと一瞬肩が震える。

（もしかして、私が和葉じゃないって気づいた？　いや、でも……この人が知ってるのは写真の和葉だけ。実際に会うのは今日が初めて……のはず。性格なんて知ってるわけがない、よね？）

　突然、自分の中にピンッと張りつめた緊張感のせいで、ドクドクと心臓の音がうるさい。

　心の中で、「落ち着いて、落ち着いて」と何度もくり返しながら、数回瞬きをしてもう一度片桐へ視線を向ける。

　相変わらず眉間の皺が刻まれた状態の彼は、ジッと双葉を見つめたままだ。

　元々の目元がキツい印象を抱かせるのに、顔をしかめたせいで余計に彼の強面度がアップしたのは、気のせいだと思いたい。

「具合なんて悪くないですよ。気のせい、じゃないですか？」

　目の前の光景が嘘と思いたい衝動を押し殺し、双葉は必死に口角を上げて笑い明るく振舞った。

　その後、大丈夫だと言ったはずなのに、「もう、見合いしたんだから、十分だろ」とぼやいた片桐に連れられ、双葉はエントランスで談笑していた叔母たちのもとへ戻ることになった。

　四人で別れの挨拶を終えればその場で解散となり、一足先に相手の二人が正面玄関から外へ出て行く。

　今後について、また会いたいか、お断りするかは、当人の判断を聞いた付添人同士で連絡し合うらしい。

　向こうがどんな返事をしても、梅津家の返事はもう決まっている。

　だったらこの場で断ってくれていいのに、と思いながら双葉も清江と一緒にホテルを出た。

「あ、もしもし？　梅津です。はい、今終わりました」

　他の利用客の邪魔にならない場所へ移動した双葉は、バッグからスマホを取り出し、自分を待っているだろう友里菜へ連絡を入れる。

　スマホを操作する時、ついさっき撮ったばかりの花の写真が目に留まる。

　その瞬間、どういう訳か、見合い相手の体調を心配して仏頂面をしていた彼のことが頭の中によみがえった。










　姉の代わりにお見合いをしてから数日。

　定休日明けの水曜日。いつも通りお店に出勤した双葉は、更衣室で制服に着替えていた。

　いつもこの時間は、これから大好きなケーキを一日中作れるとワクワクする時間だ。

「……はぁ」

　なのに今日のテンションは低く、気を抜けばすぐ口からため息が零れる。

　原因は、昨夜二度あった着信のせいだ。




「双葉ちゃん、あのね。片桐さんから、後日一緒に食事でもって──」

　夕食の準備をしている時に、まず見合いに付き添ってくれた叔母から電話がかかってきた。内容は、先日見合いをした相手から、「また会いたい」と言われていることを知らせるものだ。

「うそ……」

　断られることを前提で臨んだお見合いだった。なのに、どうして予想と真逆の事態になっているのだろう。

　まさかの現実を突きつけられた双葉は、自宅で一人混乱した。

　──お見合いの席で、自分は彼に気に入られるようなミスをしてしまったのか。

　──ただ単に、姉みたいに明るい女性がタイプだったのか。

　なんて、双葉の頭の中は疑問であふれていく。

「とりあえず、姉さんにも連絡しなきゃいけないから。また後でかけるから、一緒に対策考えましょうね、双葉ちゃん」

　返事をしない姪を心配する清江の声をどこか遠くに聞きながら、かろうじて残っていた意識が、「はい」と双葉に返事をさせる。

　その後、作りかけの夕食をそのまま放置した彼女は、キッチンのシンクに寄りかかったまま、通話を終えたばかりのスマホ片手にしばらく自問自答をくり返し、自分の世界へ意識を沈めた。




　電話をもらってから十分ほど経った頃。再び鳴った着信音が、双葉の意識を現実へ引き戻す。

　結局いくら考えても、片桐が引き続き会いたいと言った理由なんてわからなかった。

（叔母さんなら、わかるのかな）

　若い頃は色々と苦い恋も経験してきたと、以前清江に話してもらったことを思い出しながら、手に持ったままのスマホへ目を向ける。

「えっ？」

　着信画面に表示された名前を見た瞬間、衝撃のあまり戸惑う声が喉を震わせる。

　彼女の瞳に留まったのは叔母の名前じゃない。もう何年も会話していない姉の名前だった。

　もしかして、破談に出来なかったことを怒っているのかもしれない。電話に出れば、きっと待っているのは怒涛の叱責だと覚悟して、双葉は通話表示をタップした。

「次の宗悟さんとのデート、私が行くから。あんたはもう何もしないで」

　けれど電話越しに聞こえてきたのは、自分の用件だけを話す命令口調な姉の声だけ。

「ど、どうして？」

　久しぶりに聞く和葉の声を耳にした瞬間、双葉は反射的に質問を投げかけていた。

　どうして声を発したのか、自分でもよくわからなかった。

　後になって考えれば、妹に代役を押し付けてまでお見合いを拒否していた姉が心変わりした理由を知りたかったのかもしれない。

「あんた、実際会って見たんだからわかるでしょう？　宗悟さん、すごくイケメンじゃない！　しかもお医者様！　断る理由がどこにあるって言うのよ」

　妹に対する姉の言葉はあからさまに面倒そうな声色だった。

　反対に、片桐について話す言葉は、どこか恍惚としていて、実際目の前に姉が居なくても、彼女の頬が赤らんでいることが簡単に想像出来そうな声だ。

　きっと、お見合い写真で見た彼の姿でも思い出しているのかもしれない。




「……はぁ」

　昨夜のことを詳細に思い出したせいで、気づけばまたため息が零れる。

　幸い、今更衣室に居るのは双葉一人だ。お見合いの件は、もう全従業員に知られているため、こんな所を見られたら、「何があった？」と、いらぬ心配をかけてしまう。

　昨夜は結局、双葉の質問に答えた姉は、その後すぐに電話を切ってしまった。

　その直後、また叔母から電話が入り、「どうにか断る流れを作ろう」とやる気な彼女をなだめた。

「和葉が張り切ってるから、もうあっちはあっちで任せようよ」

　もうこれ以上、姉や母のわがままで、清江を振り回したくないと思った双葉は、「もうこの件は私たちに関係ないらしいから」と言って、電話の向こうにいる彼女を納得させた。

　向こうも〝次〟を望んで、姉と両親も〝次〟を望んでいる。その状況を、自分や叔母が壊しても誰も喜ばない。

　──あとは、あっちで楽しく話が進むよ、きっと。

　そう言ってかすかに苦笑する双葉の声を聞いた心優しい叔母は、「本当にね……」と電話の向こうで呟く。

「あの日、本当に思ったの。双葉ちゃんが、片桐さんとお付き合い出来たらいいのにって」

　本当の母と違う、自分を心から思ってくれる優しい言葉が聞こえた瞬間、双葉は今回の代役を〝引き受けて良かった〟と素直に思えた。

「あ、双葉ちゃん！　おはよう。今日も早いねぇ」

「おはようございます」

　また昨夜の記憶に浸っていれば、更衣室のドアが開く音に続いて自分の名前を呼ばれた。

　反射的にそちらをふり向けば、一つ年上のフロア担当の女性が更衣室内に入ってくるのが見えた。

　出勤してきた彼女が、フロア用の制服に着替え始めたのを見て、物思いにふけるあまり、袖を通しただけで止まっていたコックコートのボタンを閉めていく。

　それから次々と出勤してきた同僚たちと挨拶をかわし、一足先に着替えを終えた双葉は、着替えながら話す皆の会話に耳を傾ける。

「もしかして……今日、体調悪い、ですか？」

　同僚たちの賑やかな声が聞こえる中、不意にはっきりとこの場に居ない見合い相手の声を思い出した。

　姉のフリをするのは、精神的にも肉体的にも疲れるだけなので、もうあんな代役をしなくていいと確定した昨夜、双葉は正直とてもホッとした。

　その反面、もう〝彼〟には会えないとわかって、どういう訳かほんの少し落胆する自分もいた。

　どうしてガッカリしているんだろう。なんて疑問を抱いたけれど、今日になってもその答えは見つからなかった。

　ホテルの庭園で、姉に扮した自分を心の底から心配してくれた〝彼〟の表情は、忘れたくても忘れられそうにない。







第二章 まさかの再会と蓋をした心








　お見合いの日から、二週間弱が経った四月下旬。

　今日もケーキ作りに精を出す双葉は、仕上げを終えたケーキが並んだトレーを満足げに見つめ、ふと顔を上げる。

　視線の先には、ガラスで仕切られたフロア内の光景が広がっている。今日も店は繁盛していて、フロアスタッフも接客で忙しそうだ。

　この店では、フロアスタッフの皆がケーキの補充を担当している。

　このまま誰か手が空くのを待ってもいいけれど、その結果ショーケース内に在庫切れが起きる可能性がある。

（ほんの一瞬でも、欲しいケーキがそこに無い光景を見るのは、やっぱり嫌よね）

　〝自分がもしお客として店に来たら〟と想像した双葉は、「手が空いている自分が補充しよう」と作業台の上に置いてあったトレーを手に取り、出来たばかりのケーキを陳列するためフロアへ向かった。




　新しいケーキを持った双葉は、接客をするスタッフたちの背後から、ショーケースの裏へまわる。

　その途中目が合ったお客さんたちに軽く会釈をした後、ショーケース内の寂しくなった部分へ新しくケーキを収めていく。

　形を崩さないよう、ひとつずつ丁寧にトングで優しく挟みながら並べていれば、不意に、「すみません」と女性の声が聞こえてくる。

　反射的に手を止めて、ケースの中へ向けていた視線をあげると、ついさっき会釈をした時には見かけなかった初老の女性と小学生くらいの女の子が双葉を見つめていた。

「そちらのケーキ、とても綺麗で美味しそうね。子供でも、食べられるかしら」

　なんて小首を傾げる女性の隣で、女の子が期待と不安が混ざった視線を向けてくる。

　普段からホールに出ること自体滅多に無いせいか、双葉は話しかけられたことに内心ひどく動揺した。

　だけどお客様たちにしてみれば、フロア担当と色違いとはいえ制服を着ている自分も〝店員〟に違いない。

「こちらのケーキは、アルコールなどは使っておりません。なので、お孫さんと一緒に食べられますよ」

　緊張のせいでドクドクうるさい心臓から必死に意識をそらし、ほんの少し口元にやわらかい笑顔を意識して、出来たばかりのケーキについてお客様が求めていただろう〝答え〟を口にする。次の瞬間、少女の瞳がこれまで以上に嬉しげに輝いた。

　その感情が伝染つたわったのか、口元にこもった力が抜けて、双葉の顔に自然な笑みが浮かぶ。

　そんな状況を本人は気づかず、「これは数種類のベリーを使用した──」なんて、彼女はケーキについて説明を始める。




　双葉がフロアに出てきてから数分。

　細やかな説明が功を奏したのか、トレーの上にあったケーキは半分ほど減っていた。

　ケースに追加出来る分は減ったけれど、お客さんたちが喜んでくれたので問題ない。

（今から新しいのを焼いて……いや、時間的に今からまた追加したら余りそう）

　双葉は残った分をケース内に陳列しながら、頭の中でいくつもの数字を並べていく。

　閉店時間、これからの客足などを想像してみたが上手く考えがまとまらない。

　補充を終えて腰を屈めていた姿勢をゆっくり戻しつつ、「祥子さんに相談してみよう」と、決定を先輩にゆだねることにした。

　そうと決まれば、接客の邪魔にならないように素早く調理場に戻らなければいけない。そう思った双葉が顔を上げれば、次の瞬間瞳が見知った顔をとらえる。

（え？　片桐、さん？）

　ショーケースを挟んだ向こう側に立っていたのは、薄手の長袖シャツにベストを羽織った男性──あの日お見合いをした片桐宗悟だった。

　まさかの遭遇に驚くあまり、「うわっ！」と可愛げゼロの声が喉元まで出かかる。だけど仕事中という意識が働いたのか、寸前のところで声を押し殺せた。

　いつもと変わらず、彼女の顔に表面的な変化は見られないなかで、双葉は内心ホッと安堵する。

　けれどすぐに、今の状況に対する疑問を抱いた。

　一瞬人違いかと思ったけれど、自分より高い身長と鋭い目つきが記憶に残っていた彼を思い出させる。

　もう一つの決め手は、彼の口元にあるホクロ。お見合いの日、双葉は、相手の瞳を直視するのが少し恥ずかしく、ことあるごとに彼の口元を見つめていた。

　その時に見つけたのが、口元のホクロ。片桐が喋るたび、食事をするたび、どこかセクシーさを感じさせる彼の口元に、双葉はほんの少しだけドキドキしていた。

　会ってまだそんなに日が経っていない彼を見間違うわけが無い。

　ここはケーキショップなのだから、きっと彼も買いに来てくれたのかもしれない。

　その見た目と甘いケーキのアンバランスさに、ものすごくギャップがあると感じつつ、双葉はドクドクうるさい心臓から意識をそらす。

　代役問題のせいで、彼に対する罪悪感のような感情が、お見合いが終わった今でも双葉の中から消えず根付いている。

（何をドキドキしてるの！　あの日彼と会ったのは和葉よ。双葉は今日が初対面なの）

　だから変な緊張感なんて気にするなと、自己暗示のように心の中で自分へ語りかける。お見合い当日に、「落ち着け、落ち着け」と何度も自分に言い聞かせて過ごした状況と似ている現状を笑いたいところだ。だけどそんな余裕が、今の双葉にあるわけがない。

　とりあえず今は、一店員としてお客様に失礼がないようさっさと持ち場へ引っ込むのが妥当だ。

　改めて自分がすべき行動を理解した双葉は、ケーキを選ぶ様子も会計をする様子も無い片桐に向かって無言で軽く頭を下げた。

　そして方向転換をしようと、片足を軽く後ろへ引いた時──。

「この前ぶりだな」

　頭上から聞こえた低音に、思わず動きが止まった。今の声は自分に対するものか、そうじゃないか、双葉は頭の中に疑問符を浮かべる。

（まさ、か……和葉じゃなかったって、バレ、てる？）

　思い浮かべた可能性のうち、前者だった場合、あの日の苦労が水の泡と化す未来を想像してしまう。

「失礼ですが、どなたかとお間違えではないでしょうか」

　とりあえず今は、初対面という体で押し通すしかない。

　周りに迷惑がかからないよう、出来るだけ声量を落として、失礼にならないよう言葉を選び恐る恐るもう一度片桐を見上げた。

「間違っていない。もしかして……覚えてない、わけないよな。ホテルで一緒に飯食っただろう」

　あの日、会社員と自己紹介したことを彼が忘れて、今ここにいる自分を〝和葉〟と勘違いしている。なんて、頭の中に浮かんだほんの数パーセントの可能性にすら縋りたい。

　そんな双葉の期待は、訝しそうな表情を浮かべる片桐の声に見事なまでに打ち砕かれた。

　チラッともう一度彼の顔を見上げれば、自分の発言は間違っていないと言わんばかりの意味深な微笑みを浮かべている。

　初めて見る彼の顔に、つい、「こんな表情もするんだ」と驚いてしまう。

「えぇっ！」

　その時、真横からいきなり驚愕の声が聞こえ、思わずビクっと肩が震える。

　複数重なった声に驚くまま振り向けば、ついさっきまで接客していたフロアスタッフたちが大きく瞳を見開いて双葉を見つめている。

（ちょっ！　今仕事中……えっ？）

　同僚たちの声を聞いた瞬間、ついさっき叫ぶのを我慢したことを思い出す。

　お客様がいる前で何を、と咄嗟に慌てた双葉はすぐに店内を見回した。

　すると、さっきまで何人もいたお客さんたちの姿が消えていた。

　残っているお客は片桐一人で、他は自分を含めた店員たちだけ。

　焼き菓子コーナーの商品陳列を直していた後輩とも、イートインスペースのテーブルを拭いていた先輩とも、しっかり目が合ってしまった。

「双葉ちゃん、もしかして」

　隣から聞こえた震える声にふり向けば、すぐそばで接客をしていたスタッフが、ちらちらと双葉と片桐を見比べている。

　忙しなく動く視線の動きは、暗に、「この人だったの？　お見合い相手」とほとんど確信を得た質問を投げかけられている錯覚をおこす。

　ふと、驚く顔を一切隠さない店員たちを見た片桐の様子が気になり、双葉は慌てて彼の方を向く。

　もしかしたら、こちらの反応に怒っているんじゃないかと、双葉はすごく不安になった。

「実は、少し話をしたくて……今夜、時間を貰えないか？」

　けれど、彼女の予想に反して片桐の顔に怒りや困惑などは滲んでいなかった。




　その後、調理場からフロアの様子を見ていた祥子から、「何か変だ」と聞いたらしい友里菜がフロアへやってきた。

　すぐにスタッフたちへ業務に集中するよう指示を出した彼女は、双葉と片桐を連れ、「すみませんがこちらへ」と一旦フロア奥にあるスタッフ専用の通用口へ引っ込んでいく。

「お客様、先程は店員たちが騒がしくしてしまい、申し訳ございませんでした」

「申し訳ございません」

　店長と一緒になって双葉も片桐に対し謝罪とともに頭を下げる。すると次の瞬間、「あ、いや……」と戸惑う声が頭上から聞こえた。

　恐る恐る顔を上げれば、彼は自分たちと向き合ったまま視線をさ迷わせ、どこか落ち着かない様子だ。

「こちらこそ、突然話しかけてしまって申し訳ない」

　そう言うと、今度は片桐も双葉たちへ頭を下げる。彼の様子を見ていた友里菜は、「あの……」と、今度は遠慮がちに口を開いた。

「お客様、うちの梅津に声をかけていたと聞きましたが……彼女に何か？」

　目の前にいる男性は、双葉にとって見合いの相手だった男であると同時に、今はお客様だ。

　友里菜の方はお客様として認識しているのか、失礼にならないよう配慮しつつ、口下手な双葉の代わりに用件を聞こうとしてくれている。

「あぁ、はい。少々話したいことがあって、今夜時間を貰えないかと聞いていた所です。こちらの閉店時間は存じていますが……閉店後の作業などあると思いますので。その……良ければ、終業後にでもどこかで話しながら、軽く食事でも、と」

　彼女を思って行動する店長の態度に、片桐は嫌な顔一つせず、丁寧に声をかけた理由を話してくれた。

　彼の言葉を聞き、ついさっきフロアで耳にした〝ホテルで食事をした仲〟と双葉のことを認識している点から、話の内容は十中八九お見合い絡みなことは明白だった。




　それから、立ち話で済ませるような話ではなさそうな点を考慮して、双葉は片桐の誘いに頷いた。

　けれど、閉店作業が残っているから、夜九時近くなるかもしれないことも伝える。話を聞いた彼は、多少遅くなっても大丈夫だと頷いてくれた。

　返答を聞いた双葉は、どうしてかホッとし、安堵する自分に対し心の中で、「あれ？」と首を傾げてしまう。

「あ、待ち合わせ時刻は閉店直後で大丈夫ですよ。今日のこの子の閉店作業は代わりにやっておきますから」

　そんな時、双葉の耳に思わぬ店長の言葉が飛び込んできた。










　結局、友里菜からの厚意を無下に出来ない双葉は、大人しく彼女の提案を受けて甘えさせてもらう。

　話が終わった後、双葉はそのまま調理場に戻って、片桐はフロアへ戻り一人のお客としてケーキを買っていった。

　それから閉店時間までは、それぞれが自分の仕事に精を出して、随時来店したお客さんたちにケーキを買ってもらい、一日の営業を無事終えられた。

　友里菜はお客さんが居ない時間を見つけては、こまめに今日双葉が早く帰ることを従業員たちに話してくれたようだ。

　そのかいもあって、皆より一足先に私服に着替えた双葉は、調理場で片づけを続ける先輩や、フロアで掃除用具を手に持つスタッフたちに感謝の言葉とともにと挨拶をして帰りの支度をしていく。

　一通り挨拶が終わり、残っているのは今お店の外に出ている一人だけになった。

　閉店を知らせるクローズの札をお店のドアに下げるのは、そんなに時間はかからない。

　きっとすぐ戻ってくる、と思っていた時──。

「駐車場に高級車停まってる！　絶対あれ、梅津さんがお見合いした、ウチでケーキ爆買いするイケメン！」

　突然、バンッと勢いよく入口のドアが開いたと思えば、外に出ていたはずの女性スタッフが驚きに満ちた表情を浮かべて足早に店内へ駆け込んできた。

　勢いのまま叫ぶ彼女は、「見て！」と言いたげに扉の向こう──駐車場を指差す。

　その一連の動作に店内にいる全員の視線が集中した。もちろん双葉も興奮を隠しきれない同僚を凝視する。

　けれど双葉が驚いたのはほんの数秒だった。突然聞こえた叫び声を認識した彼女の口から、戸惑いが滲む気の抜けそうな声が零れ落ちる。

「あの……前に皆さんが言ってた甘党のイケメンって、片桐さんのこと、なんですか？」

「そうよ？　あら、双葉ちゃんまだ知らなかったのね」

　ギギギっと、壊れたロボットのようにぎこちない動きで後ろをふり向く双葉の問いかけに、友里菜が真っ先に返答してくれた。

　けれど、彼女は双葉の認識度合いを知らなかったのか、投げかけられた疑問に瞳を見開き驚いている。

「へぇ、あの人片桐さんって名前なんだ」

「梅津さんに、お見合いした相手は医者って聞いてたけど、すごいわね」

「まさか常連様とお見合いなんて……これはもう、真面目にお付き合いコース検討した方良くないですか？」

「やったね双葉ちゃん、上手くいけば玉の輿だよ！」

　唐突過ぎる衝撃に唖然とする双葉を横目に、お見合い事情を知る従業員たちは何故かそこかしこで、当人を置いてきぼりにして盛り上がっていく。

　皆が噂をするイケメンを、自分だけが唯一知らなかった。その謎の答えを、たった今知れて嬉しいはずなのに、不思議と気持ちがザワつく。

（もう、会う機会なんてどこにも無いと思ってたのに）

　店の客と偽装のお見合い相手。決して交わるはずがない点と点がつながった感覚は、外で自分を待っている片桐のもとへ行く双葉の脚を止める。

　盛り上がりが一向に冷めない従業員たちの声を遠くに聞きながら、彼女は自分の中にわき上がる多くの感情に気持ちを揺らす。

　もう姉のフリをしなくていいと思っていた安堵感。

　噂のイケメンが、姉のお見合い相手なことへの衝撃。

　もう会えないと思っていた彼との再会に対する戸惑い──そしてほのかな嬉しさ。

（行かなきゃ）

　このまま茫然と店内で立ち尽くし、片桐を待たせておくわけにはいかない。

　双葉は戸惑いが消えない頭を必死に切り替えながら、改めて従業員の皆へ、「お先に失礼します」と挨拶をする。

　そのままクルっと身体の向きを変えると、駐車場で待つ彼のもとへ行くため、緊張で震える手をドアの取っ手へ伸ばした。










　外へ出て、駐車場の隅に停まっている車のもとへ向かえば、双葉の姿を目に留めた片桐が早々に運転席のドアを開け、外に出てきてくれた。

「お待たせしてしまい、申し訳ありません」

　閉店後、急いで帰り支度をしたものの、店を出る直前、視線を走らせた壁掛け時計の時間は、もうそこから十分以上過ぎていた。

　きっと片桐は、それ以上待っていてくれたのかもしれない。

　なんて推測を立てた双葉が頭を下げると、頭上からクスッとかすかな笑い声が聞こえた気がした。

「いや……そんなに待ってない。大丈夫だ」

　その直後、お見合いの日に聞いたものと同じ、優しさが滲む言葉が続く。




　二人で車に乗った後、片桐は車を一旦バックで駐車スペースから離れ、ハンドルを切って車道へ出た。

　そのまましばらく無言で車を走らせる彼を横目に、双葉は、「どこに行くんだろう」と不思議に思った。

　だけど、思い浮かんだ疑問をすぐ言葉にすることを躊躇してしまう。

　こういう時、口下手なのは困りものだと無意識に眉を下げて、こっそり一人で自嘲する。

　そんな時、隣から、「俺の行きつけなんだが、そこで構わないか？」とたずねる声が聞こえる。

　そのまま詳しく聞けば、今向かっているお店は、片桐が時々夕食を兼ねて飲みに行く所らしい。

　パエリアやスパニッシュオムレツなど、スペイン料理とお酒を提供するバルだと教えられた。

「立ち飲みの……居酒屋？」

　随分前にテレビで見た記憶を引っ張り出し、おぼろげに思い出した風景を言葉にする。確信が持てないまま、自分の言葉にコテンと小首を傾げていると、運転席から、「それは……少し違うな」と否定の言葉が聞こえた。




　双葉が連れて来られたのは、彼女の想像とは少し違う静かな店だった。

　十席にも満たないカウンターと、二人がけのテーブル席が三つほどの小規模なもの。

　店内に流れる控えめなＢＧＭからは、英語の響きと少し違う雰囲気が漂う。

　立ち飲み客の間をすり抜けて移動したり、客同士の話し声がガヤガヤ響いている。

　そんな店内を想像していた双葉は、自分の中にあったイメージと真逆すぎる店内の光景を前に驚きを隠せない。

「片桐先生いらっしゃい」

　店内に入ってすぐの所で、ポカーンと呆ける双葉の耳に、片桐とは違うハキハキした明るい低音が届く。

　声につられて視線を向ければ、ワックスで所々立たせたライトブラウンの髪と、声と同じ明るい笑顔を浮かべる男性がカウンター内に居た。

　勝手知ったる場所とでもいうように、片桐が、「奥の席、使わせてもらう」と、自分を先生と呼んだ男性に声をかける。

　そのまま、「こっちへ」と双葉に声をかけた片桐が向かったのは、店の奥にある二人がけのテーブル席だ。

　壁を背にするソファー席に座るよう促された彼女は、「ありがとうございます」と軽く頭を下げて腰かけた。

　柱の出っ張りと自分の太ももの間、丁度隙間が出来たソファーの上に、制服などを入れて持ち歩いているトートバッグを置く。

　手元に視線を向けたせいで、顔を伏せる体勢になっていた双葉の耳にカタッと何かの音が届いた。

　反射的に顔を上げれば、テーブルを挟んだ向かい側のウッド調の椅子に片桐が丁度腰かけた所だった。




　その後、片桐を先生と呼ぶ男性が、メニュー表と二人分の水を持ってきてくれた。

　話を聞くと、彼はここの店長で、数年前に片桐の手術を受けたそうだ。

　退院後、街を歩いている時に片桐と再会し、「俺、店開いたんです！　ご馳走させてください！」と、最初は彼を強引に店に連れ込んだ。

　それからは、片桐自身が静かで落ち着いたお店の雰囲気と料理を気に入り、定期的に通ってくれるらしい。

　なるほど、と二人の関係性に双葉が納得すれば、スペイン料理の店が初めてという彼女に、男たちが二人でメニュー表を色々と指差しながら料理の説明を始めた。

　基本的にお酒とおつまみを楽しむ店だけど、夕食代わりのご飯ものや、ノンアルコールやソフトドリンクも置いているそうだ。

　途中、熱心に説明してくれる青年に、「お前、仕事しろよ」と、片桐が呆れた様子を見せた。

「先生たち以外に客居ないし、別にいいじゃん」

　だけど向こうは辛辣な色を滲ませる片桐の声に怯えたりせず、逆にケラリと笑い飛ばした。

　その後も説明は数分続いて、二人分のソフトドリンクと料理をいくつか注文する。

　それを聞いた店長は、カウンターの中へ戻って行った。




　双葉には、「これ飲むと口の中さっぱりするって割と人気」とすすめられたレモンスカッシュ、片桐にはウーロン茶がコースターと一緒に提供される。

　注文を悩んでいた際、片桐から、「酒、飲んでもいいぞ？」と言われたものの双葉はソフトドリンクを注文した。

　お酒に弱いわけじゃないけれど、元々そこまで飲まないし、今日誘われた本題のことを加味すれば正解だろう。

　双葉がジュースを頼んだせいで、頼みづらくなったのかと思い、「ノンアルコールなら、大丈夫じゃないですか？」と、車の運転に影響が出ないものをすすめてみた。

　けれど彼は軽く首を横に振って、「大丈夫」と小さく頷くだけだった。




　ピンチョスにアヒージョ、そして小ぶりなスパニッシュオムレツ。

　お酒に合いそうなメニューが次々テーブルの上に並べられていく。

　オムレツは、料理好きの先輩パティシエが作ったおすそ分けを食べたことがある。他は名前を知っているだけのものばかりだ。

　これの他にも、今カウンターでは店長がミニパエリアを作ってくれている。

（うぅ……美味しそう）

　目の前に美味しそうな料理が並んだせいで、「話し合いをしなきゃ。彼に嘘を吐いたことを謝らなきゃ」と車の中で秘めた決意が思わず揺らぐ。

「冷めないうちに……どうぞ」

　しかも目の前にいる相手が、とどめを刺すかのように料理を食べろとすすめてくる。

　わかりやすい表情の変化は無くても、物珍しそうに料理を凝視していた双葉の様子に、何か思う所があったのかもしれない。

　彼は料理をすすめるのと同時に、先にピンチョスを一つ手に取ると、「いただきます」と小さく呟いてそれを口に運んだ。

　その様子を間近で見た双葉は、「ちょっと、だけ」と自分へ言い訳をして、切り分けられたオムレツを一切れ、自分の手元にある小皿へ取り分ける。

　これまであまり食べたことがない料理への好奇心と、食欲を刺激する香りにはどうしても勝てなかった。

　その後、しばらく二人で料理を堪能していると、不意に双葉が、「美味しい」と呟いた。その小さな声に、彼がクスッと反応したのがわかった瞬間、彼女はすぐ我に返る。

（このままじゃ、ただご飯食べるだけになっちゃう！）

　元来双葉自身は口下手だし、お見合いで話した感じを思い出す限り、片桐も似た性格だと予想出来る。そんな二人がただ食事をして、「今日はありがとうございました」で別れる訳にはいかない。

　慌てて手にしていたフォークを置き、居住まいをただした彼女は、「あの……片桐さん」と遠慮がちに口を開く。

「今更の自己紹介……になってしまいますが。梅津双葉と申します。先日は、その……姉と偽ってお会いする形になってしまい……申し訳ありませんでした」

　もう彼には、自分が姉じゃないとバレているはず。そう思って、双葉は自分の名前を名乗り、改めて彼へ頭を下げた。

　お見合いの日と今では、メイクの度合いや髪型が明らかに違う。少し顔立ちが似ている程度の別人か、鋭い人で姉妹かもと気づく人はいるかもしれない。

　けれど片桐は、〝今日初めて話した双葉〟を〝ホテルで会った見合い相手〟と認識していた。

　彼の中で確信を得る何かがあったと気づいた双葉は、今日この場ですべてを正直に話そうと思っている。

「双葉、さんというのか。今日は……いきなり誘って悪かった。あれから家に帰って……強引すぎたと気づいた」

　こちらの言葉に、彼が何を思ったのかまではわからない。けれど、今回の誘いについて改めて謝罪され、双葉はとても驚いた。

　返ってくる言葉は、「よくも騙したな！」と怒りの言葉を想定していたせいで、一瞬頭の中が真っ白になる。

「た、確かに……驚きました。でも気にしないで、ください。私も、その……お話したいことが、ありました、から……」

　けれど、このまま呆けるわけにはいかない。理性を総動員して、意識を引き戻した双葉は、頭をフル回転させて、「気にしていない」と言葉を紡ぐ。

　ピクピクと震える頬の筋肉にも、薄っすら赤らんで熱を持ち始めた頬にも気づかず、彼女は大丈夫と言葉をくり返した。

　気づけはつまみを食べていたはずの片桐の手も止まっていて、これからどう話を続ければいいのかと双葉は一人悩む。

「はーい、パエリアお待たせしました！　積もる話もあるでしょうけど、そういうのは食事をしながらにしてくださーい」

　そんな中元気な声が聞こえるのと同時に、テーブルの中央に湯気が立つパエリアが置かれた。

　反射的に自分の目の前に置かれた取り分け皿を持つ手から腕を視線でたどる。

　そこには、髪色も笑顔も明るい店長が立っていて、双葉と瞳が合った瞬間、彼はニコッとほほ笑んでくれた。




　店長のお節介にも聞こえる進言のお陰か、双葉と片桐は揃って止めていた食事を再開していく。

　二、三人でシェアするサイズらしいパエリアをそれぞれ取り分けて食べたが、それもまた絶品だった。片桐が料理を気に入って常連になっているのがよく分かる。

　双葉は手と口、そして意識の半分をしっかり食事に向けつつ、残りをお見合いの一件についての事情説明にあてていく。

　本当のお見合い相手だった姉の代役として、妹の自分があの場に行き姉のふりをしていたことをまずは正直に伝える。

　姉が乗り気じゃなかったことや、母から代役を押し付けられた部分の説明は省いて、双葉は大雑把な真実を告げた。

　すると次の瞬間、「やっぱりか」と呟く片桐の声が耳に届く。

　声に驚いて顔を上げれば、丁度アヒージョに浸したパンを口に放り込んだ彼と瞳が合った。

「あの日会ったのは、姉じゃないと……わかって、いたんですか？」

　──もしかして、最初から？

　もう何度目かわからない衝撃──けれど今日一番のものを受けて、大きく瞳を見開く双葉の言葉に、片桐は静かに頷く。

「どうして……あそこに行ったのは、姉じゃない、と？」

　叔母と並んで挨拶をした時から、違う人間だとわかっていた。そう主張する彼の言葉を疑うなんてしたくなかった。

　けれどあの日、双葉は同僚たちの手で姉そっくりに見た目を変えていたし、口調や仕草も意図的に変えていた。

　初対面の人が察する違和感があったのかと、内心首を傾げながら問いかける。

　双葉の声を聞いた片桐は、自分のグラスを手に取って、ウーロン茶で一度喉を潤しおもむろに口を開く。

「職業柄……なのか。いつもつい癖で、相手のことを、無意識に観察してしまうんだ」

　どこか申し訳なさそうな表情を浮かべ、少し沈んだ声を発した彼は、左の人差し指で自分の左目元──ちょうど目尻の下あたりをつつく。

「見合い写真を見た時、ここにホクロが一つあった。だけど」

　──あの日会った相手は、同じ位置にあるホクロが二つ連なっていた。

　ツンツンと自分の目元をつつきながら話す片桐の指摘に、ピクっと双葉の肩が震える。

「今、俺の前にいるのは、ホクロが二つの女性。貴女だ」

　順序立てての説明を聞き、最後にあの日と今日の〝共通点〟を指摘した彼の指が、ゆっくり顔から離れていく。

　その様子を無意識に瞳で追いながら、双葉はゴクッと息を呑んだ。

（ちゃんと、最初からわかってたんだ。お見合いの日も、今日も）

　この人はすべてを知ってお見合いの席につき、今日自分を食事に誘った。

　それらすべてを理解した途端、「謝らなければいけない」と緊張していた身体から一気に力が抜けていく。

　意識してのばしていた背中の力も抜けて、後ろの壁に両肩がふれた。

　お店の人たちが自分を、「双葉ちゃん」と呼ぶ前──ケーキの補充をしている時からもう気づいていたのかもしれない。

　なんてことを改めて考えた双葉は、無意識にダラけた姿勢を正し、もう一度片桐へ向き直る。

「片桐さんだけではなく……お父様まで騙すような真似をしてしまい、本当に申し訳ありません」

　そのまま深々と頭を下げれば、急に、「頭をあげてくれ！」と慌てる声が聞こえた。

「俺の方こそ……最初から気づいてたのに、今日まで黙ってたんだ。だから、気にしなくていい」

　顔を上げた先に見えたのは肩をすくめる片桐の姿。続けて彼は、「おあいこ……だな」と言って、ほんの少しぎこちなく笑顔を浮かべたように見えた。

「……っ！」

　次の瞬間、声にならない悲鳴を喉の奥で噛み殺した双葉は、気を抜けば動きそうになる瞼を意識して平静を保つ。片桐と向かい合ってテーブルについているせいで、たった数十センチ先に彼の顔が見える。

　テーブルの大きさが違うからか、お見合いの時より二人の物理的な距離は近くなっている。

　そこで目の当たりにする片桐の笑顔や、自分のことを思って精一杯言葉を紡いでくれる彼の声を聞くたび、双葉の胸は、何故かドクンドクンと高鳴り続ける。

（熱い料理ばかり食べてたから、身体が火照ったのかな）

　空調が整った店内にいるのに、なんだか全身が火照っている気がする。

　色々とあたたかい料理を続けて食べたせいかもしれない。なんて考えた双葉は、氷が溶けて薄まったレモンスカッシュを手に取った。

　しっとり汗をかいたグラスの表面を触る指先に心地良さを感じながら、ストローを口に咥え身体の中も冷やそうと少し薄まったジュースで喉を潤した。




　話に夢中になるあまり、いつの間にかまた食事の手が止まっていた。

　不意に会話が途切れたタイミングで、その点に気づいた二人は、苦笑いを浮かべまた美味しい料理を堪能していく。

　今度はスローペースながら、二人でぽつりぽつりと食事の合間を見て言葉を交わした。

　〝あの日〟と違って、双葉が話のきっかけ程度に質問をすれば、片桐が口下手ながらに話をリードしてくれる。

　話の途中で、不意に彼が店の常連なことを思い出した双葉は、いつもケーキをたくさん買ってくれることに対してお礼の言葉を口にする。

　すると彼は、「手術のあとは……無性に甘いモンが食いたくなる」と返し、双葉の店で買うケーキを気に入っていると教えてくれた。

　彼が勤める病院名をお見合いの席で聞いた時、お店から車で十分もかからない所にある有名な大学病院名を告げられ、当時の双葉は内心とても驚いていた。

　双葉自身がお世話になったことは無いものの、お見舞いで何度か訪れた場所だ。

　一年くらい前に、高校時代からの友人がそこで手術を受けた。

「ここを切ったんだけど、見て！　全然わからないでしょう！」

　彼女の退院後、家へ遊びに行った際、若干興奮気味で手術した箇所を見せられたことがある。

　友人の興奮具合に納得してしまうくらい、パッと見ただけじゃ手術痕を見つけられないくらい綺麗に縫われていて、担当医の腕が良かったことは明白だった。

（そう言えば……先生が無口だったって言ってたな）

　食事をしながら当時の会話を思い出した双葉は、意外なところで片桐と繋がっていたのかもしれない、なんてつい想像してしまう。

　彼の方からは、二年くらい前からペースネージュに通ってくれていると教えてもらった。

　多くのスタッフが、〝ケーキをたくさん買ってくれる常連さん〟と認識している。

　そんな事実を片桐に教えれば、彼は一瞬食事の手を止めて、「まぁ……男が通い詰める方が、珍しい、しな」と自嘲的に口元をひくつかせた。

　彼の言葉はまるで、ケーキを好きな自分を卑下している。

　そしてその反応や表情も、どこかマイナスな感情が含まれている。

　なんとなく彼の態度が気になった双葉は考えるより先に口を開いた。

「ケーキが大好きな男性がいても、いいじゃないですか」

　多種多様な面を持った人たちが、世の中にはたくさんいる。片桐の他にも、男性の常連さんを何人も知る双葉は、彼らを引き合いに出して、懸命に、「これからも甘いモノを、ケーキを好きでいて欲しい」と訴えた。

　双葉自身もケーキは大好きで、大好きなものを作り、それを食べた人を笑顔にしたくてパティシエになると決めた。

　時々、「えぇっと」「だから、ですね」なんて、つっかえながら話しているうちに、自分の中で無意識に気持ちが昂っていたのかもしれない。

　別に話さなくてもいい、この職に就いた理由までポロっと口走ってしまったと気づいたのは、言いたいことを言い終わり、ふと冷静になった後。

　熱弁のせいで熱くなった頬に、その時までと違う熱がサーッと広がるのを感じ、双葉は自身の暴走を認識し、それをひどく後悔した。

「あ、あの、えっと……偉そうに、色々と、すみません。い、今のは、その……忘れてくださいっ！」

　白熱するあまり犯した失態に気づいた双葉は、赤く火照った顔を両手でかくし懇願の声をあげる。

　すると、少し間を置いた後に視界を遮断した両手の向こうから、クククッと笑いを押し殺す声がかすかに聞こえてくる。

「うわー。俺、先生が笑ってるところ初めて見たわ」

　ついでに、少し遠くから驚きと呆れが混ざったような青年店長の声まで聞こえてきた。

　きっと、二人が反応するくらい、自分は今おかしなことになっている。それをじんわりと認識した双葉は、「しばらく顔を見せられない」と、顔を覆う手を頑なに外さず、しまいには俯いてしまった。

　誰が見ても明らかなくらい狼狽えるのは、ドクドクうるさく脈打つ心音のせいもあるかもしれない。

「双葉、さん？」

　そんな彼女の耳に、遠慮がちに自分を呼ぶ片桐の声が届く。

　余裕がないせいもあり、小さく頷いて反応する。

「先生、ここは何か気の利いた言葉かけないと」

「そんなの、知らねぇ」

　ほんの少し静寂が続いたと思えば、突然男たちがなにやらコソコソとお喋りを始めた。

　本人たちは極力声を抑えているつもりかもしれない。けれど、申し訳程度に流れるＢＧＭの音量じゃ、どうしても双葉の耳に届いてしまう。

　混乱する自分に呆れず、こうして顔を隠して黙り込んでも怒らない。そんな片桐の対応を有難く思いながら、同時にホッと小さく安堵の息を漏らす。

（この前といい、今日といい、もう本当何なの……）

　姉の代わりにお見合いをして出会った片桐宗悟。彼と会うのは今日を入れて二回目になる。時間にしたら、きっと数時間程度だろう。

　そんな状況下で彼と接し、双葉は内心ひどく戸惑っている。

　姉や母のように我が強いタイプじゃない彼に対して、双葉は好印象を抱いていた。もちろん、お見合いの席に着いてすぐの頃は、あまりに無口過ぎて驚いた面はある。

　けれど、一緒に過ごす時間がのびていくなかで、不器用ながら話をしてくれる人と知れた。

　プライベートな部分で男性にあまり慣れていない双葉の態度を見ても、嫌な顔をしない優しい人だ。

　そんな彼と一緒にいる時間は、お店のスタッフたちと話す時のように心地いい──いや、正確に言えば少しだけ違う気もする。

　けれど双葉は、二つの状況に、どう違いがあるのか上手くわかっていなかった。










　程なくして店内に響くドアベルの音が、新しいお客さんの来店を告げた。

　すぐさま、「いらっしゃいませ」と客を出迎える店長の声が続く。

　すると二つの音を聞いた双葉の中に、羞恥心のせいで行方不明になっていた冷静さが少しばかり戻った。

　いつまでもこのままじゃダメだと、まだ赤みが完全に引かない頬から手をどける。

　ちらりと彼の様子をうかがえば、何故か瞳を細めて口角をわずかに上げたまま自分を見つめていた。その視線に耐えられず、まだ残っていた料理を食べるため、店長の厚意で用意してもらった割りばしへ手を伸ばした。




　入店から二時間ほど経った頃、食事を終えた二人は店を出て駐車場へ向かう。

　再び片桐の車に乗せてもらった双葉は、自宅アパートまで送ってもらうことになった。

「今日は、えっと……本当に、ごちそう様でした」

「気にすることはない。……というか、それもう何度目だ」

「うぅ……はい」

　帰路につく道中、静まり返った車内の空気に、なんとも言えない居心地の悪さを感じて、おもむろに口を開く。

　苦笑いと一緒に返され指摘にいたたまれなくなり、無意識に両手でシートベルトを掴み、思わず身体を縮こませた。

　当初の目的は、状況説明がメインだったはずなのに、何故か後半は普通に料理を堪能する自分がいて、今思い出しても恥ずかしくてたまらない。

　しかも、双葉は割り勘する気満々だったのに、彼女がトイレへ行った隙にもう会計は終わっていた。

　先に支払いを済ませたらしい片桐に、「半分出します」と言ったものの、彼は受け入れてくれず、「こっちが誘ったんだから」と頑なだ。

　お店を出て車に乗り込んだ後、二人きりになってから改めてお金のことを口にしても、結局彼は首を横に振るばかり。

　すっかり夕食を奢ってもらう形になってしまった双葉は、しばし考えた後感謝を伝えようと意識を切り替えた。

　そこには、事情説明に対する感謝も含まれている。話をする時、所々つっかえたり、言葉がまとまらなくて黙り込んだりと、思い返せばスムーズに会話が出来なかった。

　片桐はその様子に、急かしたりせず耳を傾けてくれて、ゆっくり話す双葉の言葉を聞いてくれた。

　その時間も含めての〝ありがとう〟を彼女は口にする。きっと詳細までは伝わらないとわかっていても、言葉にせずにはいられなかった。

「とりあえずペースネージュを目指すから……後の道案内、頼む」

　しばらくすれば、出発する前に片桐が言っていた通り、見覚えのある景色が窓の外に見えてくる。

　お店まであと少しという所で赤信号に引っかかった。車を停めた片桐の横で、双葉は信号が変わるのをぼんやり待つ。

　──トクン、トクン。

（あぁ……まただ）

　彼の姿を横目で見つめると、少し胸の辺り──心音が激しくなるのがわかる。その感覚に気づいた双葉は一人静かに考えた。

　片桐と話すなかで、不意をつくように何度も心臓がうるさく脈打つ回数が初めて会った時より増えた気がする。

　全然引かない顔の赤みや熱も、双葉にとって悩みの種の一つだ。ただ話をしているだけなのに、ふとした瞬間に片桐の笑顔を見たり、自分へ向けられた言葉を耳にして顔が熱くなってしまう。

　その理由を考えてみても、すぐには思いつかない。

　代わりに思うことはなぜか毎回同じだ。

　──片桐さんと一緒に居ると、気持ちがやわらぐ感じがする。

　上手く言葉にあらわせないけれど、前回と今日、多少の緊張はあるものの、彼と過ごす時間を決して嫌とは思わなかった。むしろ、普段より時間がゆっくり流れる感覚すら感じて、気持ちが不思議とほっこりあたたかくなる。

「次の宗悟さんとのデート、私が行くから。あんたはもう何もしないで」

　こんな不思議な感覚は初めてだと、ぼんやりと心地良くなった脳内に電話越しに聞いた姉の声が唐突に蘇る。

（……あっ）

　夢心地にも似た意識が、急に冷え冷えするのが分かって、双葉は一瞬で我に返った。

　今隣に居る人は〝姉の見合い相手〟だ。自分が個人的にかかわっていい人じゃない。これ以上出しゃばっちゃいけないんだと気づかされる。

　すると何故か胸の奥がツキンと痛み、つい胸元へ意識と視線が向いた。

「このまま、真っ直ぐか？」

　間を置かず、隣から道をたずねてくる片桐の声が聞こえる。

「は、はい。そのまま、真っ直ぐで……もう少ししたら──」

　丁度ショップを過ぎた所だったのか、慌ててアパートへ続く道順を説明する双葉は、ほんの少し自分の声が震えている気がした。

　隣の彼が気づきませんようにと願いながら、あと数分で終わってしまう心地良い不思議な時間に浸る。




　アパート前まで送ってもらった双葉は、自分を降ろして去っていく車のランプが見えなくなるまで、その場に立ち尽くしていた。

「和葉のこと……言えなかった」

　無意識にポツリと零れ落ちた声が、暗い夜の空気中へ消えていく。

　帰りの車内で姉のことを思い出した時、同時に彼女が片桐とデートをするつもりでいることも思い出した。

　お節介ながらそのことを伝えようとも考えたけれど、結局言えないまま別れてしまった。

「…………」

　チラリと、手に持ったバッグへ視線が向く。正確に言うなら、双葉の意識が向いているのは、中に入っているスマホに対してだ。

　車を降りようとした時、片桐から、「もし良かったら……連絡先」と声をかけられた。

　まさかの申し出に驚きを隠せなかった。だけど食事をご馳走になった手前断りづらく、双葉は小さく、「は、はい」と返事をして、お互いメッセージアプリのＩＤを交換した。

　今になって考えれば、あの時が唯一姉のことを教えるチャンスだったのかもしれない。

　すっかり車が見えなくなった道路を見つめ、もう一度バッグへ視線を落とした双葉は、「やっぱり言わない方がいい、かな」と無理やり自分を納得させ、自宅の玄関へ向かい歩き出した。







第三章 火照り色づきだす心








　片桐と食事をした翌日。出勤した双葉を待ち受けていたのは、スタッフたちからの質問責めだった。

　昨日休みの同僚からも、「どうだった？」と質問された時は、どうして知っているのかと驚くあまり反応が遅れる。

　詳しく話を聞けば、昨夜のうちにメッセージアプリの従業員グループ内で情報共有されたらしい。

　元々お見合いに関しては全員が知っていたので、遅かれ早かれ知られる流れだったのかもしれない。

「別に変なことは言ってないよ？　ただ、噂のイケメンがお見合い相手だったことと、双葉ちゃんが誤解解きに行ったって話したくらいだから」

　なんて説明してくれる祥子は、ニコニコと笑みを浮かべるだけ。

　そのくらいの共有なら、特に問題ないはず──と、双葉は当初考えていた。

　けれど、女性はいくつになっても〝恋バナ〟が好きなことを、彼女はすっかり失念していた。

　その結果、皆で交代しながらお昼を食べる休憩時間に、双葉は半ば無理矢理話題の中心に引っ張り出されてしまう。

　しかも、自分が昨夜のことを話すほど皆から微笑ましげな視線を向けられ、一度覚えた戸惑いは最後まで消えてくれなかった。




　連絡先を交換してからしばらく。双葉は一度も片桐へ連絡出来ず、仕事に精を出す日々を送っていた。

　まわりから、「ご飯に誘ってみたら？」なんて言われるけれど、出しゃばらないと決めた以上、曖昧に話をはぐらかし、皆からのアドバイスをすり抜ける。

　なんて日々が続くなか、その日も双葉は忙しなく調理場内を動き回っていた。

　オーブンののぞき窓から中を覗いてケーキの焼け具合を見たり、別のケーキに使うクリームやデコレーション用の材料確認と大忙しだ。

　──コンコン。

「……？」

　そんな最中、不意にフロアとの間にある仕切りを叩く音が聞こえ、反射的に顔を上げる。

　すると、後輩のみのりが胸元で小さく手を振り笑顔を浮かべている姿が目についた。

「あれ？　りっちゃん？」

　みのりを〝りっちゃん〟と呼ぶ先輩パティシエも、今の音に気づいたのか作業の手を止めた。その声にもう一人の先輩も気づき、調理場にいる三人の視線がみのりへ集中する。

（接客中なのに、どうしたのかな。何かあったの？）

　フロアと調理場は、お互いに視覚的な様子はわかるものの、普通の話し声や音までは聞こえない造りになっている。調理場に居て聞こえる音は、フロアスタッフが大きな声で、「いらっしゃいませ」などと言う時くらいだ。

　そのため、ケーキの補充準備の要請などは、手の空いたスタッフが一旦調理場まで来て伝えてくれる。

　笑顔で手を振るみのりの様子から、緊急事態じゃないことはわかる。だったら、一体何なのかと、双葉たちは首を傾げた。

「……っ！」

　すると仕切りの向こうで、みのりが何やらジェスチャーを始めた。

　ザっと視線を左右へ動かしてみると、他のスタッフたちは接客中だ。そのためか、しきりに動かす手元は自分の胸の前ほどでおさめている。口もパクパク動いているけれど、きっと喋ってはいないのかもしれない。

「えーっと、何々？　あっち、ふーちゃん。ん？　急に指動かし……あっ、スマホか！　それと……丸？」

　みのりをりっちゃんと呼んだ先輩が、彼女の動きを解読していく。先輩は年下の子にあだ名をつける癖があるようで、双葉のことを彼女は〝ふーちゃん〟と呼んでいる。

「あんた、よくわかったわね。私にはさっぱりだわ」

「伊達にオタクやってませんから。こういうのは想像力が重要です」

　すぐそばでかわされる先輩たちの会話を聞きつつ、双葉は解読された質問の意図を考えていた。

（私と誰かが、スマホで何かするの……オッケーか、聞いてるんだよね。誰のこと）

　同時に、接客中にわざわざジェスチャーで伝えてくる理由は何だ、と頭を悩ませる。

　その最中、双葉の顔にわずかにあらわれた怪訝な色を感じ取ったらしいみのりが、再度小さくコンコンと仕切りをノックする。

　突然目の前に突きつけられた謎について考えていた意識が、聞こえてきた小さな音に引き戻された。

「……あっ」

　いつの間にか無意識に俯いていた顔を上げた瞬間、驚くあまり小さな声が零れ落ちる。

　視線の先──仕切りの向こうのさらに奥、カウンターの外に久しぶりに会う片桐の姿が見えた。










『昼間は突然すまなかった』

『こちらこそ、なかなか連絡出来ず、すみませんでした』

　夜、仕事を終えて帰宅し、作り置きしていた夕食を食べていれば、不意にスマホがメッセージを受信した。

　普段は店員たちとのやりとりばかり受信するそれに、初めて片桐からのメッセージが表示される。

　慌てて返信すれば、数分も経たずにトーク画面に既読の文字があらわれて、なんだか胸の奥がむず痒くなる。

　昼間の件を後でみのりに聞けば、今日もお客様として片桐がケーキを買いに来てくれたそうだ。その時、丁度接客をしていたみのりに、「俺から、メッセージ送るの、迷惑じゃないか……聞いてくれ、ます？」とこっそり片桐がお願いしたらしい。

　あの時、片桐の存在に気づいた双葉が突然のことに動揺して固まるなか、先輩パティシエたちは、みのりからの伝言の意味を即理解していた。

「え？　ふーちゃん、あの後なんのやりとりもしてないの？」

「だ、だって……片桐さんは、姉のお見合い相手で」

　すると先輩の一人が、突然ギョッと驚いた様子で詰め寄ってくる。その迫力に驚いてしどろもどろな反応をしたせいか、先輩たちは揃って、「はぁー」と深く重いため息を吐いていた。

　二人の反応に、双葉は理由が分からず首を傾げる。

　彼女はおかず作りやお菓子作りなど、料理というくくりに関しては、複数の作業を同時にこなす手際の良さもあり、頭の回転が速い。

　けれど、それ以外のことに関して、双葉は割と一点集中型になってしまう傾向がある。

　それもあって気づくのが遅れてしまった。

　自分があれこれと考えている間に、「このまま喋ってるのマズいでしょ」「オッケーってことにしちゃえ」と先輩たちが勝手に話し合って、彼女たちが揃ってみのりへオーケーサインを送っていたことも。

　それを見た後輩が、輝くような笑顔を浮かべ、「まかせてください！」と言わんばかりに胸元で親指を立てて了解のサインを送ったことも。

　すべてを知ったのは、閉店後の片づけ作業をしている時だった。




　自分と片桐の関係は、あのお見合いの日に終わり、今はただの店員と客だから。

　仮にメッセージを送るとしても、何を話していいかわからない。

　なんて、自分と相手の間に引いた線──とは名ばかりな無自覚すぎる言い訳を双葉が主張したのは、閉店後の店内でフロアの掃除を手伝っている最中だった。

　彼女の言葉を聞いたスタッフたちは、皆揃って昼間の先輩たち同様、「この子、わかってないわぁ」と言いたげにため息を吐く。

「梅津さん、いい？　仮によ？　か、り、に！　片桐さんが、お姉さんとお付き合いする未来が待っていたとしても。お姉さんに多少なりとも好意を持ってる人が、わざわざ〝メッセージ送ってもいいか〟って、貴女に確認取ると思う？」

「話題なんて、難しく考えなくても、テレビ何見てるの、とかそんなことでいいのよ。それでも難しいなら、最初は片桐さんに甘えて話題提供してもらうのもアリね」

　閉店作業中だった店員たちの手は気づけば全員止まっていて、次から次へ、片桐と連絡を取ることに躊躇するなと応援の言葉が飛び交う。

　どれも優しく力強い言葉ばかりで、双葉の中にあった頑なな意思が少しやわらかくなった。




『俺の方からすぐに連絡出来ればよかったんだが、なかなか時間が取れなくてな。双葉さんの方からも何も来ないから、この前、俺が気づかないうちにやらかして、怒らせたのかと思って』

『怒ってなんていませんよ！　この前は、拙い私の話を聞いてもらっただけじゃなく、素敵なお店まで教えてもらえて、とても嬉しかったです。なかなか連絡出来なかったのは、こういうメッセージを送り合うのが、お店の人たちくらいしか居なくて。最初になんて送ればいいか、わからなかったんです』

　最初はお互い謝罪から始まったメッセージのやりとりは、ゆっくりだが確実に続くようになった。

　片桐の方から、不規則な勤務時間や、急な呼び出しもあり、もし双葉からメッセージをもらっても、すぐに返信出来ず、返事が遅くなるかもしれない、と最初に説明を受けた。

　双葉はそれをすぐに受け入れて、「もともと頻繁にメッセージを送ったりはしないので」と伝えたため、片桐の心配は杞憂に終わった。




『おはようございます。お仕事頑張ってください。無理などはせずに』

　話題なんて何でもいい、というアドバイスを思い出して、双葉は最初ありきたりな挨拶からメッセージを送り始めた。

　こちらのメッセージに対して、すぐに、「おはよう。そっちも頑張れ」と返事がくる時もあれば、「悪い、遅くなった。今から昼」なんて、午後に返ってくることもある。

　挨拶の他にも、片桐から、「明日、店に行く」と来店を予告されることもあった。

　二人共、基本的に職場と家を往復する毎日なのか、話題が豊富というわけじゃない。けれど、双葉は片桐からの返事に目を通す時、彼へ返事を打っている時など、毎回ほんの数分だけの時間を楽しんでいる。

『もっと俺が話し上手だったら、色々話を広げられるんだが』

『私も、話をリードするのは苦手です』

　画面に表示される、「お互い話し下手だな」という文面に、彼が笑っている気がして、「そうかもしれません」と返事をし、恥ずかしがっている犬のスタンプを続けて送った。

『同僚に外食誘われたから、仕方なく行ったが。すげぇ混んでる上に、うるさすぎて。正直、飯が美味かったか思い出せない』

『私も経験あります。店内はそんなにうるさくなかったんですけど、ちょうど隣のテーブルにいたグループの話し声が……』

　ある日、片桐からその日自分の身に起きたことの報告が送られてきた。

　双葉はそれに対して一度メッセージを送った後、「うるさいところは苦手です」と、しょんぼり顔のスタンプを添えて送信した。

　すると、基本返事が遅い彼にしては珍しくすぐに既読マークがついた。数分後には、「なんだか似てる所多いな、俺と双葉さん」とメッセージが届く。

　お店の人たちには、「アラサーのメッセにしちゃ、清すぎない？　アオハルか？」なんて驚かれることはしょっちゅうだった。

　けれど、同じ男性と何度も接点を持つこと自体初めてな双葉にとって、このくらいが丁度良い。

　それに、彼と連絡を取る時は、どうしても姉の存在が頭の隅にチラついてしまう。このくらい何でもないやりとりの方が、お互い踏み込み過ぎなくていいと、胸の奥に感じるザラつきから必死に目を背けた。




　双葉たちが連絡を取り始めて二週間が経った。

　二人の交流は、お互いの返信時間が不規則なメッセージのやりとりと、ケーキショップで仕切り越しに瞳が合えば無言で会釈をかわす程度のものがずっと続いている。

　面と向かって喋ったのはお見合いの時と、誤解を解いた時くらい。その二回とも敬語口調だった片桐から届く砕けた口調のメッセージを、双葉はこっそり楽しみにしていた。

　土曜日の夜、仕事終わりの遅い夕食を済ませ、明日の休みは近所のスーパーにでも行こうかと考えていた時、不意にスマホが鳴った。

　メッセージアプリ独特の通知音が聞こえ、双葉はテーブルの上に置いていたスマホへ手をのばす。

　片桐からの通知と気づいてトーク画面を開けば、〝今電話してもいいか？〟の文字が目に止まった。

　初めて見る文面に、「何かあったのかな？」と、急に不安が募る。

　双葉は慌てて、ＯＫのスタンプを送れば、すぐに既読がついた。

「急に電話なんて悪い……本当に大丈夫だったか？」

「は、はい。もう家でゆっくりしていたので、大丈夫です」

　既読の文字を見た後、一分もせずにかかってきた電話に出ると、久々に聞く彼の声は謝罪から始まった。

　片桐の声を聞くのは、一緒に食事をした日以来だ。

　メッセージの時と同じ砕けた口調で話す彼の声を聞き、ほんの少し心音が早くなる。

　双葉は自分の胸元から意識をそらし、「何か御用でしょうか？」と電話の向こうにいる彼へ問いかける。

「あー……その……ぺースネージュの定休日って、確か火曜……だよ、な？」

「……？　はい、そうです。えっと……店に何か？」

　どういうわけか片桐は、何かを言い淀む様子を見せ、もう知っているはずの情報について確認をとってきた。すっかり常連の彼が、ショップの定休日を知らないはずないのに、と内心首を傾げながら、双葉はイエスと答え質問を返す。

　すると彼は、「実は、な……」と、突然電話をかけてきた理由を教えてくれた。

　お見合い後、片桐の、「また会いたい」という返事を梅津家の両親と姉は、〝和葉〟に対してのものと受け取った。

「双葉ちゃんを代役にしたんだから、しっかり相手方の返事について詳しく聞いた方がいいんじゃないの？」

　という清江の意見に両親たちは耳を貸さなかったようだ。

　清江はすぐ、見合いの日に連絡先を交換していた宗悟の父親に連絡を取り、向こうの母親を含め片桐親子三人と個人的に会った、と彼が教えてくれる。

　その時に、代役を立てたこと、騙すようなことをして申し訳ないと、彼女は頭を下げた。

　彼の両親はひどく驚いた様子を見せたけれど、宗悟自身は双葉に説明した時と同様に〝別人だと気づいていた〟ことを主張したらしい。

「俺が……また会いたいと思ってたのは、〝あの場にいた彼女〟……和葉じゃなく、双葉だ」

「……っ！」

　勝手に勘違いをして盛り上がる家族が、多方面に迷惑をかけている。そんな現状を聞いて絶望する双葉の耳に、片桐の真っ直ぐな声が不意打ちで届いた。

　聞こえてきた言葉に一瞬胸が高鳴ったものの、双葉は驚きのあまり数秒息が止まった口から、小さく、「うそ……」と戸惑いの声を漏らす。

「嘘じゃない。見合いの日……あんたは姉のフリをしてたって言ったよな？　今改めて、俺と姉貴が……合うと思うか？」

「姉は、その……賑やか過ぎるので、片桐さんが苦手なタイプだと思います」

　自分の無意識な呟きを拾って否定する声と、それに続く質問に双葉は考えるまでもなく言葉を返した。

「その通りだ。妹のあんたに……こんなこと言うのは失礼だと思う。だけどもし……あの場に来たのが本物の姉だったら……俺は正直、三十分もせず〝病院から呼び出しが〟とか、適当な理由つけて帰ってた」

　電話越しに聞く片桐の声から察するに、あの日双葉が姉として振舞っていた言動にすら嫌悪感を抱いたようだ。本物の和葉があの場に居たら、きっと最悪な状況が待っていたに違いない。

　話の流れで、宗悟は両親や叔母に、あの日見合いの席にいた女性──双葉とは、常連のケーキ店で面識があるとほんの少し嘘を吐いた。

　そして、今回お見合いをした相手は〝双葉〟であり、自分は〝双葉と〟の再会を希望していることにしてくれ、と彼はその場にいた三人に頼んだと教えてくれる。

　清江とも連絡先を交換した彼は、その後双葉自身と会って食事をした。

　そのままなら、何も問題はなかったと、不意に彼のぼやく声が聞こえる。

　自分が知らない所で起きた、これまでの出来事を一気に伝えられ、双葉は困惑するばかりだ。

　そんな彼女へ新しく伝えられた問題点は、姉の和葉が片桐の連絡先をすでに知っていて、今日まで頻繁にメッセージを送ってくることだった。

　清江は片桐家に謝罪した後、「やっぱり破談にしたいと申し出があった」と、和葉たちのもとへ伝えに行ってくれた。けれど双葉の家族は叔母の主張を信じようとせず、気に入られたのはあくまで和葉だと思っていると言う。

　しかもやっかいなのは、「また会いたい」と片桐家から返事が来た時、半信半疑だった清江は妹──双葉たちの母に、彼の連絡先を教えてしまった点だ。

　その成り行きを、叔母は連絡先を交換していた片桐へ伝え涙声で謝り倒したと聞かされる。

　彼からほぼ一方的に話を聞かされ、双葉はしばらく茫然とするしかなかった。

　あまりにも自分勝手な思い込みと振る舞いを続ける家族の様子、そしてそれらのことを今まで一切知らなかった自分が、どうしても許せなくなる。

　普段から感情の起伏が少ないと自覚する双葉も、今この時だけは自分の中で膨れ上がる情けなさと怒りのせいで身体が熱くなった。

「両親と姉が……本当に申し訳ありません」

　きっと目の前に彼がいれば間髪入れず土下座まっしぐらに違いない。

　なんてことを考えながら、双葉はスマホ片手に謝罪し、自分以外誰も居ないリビングで居住まいを正し、深々と頭を下げた。

「いや、双葉たちは何も悪くない。むしろ二人共……言っちゃ悪いが被害者だ」

　電話越しに聞こえる片桐の声はとても優しかった。でも、その中に多少なりとも哀れみの感情も混ざっているのに気づいて、思わずプッと噴き出してしまう。

　自分の意見と百八十度違う誤解が解けず被害を被っているのは片桐の方なのに、と申し訳なくなってしまう。

「あの人たちには慣れてますから」

「慣れんな、バカ」

　家族との関係性について、これまで彼に教えたことはなかった。けれど、職業柄相手をよく見ると以前聞いたことも踏まえて、双葉が発した言葉から多少なりとも何かを察したのかもしれない。

　彼にとって面倒でしかない状況にも関わらず、今もこちらを気遣う言葉をかけてくれ、本当に優しい人なんだなと、胸の奥があたたかくなる。

　ついさっきまで哀れみが滲んでいた声が、今度は不思議と悲しそうで、バカと発した声はどこまでも優しく聞こえた。










　片桐から電話がかかってきた日から三日後の火曜日。

　朝十時を過ぎた頃。双葉は職場近くにある公園のベンチに座っていた。

　もう五月の後半に突入し、梅雨が目の前に迫っている。

　今日の天気は晴れと知って、双葉はモスグリーンの七分丈のインナーの上に薄手のカーディガンを羽織った。私服のほとんどをパンツスタイルで過ごす彼女が今日はいているのは、パッと見スカートに見えると言われるオフホワイトのスカンツだ。

　膝の上に置いた小さめのバッグの取っ手を指先でいじりながら、彼女は伏し目がちに公園の入り口へ視線を向ける。

　今日はお店の定休日。元々スーパーにでも行こうと思っていた彼女が公園にいるのには訳がある。

　片桐から電話がかかってきた日。

　身勝手すぎる家族の思考と行動に落ち込む双葉に、彼はある提案を持ちかけた。

「火曜日……双葉さえ良ければ、俺とデートしてくれないか？」

「えぇっ！」

　唐突な申し出に驚くあまり、上擦った大声が口から飛び出した。今までの人生で初めて出た声が急に恥ずかしく、「い、いきなり……どうしたんですか？」と、質問を向ける声がか細くなったのは仕方ないと思う。

　その後、片桐から説明されたのは、和葉からの執拗な連絡を断ち切るために、本人に現実を突きつけるというものだった。

「同じ日時に同じ場所で、デートの待ち合わせ……ってことで、姉さんの方も呼び出す。そこで直接、俺が今後も会うのは双葉だって言えば……流石にわかるだろう」

　──本当は、俺一人で片づけられたらよかったんだが。

　数日前に電話をかけてきた彼が、本来の目的を話す声は、終始申し訳なさそうだった。

　その声を聞いた双葉が、「元々はうちの家族が……」と悲痛な声をあげると、片桐は電話の向こうで、「これ以上は……水掛け論か」と苦笑していた。




「…………」

　双葉が公園中央にそびえる時計を見上げれば、もうすぐ十時十分を指そうとしていた。

　自分がここに来たのは待ち合わせの十分前。公園に着く少し前、「悪い、十分くらい遅れる」と片桐からメッセージが届いたので、彼ももうすぐ来るはずだ。

　姉もこの場に呼び出すと言っていたけれど、彼女はいつ来るのかと疑問に思う。同時に、実家を出てもう十年近く会っていない和葉との再会を想像するだけで、胸元や肩のあたりがズンと重苦しくなった。

「双葉っ！」

　片桐が考えた作戦が成功すれば嬉しいと思う反面、自分が一番大切で大好きな姉が素直に納得してくれるか作戦を聞いた日から不安が消えない。

　多少穴があっても、別の作戦を考えた方がいいのかもと思っていた時、自分の名前を呼ぶ低音が聞こえ、いつの間にか足元を見下ろしていた視線を顔ごと上げる。

　視線の先には、公園の入り口から小走りで自分の方へ駆け寄ってくる片桐がいた。

　メッセージをやりとりする中で、彼の口調が砕けるにつれ、名前の呼び方も〝双葉〟と呼び捨てになった。数日前の電話でも、メッセージの癖なのか彼は自分を呼び捨てていた。

　別に嫌悪感を抱いたりはしなかったけれど、男性から名前を呼び捨てされるのは父親以外で初めてなため、少しばかり緊張してしまう。

「悪い……空いてる駐車場がなかなか見つからなくて」

　目の前で立ち止まった彼は、乱れた息を整えようと両膝に手をつき、肩を上下させる。

　初めて見る彼の私服は、白いインナーと黒いジャケット、そしてベージュの細身のパンツと、落ち着いた色合いだ。割と物静かなタイプの片桐によく似合う服装に、無意識に少しだけ目を細めてしまう。双葉はすぐにベンチから立ち上がり、バッグからハンカチを取り出すと、片桐の目の前へ差し出した。

「あの……これ、使ってください」

　ここまで多少なりとも走ってきたのか、彼の額に光る汗が目につく。

　差し出しされたハンカチを見た片桐は、ほんの少し躊躇った後「……悪い」と呟いてハンカチを受け取り、自分の額に滲む汗を拭き始めた。

「一番近い駐車場に停めようとしたんだが……満車で」

　片桐は、息を整えながら遅刻の理由を話してくれる。

　今日は、和葉に説明した後、二人でどこか気ままにドライブをする予定だ。そのため彼は車で来ていて、公園から少し離れたコインパーキングに車を停め、ここまで走ってきたらしい。

「私は待つのなんて気にしませんから、急がなくても大丈夫だったのに……」

　わざわざ自分のために額に汗を滲ませてくれる片桐を前にしたからか、彼の優しさがうれしいからかトクンと胸が高鳴る。同時に申し訳なさも感じた双葉が口を開けば、何故か彼は首を横にふった。

「急ぐに決まってるだろう。俺より先に、あんたの姉貴が来たら……」

　彼の反応が予想外で、双葉はキョトンと首を傾げた。それを見た片桐は眉間に深く皺を寄せ、口を開く。

「宗悟さーん！」

　彼が声を発する最中、背の高い彼に隠れて見えない後方──公園の入り口の方から片桐を呼ぶ甘えた女性の声が、双葉に向けられた言葉を遮った。

「……っ！」

　彼の口から飛び出した〝姉貴〟の単語と、聞こえてきた高めの声に双葉の肩がビクンと大きく震える。

（あぁ……本当、敵わない）

　きっと片桐は、見合いの席で双葉が真似た和葉の言動、自分たち親子のもとに来て謝罪した清江の態度、姉から頻繁に送られるメッセージや、双葉とのやり取りなど、たくさんのピースから、〝梅津家の歪さ〟に少なからず気づいたのかもしれない。

　双葉にそんな確信を抱かせるほど、彼は状況把握力、そこから正確に正解を読み取る力、さらにその二点をこれからに発展させる能力が高いように見えた。

　自分より年上なことに加えて、医者として日々たくさんの患者さんたちと接して、色んな人間を見てきたからこその経験値があるのかもしれない。

　そんな彼が、自分と和葉を二人きりにすることを躊躇う素振りを見せた。

　自分がよく知る声にかき消された彼の言葉が、双葉にとって何よりの答えに思えた。

「遅れてごめんなさい」

　片桐の背後で立ち止まった気配が、再び甘えを含んだ声を発する。彼と向き合ってたたずむ双葉は、すぐそばにある大きな身体に隠れたその姿をまだ見ていない。

　けれど、ついさっき彼の名前を呼んだ声と同じそれは、まさに記憶にある姉、和葉の声そのままで、思わず身体が強張ってしまう。

　──ギュッ。

　実家に居た頃に姉から向けられた、どこか嫌悪混じりの罵声が頭の中に蘇るせいで心が一瞬で恐怖に包まれる。

　すると次の瞬間、自分じゃない大きなぬくもりに右手を包み込まれ優しく握られた。

「……っ！」

　思わず息をのんで見上げた先には、今しがたまで話していた片桐がいた。目が合った瞬間、〝強面〟やら〝キツそう〟なんてイメージを皆に抱かせる目尻の筋肉を緩め、彼が目を細めるのが見えた。

　そして、わずかながらに口角をあげて小さく頷いてくれる。無言の仕草が、まるで、「大丈夫だから」と励ましてくれている気がして、重苦しいだけだった心がほんの少し軽くなった。

　無言の励ましを受けたおかげか、沈んで無意識に強張っていた双葉の表情が少し和らいでいく。

　それを確認したからか、片桐は繋いでいた手を離し、後ろを振り返りながら横に移動して双葉の視界をクリアにした。

「着ていく服がなかなか決まらなく……て……」

　急に開けた視界にパチパチと瞬きをして目を慣らしていれば、視線の先に姉の和葉が立っているのが見えた。

　胸元まで伸びたライトブラウンの髪を耳にかけ話していた彼女は、双葉の姿を見た瞬間大きく瞳を見開く。

　片桐とデートするつもりで来た彼女の服装は、ＴＰＯを多少弁えているものの、男性なら胸元やチラッと見える太ももに視線がいってしまうセクシーな服装だった。

（あっ、髪の色……違ってた）

　生まれつきの茶髪をさらに明るく染めた姉を前にした双葉は、ついお見合い当日の自分を思い出して違っていた部分を気にする。

　服の趣味は系統こそ変わっていないけれど、昔よりは落ち着いたように見える。高校時代、両親の目を盗んで週末出かける時の彼女は、今よりも露骨な服を着ていた気がする。

「な、なんでアンタがいるのよ、双葉！」

　双葉が姉を認識したように、向こうもこっちを認識していた。思いもしなかった人物の姿に呆けていた和葉は、我に返った瞬間キッと鋭い視線で妹を睨み、甲高い声で不満をぶつけてくる。

「……っ！」

　久しぶりに聞くヒステリックな姉の大声に、条件反射で身体がビクついてしまう。

　慣れていたはずなのに、歳を重ねて少しは精神的にも成長したと思えたのに。

　──どうしても、自分の居場所を見つけられなかった頃の記憶がよみがえる。

　片桐の作戦を聞いた時から、妹を前にした和葉が怒ることは簡単に想像出来た。だからこそ、「違う方法にしませんか？」と片桐に提案しなきゃと、あの日電話越しに話しながら考えた。

　けれど、あの日の彼は、「俺に集中するだけならまだいいが……。俺がなかなかデートの誘いに頷かないことで、双葉に矛先が向くとマズいしな」と、双葉まで心配していた。

　自分が大変な目に遭っているのに、こちらを心配してくれる気持ちがとても嬉しかった。嬉しいが故に、彼が考えついた作戦を否定出来ず、今に至る。

（やっぱり、あの時ちゃんと言っておけば……）

　勇気を出せなかった過去の自分に怒りを覚えて、つい両手で持っていたバッグの取っ手をギュッと握りしめた。

「──っ！」

　次の瞬間、背後から肩にまわった自分のものじゃない熱と、身体をどこかへ引き寄せる強い力を感じ、思わず息をのむ。

　突然グラッと身体が傾くのを感じて、倒れまいとたたらを踏めば、ポフッと頬と胸元、そして右腕──上半身全体が心地いい熱に包まれるのがわかった。

「今日、俺が誘いたかったのは、あんたじゃない。彼女……双葉の方だ。見合いだって、双葉だから引き続き会うのを承諾した。悪いが今後、連絡はしないでくれ」

　直後、冷たさと鋭さをない交ぜにした言葉が頭上から聞こえる。

　平日だからか、今公園内にいるのは自分たちだけだ。耳に届いた低音の主をはっきり片桐と認識した途端、双葉は恐怖より先に戸惑いを覚える。

　これまで自分に向けられてきた彼の声は、優しくもぎこちないものばかりだった。

　けれど今姉へ向けて紡がれる言葉も、声も、感情を感じられない初めて聴く音しかない。

（かた、ぎり……さん？）

　優しい彼のことだから、遠回しにやんわりと姉を遠ざけるものとばかり思っていた。

　なのに聞こえてきたのは、予想とは真逆なもの。

　ドクンドクンと脈打つ心音は、服の外からでもわかるくらいはっきり感じられる。

　聞いたばかりの言葉が怖いと思ったのか、久しぶりに対面する姉に対する恐怖か、それとも別の理由か、よくわからない。

　片桐に肩を抱かれ、彼の胸に顔を押し付けているせいか、胸元のうるさい鼓動と違うトクントクンと静かに一定のリズムを刻む心音を耳が拾った。

　彼の胸元近くから聞こえるそれに意識を向ければ、心と身体の強張りが徐々にやわらいでいくのがわかった。





◇　　◇　　◇






「宗悟、再来週の日曜日は空いているか？」

　仕事場の病院と自宅マンションを車で往復する毎日。

　他に立ち寄る所は時々買い物をするスーパーやコンビニ。そして、売っているケーキが気に入り二年ほど通っているケーキショップ。

　片手で足りてしまう場所にしか出向かない生活をする日々のなか、宗悟のスマホに父親からの留守電が入っていた。

　突然予定を聞くあたり、何かあるのかと不思議に思った彼は、手が空いた時間に父親へ折り返し電話をかけた。

　そして一体何の用だと首を傾げる彼に告げられたのは、宗悟からすれば〝余計なお節介〟でしかないお見合いの話だった。




　突如降ってわいた見合い話には、正直戸惑いしかなかった。

　けれど、仕事に没頭するだけの息子を心配する父親の気持ちを無下に出来なかった宗悟は、一度だけ相手と会うことを了承した。

（変に相手の機嫌なんてとらず、普段通りの態度で居れば、向こうから断ってくるはず。まぁ最悪、途中で急患の呼び出しとか言って逃げればいいか）

　お見合い前日の夜。リビングテーブルの端に置きっぱなしになっていたものを引き寄せながら 〝断られる作戦〟を考える。

　しかし急患対応のために退席する自分の姿に、「患者さんのために一生懸命で素敵！」なんて夢見がちな印象を持たれたらどうすればいい。

　思い浮かんだ途端に悪手と気づき、行き詰った作戦をすぐに切り捨てながら、手元に引き寄せたものに視線を落とす。

　それは一週間前に実家から届いた見合い写真だ。

　元から破談にする気満々だったせいで、中身の確認をすっかり忘れていた。

　流石に相手の顔を知らないで見合いに臨むのはマズいと思い、宗悟は渋々釣書を開く。

「……ん？」

　すると、目に留まった写真の中でほほ笑む女性を見た瞬間、彼の中に大きな疑問符が浮かぶ。

「ぺースネージュのパティシエ、か？　いや、でも、なんか……」

　──雰囲気が違う気がする。

　写真に写る女性と、よく行くケーキ店でガラス越しに見かける店員の女性の姿が重なった気がした。

　けれど、直感的に違和感を抱いたからか、納得出来ない。何が違うのかと、釣書を手に取り、写真をよく観察していく。

　仕事中、一生懸命働く姿が目を惹く名前すら知らない彼女は、衛生面からかキャスケット帽に髪をしまい込んでケーキを作っている。

　写真のように、ゆるくウェーブのかかった髪質なのかもと考えつつ、視線を顔中心に上下左右、いたる所へ走らせた。

「……ホクロが、違う」

　足しげく通うケーキ店の店員が、まさかの見合い相手かもしれない。

　写真を見た瞬間から、宗悟はずっと驚きと戸惑いを感じ、思考を巡らせていた。

　そして、最初に抱いた違和感の正体を知り、納得する自分がいる。

　記憶の中にある〝パティシエ〟と〝写真の女性〟では、目尻にあるホクロの数が違うように感じた。

　あの店へ通うようになって二年。ショップ内でケーキを選ぶ時、名前すら知らない彼女は、ガラスの向こうでいつも右へ左へちょこまか動き回っていた。

　最初はただ、「調理場が見られるなんてすごいな」と、店の方針に感心するだけだった。

　けれど、店へ行く回数が増えるにつれて、「どんな風に作っているのか」が気になりだし、彼は注文を決める際チラチラ〝向こう〟を見るようになった。

　その視線が、気づけば一人の女性を追うようになっていて、彼女の顔をチラッと見た時、目尻に二つ連なったホクロがやけに印象的に思えた。




　ケーキを買いに行った時、調理場に彼女の姿を見つけられないと、何故か少しがっかりする自分がいる。

　どうしてそんなことを思うのか、気づかない程彼は鈍くなかった。

　片手で余る程度だけど、これまで恋愛経験がなかったわけじゃない。

　とは言っても、告白は毎回相手からだし、別れを切り出すのも相手からだった。

「デートとか……そっちの都合に全部合わせられるわけじゃない。緊急の呼び出しがあったら、俺はそっちを優先する」

　宗悟は付き合うことになった当初、きちんと恋人へ自分の中にある〝外科医としてのプライドと信念〟を伝えてから交際を始める。

　けれど結局みんな、「どうして電話もメールも無視するの？」「この前もデートドタキャンだった！」と自分本位な怒りを宗悟にぶつけてくる。

　気の強さや弱さ、相手に対する配慮の気持ち、歴代の彼女たちのタイプは別のものだった。

　けれど唯一の共通点と言えるのが〝自分を一番に考えて欲しい欲〟があること。

　その欲を大なり小なりぶつけられるか、相手からにじみ出るものを察した瞬間、宗悟の恋人に対する想いが一気に冷めていく。

　元々人付き合いが苦手なこともあって、恋愛には消極的だった彼は、「もう彼女とかいいか……」とすら思い始めていた。

　そんな時に舞い込んだ見合い話は、ただ単に偶然なんだろうと考えた。




　お見合い当日、宗悟の目の前にあらわれたのは、〝写真の女性〟ではなく〝あのパティシエ〟だった。

　彼女との見合いなら、憂鬱でしかなかった見合いも少しは気分が上がるかもしれない。

　そう思って臨んだ先にあったのは、明るく振舞いながら、色んな話題を口にして笑う彼女。

　その笑顔がどうにもぎこちなく見えて、〝代役のからくり〟に何となく気づいた宗悟は思った。

（俺は……）

　──パティシエさん、アンタと話したいんだ。







第四章 オレンジに染まる海のもとで








　片桐本人の口から完全な拒絶を告げられた和葉は、すぐに状況を飲み込めないのか何も言い返して来なかった。

　ただ茫然と立ち尽くすだけの彼女をひと時見つめた彼は、すぐに視線と意識を双葉へうつす。

　向けられた視線に気づいて顔を上げた双葉と視線が合えば、かすかに目を細め、「行くぞ」と彼は呟いた。その言葉に内心彼女は戸惑ってしまう。

　自分の用事は済んだ。ならもうここには用なんて残っていない。なんて今にも言い出しそうな片桐の手が抱き寄せていた肩から離れ、無意識に自分の胸元に寄せていた右手をつかむ。

　そのまま、「ほら」と促されるまま、双葉は片桐と一緒に公園を後にした。




　手を繋いだまま駐車場へ向かい、片桐の車に乗り込んだものの、双葉は置き去りにしてしまった姉のことが気がかりだった。

　外を見たところで、そこに和葉が居るわけでもないのに、ついつい助手席側の窓から見える景色に視線を走らせてしまう。

「姉が心配なのはわかるが……正直オススメしないぞ」

　彼とはこの場で別れて、一人で戻った方がいいか、なんて考える双葉の耳に、遠慮がちな声が届く。

　聞こえてきた声に振り向けば、運転席には当然片桐が座っていた。

　彼は双葉が自分の方を向いたのを見て、力なく首を横にふる。

「双葉の家のことを、あれこれ聞く気はない。もちろん、愚痴りたくなったのなら、愚痴ってくれて構わないが。それでも、今公園に行くのはやめた方がいい。戻ったところで……アンタの心が傷つくだけだ」

　続けて彼は、「向こうに、少し頭を冷やす時間をくれてやれ」と言って、運転席から身を乗り出し双葉の身体をシートベルトで固定していく。

　そして自分もシートベルトを装着し終わると、おもむろに車を発進させ駐車場を後にした。










　それからは、特に目的地を決めず、片桐の運転する車に揺られドライブをした。

　目に留まった店に時々立ち寄って、食事はこれまた目についたお蕎麦屋さんに入った。

　お昼のピーク時間より前に入店したおかげで、店内はそこまで混雑しておらず、注文から食事の提供までの時間もそんなにかからなかった。

「そう言えば……前に同僚の皆さんとランチしたって言ってましたけど。お医者さんのランチって、どういう所に行くんですか？」

「普通に病院近くにある食堂だ。院内にあるコンビニで昼飯買うのがほとんどだけど、時間に余裕がある奴は外で食う」

　けれどメッセージで愚痴をこぼしてきたあの日は、何故か、「今話題なんだよ！」という理由だけで、片桐だけなら絶対行かないお洒落なお店に行ったらしい。

「隣に座ってた女のグループがキャッキャ騒いでクソうるさかった」

　当時のことを思い出してテンションが下がったらしく、彼は天ぷらそばを食べながら何度もため息を吐く。

　初めて会った日の敬語口調はどこへやら。

　交流を続けていくうちに、アプリ上で口調が砕け、電話越しでも調子は変わらなかった。

　そして今日、面と向かって話す時だけじゃなく、和葉からまるで双葉を守るように抱き寄せてくれた時も、彼の口調は少しぶっきらぼうなままだ。

　最初の頃より片桐との距離が近づいている気がして嬉しくなる。

　そんな状態の双葉だけど、聞こえてくる愚痴には苦笑するしかない。

　少しずつ混み始めた店内の状況に気づいた彼女は、一旦月見そばを食べる手を止め、「今日は人が少ない時に入れてラッキーでしたね」と小声で囁く。

　その言葉を聞いて、彼もすぐに辺りを見回した。

　自分たちが店に来た時より埋まった席数を認識した途端、無意識に、「うわ……」と若干嫌悪混じりにボヤく声が聞こえた。

「早く食べて、またドライブしましょう」

　我慢してもなおどこか素直な反応を見せる片桐の様子に、双葉はまた小さな声で提案をする。

　すると彼は何故か驚いたようにパチパチ瞬きをした後、「別に、俺に合わせて急がなくていい」と呟き、止まっていた食事の手を動かしていく。

　粗暴さが滲む口調の根底に見え隠れする片桐の優しさを感じた双葉は、それ以上何も言わず、いつもより少しだけ食事のスピードを上げた。




　それから十分ほどで昼食を食べ終えたものの、お会計の直前双葉と片桐の意見がちょっと対立した。

　自分一人で会計を済ませようとする片桐に、「せめて割り勘で」と双葉が主張したものの、前回と同じく全額支払われてしまった。

「今回は、俺のわがままに付き合ってもらってるんだ。せめて食事代くらい出させろ」

　なんて言われてしまえば、それ以上何も言えなくなる。

　彼の言う通り、午前中数か所立ち寄った店での買い物は、各自の財布から出していた。

　これ以上言えば、「これからの買い物も、全部俺が払う」なんて言い出しそうと感じ、大人しく甘えることにした。




「本当に、どこか行きたい場所、ないのか？」

　食堂を出て車に乗り込んだ直後、シートベルトに手をのばしながら彼が首を傾げてくる。

（行きたいところ、か……）

　その言葉に、双葉は無意識にフロントガラス上部から見える空を眺め、どこかいい場所は無いかと考えた。

　レジャースポットがいくつか頭の中に浮かんだけれど、それらはすべて即却下する。自分も彼も、うるさい──賑やかな所は好きじゃないし、いくら平日といっても人はそれなりに居ると思えたからだ。

　元々今日は食材や日用品の買い物を、とも考えていたけれど、ここ数日冷蔵庫の中身や買い置きを確認して急ぐ必要はない。

　だったら、これからどこへ向かえばいいんだろう。

（人がいなくて静かな所、どこかなぁ……）

　きっとそこなら、二人共のんびりできるはずだ。なんて思いを抱いた双葉は、しばらく考えを巡らせたのち、一つの案を思いついた。










　──海が見たい、です。

　あまりにも突拍子もない行き先だと気づいたのは口にした後だった。

　最初は人が少ないのなら、少し広めの公園もアリかな、とも考えた。

　けれど、〝公園〟を想像すると、どうしても数時間前に会った姉を思い出してしまい、双葉はその選択肢を選べなかった。

　十中八九、無理だと言われる想像は出来たため、「他にどこかいい場所は……」と無言のまま再度悩みだした。

　すると次の瞬間、おもむろに車が動き出すのが分かり、慌ててハンドルを握る片桐を見つめる。

「あ、あのっ、どこ行くんですか？」

「どこって……今、海行きたいって言ったのお前じゃん」

　訳が分からず首を傾げる双葉を見つめる視線は、どこか呆れた様子で、存外に、「まだボケるには早いんじゃね？」と、言われている気がした。

　最終的な目的地を海に決めてからは、午前同様にドライブをしつつ、何度かお店に立ち寄って、片桐の運転する車に揺られる。

　お互い頻繁に話題を口にするわけじゃなく、一つの話題が終わればしばらく無言の時間が続く、なんてことも度々あった。

　けれど、初めて食事に連れて行ってもらった時と同じく、その静寂も、片桐と一緒に過ごす時間も、不思議と心地良かった。




　その後、道行く先で見つけた全国展開中のチェーン店のハンバーガーを夕食代わりにしようと、ドライブスルーでテイクアウトして車内で食べた。

　ハンドルを握る片桐の手が汚れないように、ポテトは双葉がつまんで食べさせる。最初は、バーガーや飲み物と同じく、「自分で勝手に食べるから気にするな」と言われた。

　だけど双葉が、「ポテト食べるたびに手を拭くの、面倒ですよ？」と言えば、しばらく考え込んだ彼の方から折れてくれた。

　時々車の窓を開けて、車内に充満するファストフードの匂いを飛散させながら、車は尚も目的地へ向かう。

　純粋な親切心から、運転中の片桐の口へポテトを運ぶ双葉は、すぐに気づかない。

　自分が片桐に〝あーん〟とポテトを食べさせていることも。

　その様子を第三者が見たら、ただカップルがイチャついているようにしか見えないことも。

　もしかして、自分はとても恥ずかしいことをしているんじゃ、なんて彼女が気づき顔を赤らめたのは、二人で食べていたＬサイズのポテトが半分ほど減った頃だった。




　丁度辺りが夕日に染まり始めた頃。

　海辺の駐車場に車を停めた二人が外へ出ると、誰も居ない砂浜と夕日が反射してきらめく海面が視界いっぱいに広がっていく。

　シーズンオフだからか、海に近づくにつれすれ違う車もめっきり見なくなった。

　聞こえてくるのは、時折吹く風と、一定の間隔で満ち引きをくり返す波の音くらいだ。

　双葉たちだけしかいない、本当に二人きりの空間にやってきた感覚を抱いたからなのか、無意識に、「ほぅ……」と吐息がもれた。

「下……降りてみるか？」

　不意に聞こえた声にふり向けば、片桐がなぜか自分に向かって手を差し出していた。彼の表情は逆光しているせいで見えづらい。

　双葉はほんの少しかげった彼の顔と、差し出された手を数回見比べ、恐る恐る一回り以上大きな手のひらに、カサつきが残る手を乗せた。

　そのまま彼に手をひかれて砂浜に降りた双葉は、波打ち際まで数十センチの場所まで二人一緒に近づいていく。

　靴を履いているおかげで、夏場に履くサンダルより歩きやすい。

　不意に繋いでいた手が離れていくのがわかって、ゆっくり彼の方を向いて見上げれば、さっきまで見えづらかった顔の表情がよくわかる。

　瞳を細めてほほ笑む、あの優しい笑顔を浮かべ、片桐はおもむろに口を開いた。

「今日は、ありがとうな。わざわざ付き合ってもらって」

「いいえ、こちらこそ。わがままを聞いていただいて、ありがとうございました」

　彼は自分が付き合ってもらった、と言うけれど、双葉からしてみれば、付き合ってもらったのはほとんど自分だと思う。

　食事は基本彼のおごり、立ち寄る店の大半は、双葉が気になった所ばかりだった。そして今も、彼女が来たいとわがままを言った海に連れて来てもらっている。

　感謝を込めてペコリと頭を下げれば、何故か片桐は戸惑いを見せ、「このくらい、わがままでも何でもない」と呟く。

　聞こえてきた声に頭をあげ、視線が交わった瞬間彼はクスっと笑ったように見えた。

「姉貴から、何か連絡入ったりしてるか？」

　公園でのことが彼も気がかりだったのか、不意に聞こえてきた言葉に、双葉は慌てて持っていたバッグからスマホを取り出す。

「えっと……いいえ、今のところは特に何も」

　通知を確認しても、和葉から着信などは入っておらず、無意識にホッと安心してしまう自分に気づいた。

「もし何か連絡が来たら、いつでもいいから俺に連絡を入れてくれ。電話も出なくていいし、メッセは基本、姉貴に返信する前に、俺の方にコピペでも、スクショでもいいから送ってくれ。どう反応すれば穏便におさまるか、考えるから」

　真っ直ぐ自分を射抜くような視線を受け、つい居住まいを正して彼を見上げる。

　和葉本人と実際に会ったこと、そして片桐が拒絶した時の反応を思い出し、何かしら警戒しているのかもしれない。

「俺に文句言ってくるんなら別に構わない。けれど……あぁいうタイプは、きっとあんたを目の敵にする」

　不意に彼の眉間に皺が寄るのが見え、「過去に、似たようなこと、無かったか？　姉貴が双葉に怒ったり、とか」と質問を投げかけられる。

　的確な彼の指摘に内心驚きながらも、双葉は声を出さず力なく微笑むだけに留める。

　けれど、その反応を見た頭の回転が速い彼は、多少なりとも彼女の微笑みを〝イエス〟と認識したのかもしれない。

　だからなのか、より一層彼の眉間に刻まれた皺が深くなるのがわかった。

（そんな表か情お、しないでください）

　彼はただ巻き込まれただけの、いわば被害者だ。なのに、どうして片桐が苦しい気持ちに悩まされなければいけないのか。

　胸をかき乱す思いが、本人の意思と関係なく双葉の手をおもむろに動かす。

　のびた右手の指が触れたのは、一向に無くならない眉間の皺。それが消えるように願うとばかりに、人差し指が肌の表面と下にある筋肉をムニムニと揉んでいく。

「あっ、ご、ごめんなさいっ！」

　数秒ほど筋肉を無心で揉み解した後で、ふと我に返った双葉は慌てて片桐へのばしていた手を引っ込める。友だちでも無い相手に何をやっているのかと、つい数秒前の自分へ驚きを隠せない双葉の頬が、じわりと熱を持ち始めた。

　引っ込めた手がもう勝手に動かないよう、左手で自分の右手首を掴んでしまえばいい。そう思って、ほんの一瞬意識を右腕からそらした瞬間、引き寄せる腕がパシッと誰かにつかまれる。

「……っ！」

　思わず息をのんで大きく見開いた瞳が、じっとこちらを見つめる片桐の顔をとらえた。

　どこか鋭さをチラつかせる表情は、目が合った瞬間優しいものへ変わっていく。

「この前から何度も言ってきたけど……俺が見合いをしたのは双葉だ。和葉じゃない」

　双葉の腕を掴んでいた大きな手が、スルっと手首を撫でて手のひらへ移動する。そのまま、指同士を絡め手のひらを合わせて二人の手が繋がっていく。

「最初は、どうして入れ替わる必要があるのか、ほんの少しの疑問と好奇心、だったのかもしれない。だけど俺は……あの日、姉のフリをするお前と会って、ペースネージュのパティシエだとすぐに気づいた」

　間近で聞こえてくる声をしっかり聴きたい。そう思うせいか、意識が耳にばかり集中する。

　だけど、あまりに近すぎる彼との距離感が視覚的に我慢出来なくて、必死に視線をそらした。

「──っ！」

　すると、双葉と繋いでいない彼の右腕が、不意に細い腰へスルリとまわされる。指先が服の上からくびれの辺りに触れた瞬間、前に向いていた意識が一気に四散し、双葉を混乱させた。

　指を絡め握られる手と、腰に回された腕、一気に近くなった距離に、戸惑いは大きくなるばかりだ。

　すっかり火照った頬を隠すのを忘れ、「え？　えっ？」と短い疑問符を音にする。

「電話で何度も言っただろう。俺は〝双葉〟だから、また会おうと思ったんだ。その気持ちは、今も変わらない」

　狼狽える双葉の姿は、間近で見ている片桐もしっかり認識しているはずだ。

　けれど彼は特に気に留めることなく、穏やかな声で言葉を紡ぐ。

　そして──。

「俺が好きなのはお前だけだ」

　真っ直ぐ向けられた言葉を脳が認識するより先に、薄っすらリップが塗られた双葉の唇に、違う熱──カサついた彼の唇が重なり、彼女から言葉と思考を奪っていった。










　突然の告白に初めてのキス。思ってもみなかった事態に何も考えられず頭の中が真っ白になった。

「双葉」

　そんな状態の意識を、耳元で聞こえた自分の名前を呼ぶ甘く優しい囁き声が覚醒させていく。

「……っ！」

　我に返った瞬間、すぐ目の前にある片桐の顔を直視したからか、瞬きと同時に思わず息を呑んだ。

（い、今……私）

　──片桐さんに、キスされた。

　たった今自分の身に何が起こったのか。未だ双葉の腰を抱いて離さない彼に何をされたのかを、血液が体内をゆっくりめぐるようにじんわり理解していく。

　連動するように羞恥心が芽生えたかと思えば、頬がみるみる熱くなる。

　告白とキス、双葉は片桐から二つの〝ハジメテの経験〟をもらったことを理解し、なんとか受け入れるだけで精一杯になっていた。

　そんな彼女の耳にまた自分を呼ぶ声が聞こえた。今度は先程と違いどこか不安が滲む音に聞こえ、無意識に足元へ向けていた視線を顔ごとあげる。

「いきなり、その……悪かった」

　彼の顔を見上げた瞬間、悲しげな表情を浮かべた片桐は申し訳なさそうに言葉を紡ぎだす。

（あぁ、どうして……）

　──そんな表か情おをするの？

　──謝って欲しいわけじゃないのに。

　視覚と聴覚から脳へ伝わる刺激が、頭の中に次々と疑問を、心の中に普段より強い拒否に似た感情を生み出していく。

　自分の状態に一瞬、「どうして？」と疑問を抱いたものの、数秒も経たずに理由らしき答えの見当もついた。

（私が、ちゃんとしないから……）

　片桐の優しさに何度も甘え、甘え続けてここまできてしまった。

　彼は元々姉和葉のお見合い相手。一度はしっかり距離を置こうと思ったはずなのに、差し出された手に触れて、スマホ越しに何度も言葉を交わした。

　そして今日──たった今、彼は明らかな好意、恋愛感情を言葉と行動で伝えてくれた。

　何かしら返事をしなきゃと分かっているのに、唇が自分の意思と関係なく震えて言葉が上手く出てこない。

　一度視界にとらえた片桐から視線を外したいと思う。なのに目元の筋肉が上手く動かず視線は外れてくれない。

　その結果、必然的にお互いを見つめ合う状態の中、腰に回されていた片桐の腕がスッと離れていく。

「今のことは忘れて……」

　同時に、双葉が何の反応も返さないことに思う所があったのか、再び彼が言葉を紡ぐ。

「──っ！」

　けれどその声は、精一杯背伸びをし片桐の唇に双葉が自分のそれを押し付けたせいで途切れた。




　浜辺から車に戻った二人は、片桐が運転する車で双葉が住むアパートを目指した。道中、海へ行くまでの車内の会話が嘘のように、お互い特に何も喋らず時間だけが過ぎていく。

「…………」

　ぼんやりと助手席の窓から見える景色を眺めながら、双葉は海でのことを思い返していた。

　片桐に唇を奪われたことも、告白されたことも、正直に言ってしまえば嫌じゃなかった。

　そんな想いを抱くのと同時に、今まで無意識に目を背けてきた恋心を自覚し、「あぁ、彼のことが好きなんだ」と改めて自分の気持ちを認識する。

　彼と過ごす時間が心地良かったのも、多かれ少なかれ〝片桐に対する好意〟があったからなのかも、なんて今になって考えてしまう。

　片桐のことを好きと自覚したなら、浜辺にいる時すぐにでも、「私も、貴方が好きです」と返事をするのが、一番スマートで理想的な態度だったことも、今ならわかる。

　けれど双葉には、それが出来なかった。

　恋愛経験ゼロの彼女にとって、自覚したばかりの恋心を自分の中で処理するだけでも大変な作業だ。

　そんな状況下で、即返事なんて出来るわけがない。

　──なんて思っていたのに、「告白もキスも忘れろ」と言いかけた彼の唇を自分から奪ってしまった。

　ただ唇を押し付けた程度だから、奪ったと表現するのは微妙かもしれない。

　だけど、初めてのキスも告白も素直に嬉しいと思えた。

　せっかく告白してくれた片桐の気持ちを、なかったことになんてしたくなかった。

　彼に悲しい顔なんてさせたくなかった。

　様々な気持ちが、双葉の心の中でない交ぜになっていき、彼が、「忘れて」と言った瞬間、ボンっと爆ぜた。

　その結果があの拙いキスだ。

　あの後、自分がしでかしたことが恥ずかしすぎて、双葉はずっと俯いたままだった。

　そんな彼女の手を優しく握った片桐は、何も言わず車までエスコートしてくれた。

　そのまま二人で車に乗り込み、彼が一言、「帰るか」と呟いた言葉に、双葉は声無く頷き返すだけ。

　その様子をしっかり見ていたようで、彼は今前方を見つめたままハンドルを握っている。

（片桐さん、ごめんなさい）

　──また貴方の優しさに甘えて、せっかくの告白への返事をうやむやにしてごめんなさい。

　だけどどうか許してください、と双葉は音無き声で、何度も隣に居る彼へ脳内で謝罪する。

　──あと少しだけ、貴方からの想いを受け入れられるまで待っていてください。




　海辺を出発して一時間以上車を走らせれば、双葉が住むアパートに到着した。時間は夜の九時近く。辺りはすっかり暗くなり、数メートル間隔で設置された街頭が夜道を照らしている。

　そんな時間にも関わらず、片桐の姿は双葉と一緒に彼女が住むアパートの部屋の中にある。

「あの……もう少しだけ、時間いいですか？」

「……え？」

「その、えっと……今日は色々、お世話になったので。せめてもの、お礼にお茶を、ご馳走させてください」

　アパートのすぐ脇に整備された住人用の駐車場。車を持っていない双葉が客人用にと借りている駐車スペースに停められた車の中で、彼女は自分から片桐をお茶に誘った。

　突然のことに彼は瞳を見開き驚いていた。けれど、決して拒絶したりせず、双葉の案内で家に上がり、今もリビングで待っていてくれる。

（えっと、今あるのはブレンド茶と、紅茶。ココアもあるけど、お茶って言えるかな）

　キッチン内にある食器棚の前に立った双葉は、たまに使う来客用のティーカップへ視線を向けながら、片桐に提供出来る飲み物のラインナップを考えていく。

　甘党な彼ならココアもアリ、なんだろうかと頭の中に疑問を抱いた時、突然背中に自分じゃない熱を感じた。

「ひゃっ！」

　咄嗟に小さな悲鳴を発するのと同時に、条件反射で両肩が大きく震えた。

　前触れなくピトッと背中に大きな熱がひっついた。かと思えば、腰の辺りで服越しにスルッと何かがボディラインに沿うように滑っていく。

　一体何だと思って視線を向ければ、大きくて無骨な両手がお腹の辺りに触れている。

　手のひらから伸びる腕も一緒に目に留まった。そんな視覚的な情報も合わさったおかげか、最初に熱を感じてから数秒のタイムラグを経て、〝片桐が自分を後ろから抱きしめている〟と自分の身に何が起こったかを認識していく。

　その途端、体内を巡る血液がじわじわと熱くなっていく感覚を抱き、瞬く間に顔全体が火照りだすのがわかる。

「か、片桐、さん？」

　混乱しかない意識の中、かすれた声ですぐそばにいる片桐の名前を呼ぶ。

　すると彼は、呼びかけに応えるように双葉の耳元へ顔を寄せ、フーッと意地悪く耳に息を吹きかけた。

「夜ももう遅い。なのに男を一人で暮らす部屋に簡単にあげちゃ、ダメ、だろう？」

　そのまま囁くような声で、自分を自宅へあげた双葉の行動をとがめる。

　彼の言葉に驚いた双葉は咄嗟に反論しようとするものの、意地悪い攻撃を受けたせいで、「ンンッ」と鼻にかかった吐息が言葉の代わりに零れ落ちた。

「わた、私は、ただ今日のお礼をしたくてっ！」

「その気持ちは、ちゃんとわかってる。嬉しいよ、もちろん。あれだ……よく言うだろう？　男はオオカミだ、とか。だから本当気をつけろ、危機感なさすぎ……」

　やっとのことで抗議の声を出した双葉の主張も何のその。片桐は彼女を抱きしめたまま、真っ赤に火照った耳元でなおも喋り続ける。

　しかも、アタフタするだけの双葉を見て何を考えているのか、彼はおもむろに目の前にある赤らんだ耳の裏へ舌を這わせ、全体を甘く食む。

「ひゃ、ンンッ」

　耳に感じた生ぬるく湿った感覚に驚くあまり、また小さな悲鳴が零れる。

　慌てて彼の方へふり向こうにも、お腹にまわった両腕にやんわりと身体を拘束され身動きがとれない。

　どうにか片桐の腕をどかせないか思った双葉は、急いで腹部にまわった彼の手に自分の手を重ね掴もうとした。

　二人の手が重なった瞬間、何故か身体に巻きついた彼の腕の力が強まった気がする。

「海で、言っただろう。お前が好きだって。そんなこと言った男を家にあげるとか」

　──期待させるようなこと、するなよ。

（……っ）

　また耳元で彼の囁きが聞こえ、双葉の心臓はドクンと大きく高鳴った。さっきの意地悪な囁きと違う、どこか苦しさが滲む彼の声に、胸の奥がキュっとしめつけられるように苦しくなった。




　しばらくして、不意に身体を拘束していた片桐の腕が離れたかと思うと、今度は手首をつかまれ、「こっち」と歩くよう促される。

　素直に彼の後に続いて移動すれば、帰宅直後に居たリビングに戻ってきていた。

　多くを語らず行動する様子に戸惑う双葉の手首をつかんだまま、彼はリビングにあるソファーに腰掛ける。

　何か話でもするのかと内心首を傾げれば、つかまれたままの手首を腕ごと引っ張られ、身体全体が前方──彼の胸元めがけ大きく傾いた。

「ひゃあっ！」

　今日何度目かわからない悲鳴をあげると同時に、無意識の自己防衛本能が瞳を閉じさせ視界が遮断された。

　真っ暗な世界で襲ってくるだろう衝撃に身体を縮こませたものの、大きくて広い熱に抱きとめられるような感覚に気づく。

「双葉」

　すぐ近くから聞こえる優しく自分を呼ぶ片桐の声に、恐る恐る目を開く。

　すると、浜辺で面と向かって話していた時よりも近く──たった数センチ先に彼の顔があることに気づいた。

　キッチンに居た頃から一向に引かない火照りが、さらに上塗りされたんじゃ……と思う程一瞬で体温が上がっていく。

「か、かたぎ──」

「好きだぞ、双葉」

　ものすごく距離が近すぎやしないかと思い、急いで彼の名前を呼ぼうと口を開く。

　けれど、その声は数センチ先に見える唇が発した声にかき消された。

「俺が好きなのはお前……和葉じゃない」

「──っ！」

　一体今、二人の間に何が起きているんだろう。

　なんて困惑するだけの双葉の耳に優しくて甘く、そして力強い声が彼女を射抜くような熱っぽい眼差しと一緒に届く。

　驚くあまり息を呑んだ双葉の唇に、彼女より熱がこもったかさつきが残る唇が重ねられた。




　照明が点いたままのリビング内に幾度となく片桐の甘い囁きが木霊していく。

　口を開けば、「かわいい」「好きだ」「愛してる」と、呼吸するのと同じ勢いで、彼は双葉に愛の言葉を送り続ける。

　かわいい、くらいならお店の皆がお世辞程度に言ってくれる声を何度か聞いた経験がある。

　だけど他──愛情百パーセントの言葉なんて、今日初めて言われたものばかり。はっきりいって双葉にとって、片桐の言葉は過剰攻撃でしかない。

　そんなものを幾度となく聞かされたせいで、双葉の全身は茹ダコのように真っ赤でアツアツに茹っている。

　そしてもう一点、双葉の羞恥の渦に閉じ込めている原因がある。

　双葉が座っているのは、ソファーに座る彼の膝の上だ。数分前まで着ていたカーディガンとインナーはカーペットの上に落ちている。

　腰に片腕を回され降りられない彼女の上半身を唯一隠しているのは、ホックを外されたブラジャーだけ。

「か、片桐さん、そこ舐めちゃダ……ひゃああっ」

　けれど、首元までずり上げられたそれはまったく機能していない。無防備に片桐の眼前に晒された乳房に、彼は喜々として吸い付く。

　この行動が一番の原因だとわかっているのに、双葉の口からは甘く熱のこもった嬌声しか出てこない。




　つい数分前。二度目のキスをした双葉は、唇が離れていく間、自分の身に起きたことに唖然とし、口を閉ざしたまま固まっていた。

　体感温度が熱いせいか脳まで茹るような錯覚を起こし、彼女は何も考えられない。

　我に返った時にはもう、彼の膝の上に座らされていた。




　──今日のお礼がしたいって言うなら……俺はお茶より、双葉が欲しい。




　頭から湯気が出そうになる双葉を見て何を考えているのか、片桐はにんまりと口角をあげて笑い、彼女の耳元で囁き、ハムっと耳たぶを甘噛みする。

　突然感じた甘やかな痛みに、「ひゃあ」と双葉は小さく悲鳴をあげた。

　意識があやふやなせいか、自分を抱きしめる男に対する文句すら思い浮かんでこなかった。

　そんな状態の双葉へ、片桐は甘さしかない言葉責めを再開する。

　そのせいもあってか、一向に身体の熱が引く気配が無いし、意識もどこかふわふわして上手く考えがまとまらない。

「双葉は耳が弱いのか？」

「ン、ふぅ」

　クルっと丸め少し細く尖らせた片桐の舌が、こちょこちょと耳の表面を舐る。くすぐったさと一緒にやってくる知らない快感に、双葉は声を発せずハフハフと吐息を吐くだけ。

　せっかく質問をしたのに返ってくる答えが無い。けれど、片桐が機嫌を悪くする様子もなかった。

　耳元で止めどなく聞こえる愛の言葉、耳や頬を撫でる火照った肉厚な舌に、時折重ねられる唇。

　止む気配を見せないそれらは、双葉の心音を徐々に加速させていく。

　彼女の意識は自分の胸元でドクドク脈打つ心拍と、彼から与えられる予想出来ない愛撫に向くばかりだ。

「はぁ、はぁ……あっ、ふぅ」

　いつもは色白な双葉の頬に羞恥と無意識な興奮の赤みが差し込む様子を間近で観察する片桐は、ことさら目を細め、酸素を求めてパクパクと開閉をくり返す双葉の唇を奪っていく。

　そのまま、一瞬の隙をついた彼はスルリと小さな隙間から自身の舌を口内へ滑り込ませた。

「んんっ！」

　流石の事態にふわふわしていた双葉の意識が幾分か現実へ戻ってきた。

　彼女は慌てて片桐から離れようと、モゾモゾ身を捩って両手を彼の肩へかける。

　そのまま腰を引いて膝の上から逃げようと身体に力を入れた瞬間、口内を蠢く舌が一際敏感な粘膜を愛撫した。

「──っ！」

　すると身体の中心にピリッと電気が流れたような感覚に襲われ、ビクンと全身が強張る。

　そのままゆっくり身体から力が抜けていく感覚を味わいながら、頭の中にわずかに芽生えたはずの逃走意識が飛散していくのがわかった。




　力の抜けた身体を片桐に預けたところで、彼の口づけ、愛撫が止む気配はない。

「時間？　あぁ、車のトランクにいつも着替え一式積んであるんだ」

　相変わらず思考力が低下した脳を必死に働かせ、「明日も病院でしょう？」と暗に帰宅を促したところで特別彼は焦ったりしなかった。

　それどころか、「寝るのはソファーでいいから、今日泊めてくれ」なんて言い出す始末。

　今すぐにでも彼を自宅へ帰し、自分の家のベッドでゆっくり寝てもらいたい。そのためにどうすべきかと双葉は必死に考えた。

　なのに、言葉で、舌で、口付けで、絶え間なく与えられる愛情と快感が、ことごとく彼女の努力を無にしていった。

　少し理性が戻ったと思った双葉の思考は、気づけばあっという間にもう一度トロトロに溶けていく。

　いい歳した大人だから、恋愛経験こそなくても、こういった行為の知識がゼロというわけじゃない。

　一度腰に回されてからずっと解けない彼の腕を、双葉は無意識に言い訳として使っているのかもしれない。

（片桐さん、帰らないで……）

　キスの合間に囁かれる言葉と与えられる快感に意識のほとんどを持っていかれながら、双葉の頭の中では不規則に彼を返さなきゃという意識が浮上する。

　だが同時に、彼と過ごす時間の終わりを拒む自分にも気づき、今夜泊まらせて欲しいと強請る彼の言葉に甘えてしまいたいと思ってしまった。




　愛撫に翻弄された双葉が時折喘ぎながら狼狽える。そんな彼女の隙をついた片桐が器用に服を脱がせていたのか、気づけば彼女の上半身はほとんど裸と言ってもいい状態になっていた。

「あ、あっ、ど、どうして胸、舐め、ンッ、あぁっ」

　ホックが外れたブラが双葉の胸を包む片桐の無骨な手の甲によって押し上げられる。片方の胸を揉みしだき始めた彼は、もう片方──無防備に晒された乳首に舌を這わせていく。

　自分じゃない──しかも男の手と唇で形が変えられる乳房。その衝撃的な景色は嫌でも視界に入った。しかも、これまでと違う新たな快感にまで襲われ、双葉は思わず訝しげな声を上げ、咄嗟にほとんど胸元に埋まっているように見える彼の後頭部を掴んだ。

「双葉に、気持ち良くなって欲しい、から。大丈夫、最後まではしない。約束する」

「あ、ンンッ、片桐さ……あぁっ」

　ジュッ、ジュッと、一度吸い付いた乳首を一定のリズムで吸う彼が口にした願いに、下っ腹の奥──子宮の辺りがやけに疼いてしまう。

　しかも胸を揉みしだく力加減がやけに絶妙で、時折わずかな痛みを伴いながらも双葉を確実に快楽に落としていく。

　いつもの冷静な双葉なら、まず片桐に抱きかかえられた時点で彼の太ももから飛び降りている。

　けれど彼女はいまだ好意を自覚した相手の上に座っていて、嫌らしく胸を愛撫する彼の行為を止めない。

「ふぁ、あンっ！　片桐、さん……」

　喘ぐなんて慣れないことをしているせいか、軽く息の上がった双葉が不意に自分を責め立てる男の名前を呼ぶ。

　聞えたらしい片桐がモゾモゾと頭をふる動作を見て、咄嗟に彼の頭部を掴んでいた手を外した。

　自由になった彼が自分を見上げてくる。海辺でキスされた時と同じように熱く揺らぐ眼差しに射抜かれる。

「胸、ばっかりじゃなくて……こっち、も」

　お互いに相手を見つめあったまま、双葉は彼に向ってポツリと願いを零し、今しがたまで自分の胸を頬張っていた唇へ自分のそれを押し付ける。




　これまで何度、彼にキスをしただろう。きっと片手で数えられる前後くらいしかしていないそれは、片桐のキスとは比べ物にならない。拙さしかない自分の行動をキスと呼んでいいのか、双葉自身よくわかっていなかった。

　けれど二人の唇が重なった直後、これまでずっと腰に回されていた彼の腕にグッと力が入っていく。

　そして彼が顔を離したと思えば、今度は向こうから口づけられ、また易々と双葉の口内に欲情を隠さない舌が挿は入いり、彼女の敏感な粘膜を責めたてていく。

　口内を舌で愛撫する最中、手持ち無沙汰と言いたげに彼の片手がまた無防備にさらされた膨らみに触れる。

　ぷっくり膨れた蕾を抓まれ、思わず、「ンンッ」と身体が震えたのはきっと正常な反応なのだろう。

　しばらくして唇が離れたと安堵すれば、弄んでいない方の乳輪へ彼が舌をのばし舐めだす。一度止んだはずの刺激をまた与えられ、双葉は、「あっ、あぁっ」と時折声を上げて身体を震わせるばかりだ。嫌だと強く抵抗する様子は見られない。

　そんな状況をどう理解したのか、ふくらみを弄ぶ舌も指も一向に離れていかなかった。

「片、ぎりさ……胸、ばっかり、もう……んぁっ」

　さらに数分ほど経った頃、ようやく双葉が声をあげる。と言っても抵抗や拒絶というには弱々しい。けれど彼女の声はちゃんと届いたらしく、夢中で乳房を貪っていた片桐の動きがピタリと止まった。

　そして胸元から彼の顔と手が離れていくのを見て、双葉は今度こそ安堵の息を零した。

　はず、なのに──二人の視線が絡み合った瞬間、片桐は眩いほどの笑顔を浮かべる。

「悪い悪い。今度はこっち、な？」

「……へ？」

　苦笑まじりの謝罪が聞こえ、意味がわからずコテンと首を傾げてしまう。

　すると次の瞬間、呆ける双葉の下腹部へ片桐の手が伸びた。

　無骨で大きな彼の手が、スルッとスカンツの中へ侵入した感覚に気づき、双葉は大きく瞳を見開く。

　彼女が驚くのとほぼ同時に、彼の手のひらと指は下着のクロッチへ到達する。

　──クチュリ。

　そして、クロッチの隙間から侵入した彼の指先に、ぬるりとした愛蜜が絡みつく音が嫌でも耳に届いた。

　長い時間片桐の愛撫によって快感を教え込まれたからか、すでに双葉の蜜口はよだれを垂らし、下着をグチョグチョに濡らしている。

「もうヌルヌルだな」

　その事実が至極嬉しいのか、クイっと濡れた指を折り曲げた彼は上機嫌に声を出す。

「んぁあっ！」

　折り曲げられた指の先が隠れていた秘豆にかすった瞬間、ピリリと全身を駆け抜けた一際強い快感が、これまでで一番双葉の身体を大きくビクつかせ、彼女を甘く啼かせた。







第五章 縮まる距離と隠しごと








　六月に入れば、一日中雨なんて日も増え、気づけば梅雨の時期が訪れた。

　そんな雨の日でも、双葉はいつもと変わらず店へ出勤し、一日中ケーキを作っている。

　今日も売り物になるケーキをクリームで飾り付け、あらかじめ用意しておいた分にクリームを絞り終えた彼女は、手元から力を抜き、「……ふぅ」と息を吐く。

　お店で商品を作るにあたり、双葉はどんな工程でも気を抜いて作業したりはしない。どの作業にも真剣に向き合っている彼女が、ことさら緊張するのはスポンジにクリームを絞る作業や、チョコプレートに〝おめでとう〟や〝お祝い〟などメッセージを書く時だ。

　指先や手首に入れる力加減一つ違うだけで台無しになるその作業を、双葉はこの一、二年で少しずつ任せてもらえるようになった。

　一旦手に持っていた絞り袋を作業台の端に置き、たった今デコレーションの第一段階を終えたケーキの出来に視線を走らせる。クリームの状態が歪なものは見当たらず、ホッとした双葉の口からまた吐息が漏れた。

『俺が好きなのはお前だけだ』

　緊張から解放されたからか、不意に片桐と海へ行った日に聞いた彼の告白が頭の中によみがえる。

　あの日彼は、双葉に好意があると言っておきながら、返事を期待している様子はなかった。

　と言っても、双葉が勝手にそう認識しているだけで、本当のところはわからない。

　あの日は結局、本番こそなかったものの、アパートの部屋で片桐とセックスに近い行為をしてしまった。

　彼は数えきれない愛の言葉を囁きながら、双葉の愛液で濡れた秘豆と蜜壺を指で虐めぬいた。

　結果一人だけイッてしまい、長時間の愛撫と絶頂のせいで疲れぼんやりする自分の姿を見て、「かわいい」と彼は満足げに笑うだけで、それ以上のことはしなかった。

　引っ付いてイチャついていた時は、「今夜泊めて？」なんて言っていたくせに、彼はあの日自宅へ帰ろうとしていた。

　リビングを出て行こうとする彼の腕に抱きついて、半強制的に寝室へ連行。そのまま双葉は、「今日は、ここで寝てください」と片桐を帰さなかった。

　今思い返すと、あの時自分はおかしかったのだとわかる。

　初めて快感の波にのまれ彼と離れたあとも頭がどこかふわふわしていた。帰ろうとする片桐の背中を見て、「彼と離れたくない」という衝動のみで動いていたに違いない。

　翌朝、目覚めた直後に隣で眠る片桐の姿は衝撃的だったし、前夜のもろもろを思い出して、「大変申し訳ございませんでした」と土下座をしたのは忘れたい記憶だ。

「今まで、誰かを好きになったことが、ないんです」

　二人分の朝食を作って、リビングで食事をしながら、今の自分の状態を彼に話した。

　海辺で彼に抱きしめられたことも、キスされたことも嫌じゃなかった。

　この部屋でのことも、驚きの連続だったけど同様に嫌悪感などは抱かなかった。

　片桐と一緒にいるひと時が心地良いことも。時折考えが上手くまとまらず、支離滅裂な説明になっても、彼は文句一つ言わず聞いてくれた。

　話に夢中になるあまり、持っていたはずの箸と茶碗はテーブルの上に置かれ、自由になった双葉の手は所在なさげにテーブルの縁を掴む。

「すぐに、お返事しなきゃいけないこともわかってるんです。でも、その」

　──本当に、私でいいのかなって思っちゃって。

　なんて自嘲気味な笑顔で呟けば、不意にそれまで穏やかな表情だった片桐の眉間に皺が寄った。

「双葉、自分をあまり卑下しないでくれ」

　と言いながら、彼は食事の手を止めて伸ばした右手で彼女の左手をすくい上げ優しく握ってくれる。

「俺が愛する女を否定するのは、例えお前でも許さないからな」

　そう言った彼の眉間の皺は瞬きをした直後にはもう消えていて、見るたびにホッとする目尻を下げた優しい笑顔がそこにあった。




　食事を終えた後は、それぞれ着替えなどの身支度をすませ、「どうせなら店まで送る。通り道だから」と病院へ行く彼の車に少し強引に乗せられショップに向かった。

「もう少し色々と考えてみるので……お返事、あとちょっとだけ、待っていてください」

「ん。わかった」

　お店へ向かう車のなかでした〝お願い〟は、随分自分勝手だったと思う。

　けれど彼はそれを受け入れてくれ、「双葉のペースでいい」とまで言ってくれた。

　それ以来、暇を見つけては自分の気持ちについて考えているものの、上手く答えがまとまらない日々が続いている。

　それもあってか、双葉と片桐の関係は以前とあまり変わっていない。

「また……休みが合ったら、どこか行くか」

　お店まで送ってもらった直後、彼は双葉に〝次のお誘い〟をしてくれた。

　まさかの誘いを嬉しいと思う反面、素直に、「はいっ！」と返事をするのはなんだか違う気がした。

　そのせいもあって曖昧にほほ笑むしか出来ず、車を降りて助手席のドアを閉める直前ペコリと頭を下げるだけで精いっぱいだった。

　それからはお互い仕事で忙しいこともあり、トークアプリでメッセージをやりとりする日々が続くばかり。

　自分へ明らかな好意を向ける相手の声を聞いて、平常心を保つ自信がない。

　なんて状態の双葉にとっては、正直有難い状況だ。

　気を抜いたせいか、片桐から告白された日のことをつい思い出してしまう。

　いかんいかんと首を横に振って、数分ほどもの思いにふけっていた頭の中をリセットする。

　そしてまだ完成していないケーキのデコレーションの続きに取り掛かろうと、双葉はすぐに意識を手元へ集中させた。




　夜、帰宅して夕食をとり一息つくと、いつの間に届いていたのかメッセージ着信を知らせるスマホのランプが点滅している。

『やっと出張終わった。双葉の店のケーキ食いたいから、明日行く』

　内容を確認すると、二泊三日の地方出張中と聞いていた片桐の帰還を知らせる内容だ。

　それを見た双葉は、「お疲れ様です。今日はゆっくり寝てくださいね。明日、お待ちしています」と、簡潔な文面を書いて送信する。

　片桐が出張中も、夜になればメッセージを送り合ったり、数分ほど電話越しに話もした。

　電話中は、耳元で聞こえる彼の声に心臓がバクバクして、熱があるんじゃと思うほど顔が火照った。会話の途中で口ごもってしまうことも度々あり、かなり情けない。

　あの日、彼は確かに、「好きだ」と自分の気持ちを伝えてきた。

　本当なら、すぐにでも何かしら返事をしなきゃいけない。頭の中でわかっているのに、彼が何も言って来ない状況に双葉は申し訳ないと思いつつ、ずっと甘え続けている。

　だけど──。

（片桐さん、明日お店に来てくれるんだっ！）

　出張との兼ね合いもあってか、彼が前回ショップに来店したのは一週間ほど前だ。

　久しぶりに片桐が来店すると知って、双葉は一人自宅のリビングでかすかに紅潮した頬を緩めて笑う。

　滅多なことが無い限り、彼は五日と空けずケーキを買いにやってくる。

　そんな常連の姿を見ないことを不思議がって、ここ数日双葉はスタッフたちから、「片桐さん何かあったの？」やら、「片桐さん忙しいのかな」なんて何度も聞かれた。

　その一つ一つに出張中だと答えて、皆が納得していたのは記憶に新しい。

「双葉ちゃんは寂しくないの？　片桐さんに会えなくて」

「えっと、メッセや電話は、してる、ので」

　閉店後の掃除中、ふとスタッフの誰かに問いかけられた言葉と、自分の返答を思い出す。

「いくら連絡取り合ってるって言っても……やっぱり直接会いたいじゃん？」

　なんて、また別の誰かが話に割り込んできたことも、脳内によみがえる。

「私たちが調理場に知らせてあげても、二人揃って毎回ペコってお辞儀し合うだけでしょう。品出しにかこつけて、もっとフロアに出てきてちょっとくらい話せばいいじゃん」

　さらに、また別のスタッフも話の輪に入ってきて、「ちょっとくらい平気だと思うけど」なんていう適当発言まで、芋づる式に思い出してしまった。

　双葉の見合いを知るスタッフたちは、片桐の来店に気づくと〝親切心〟で毎回仕切りガラスをノックし、存在を教えてくれている。

　彼女たちからの合図に気づいて双葉が振り向くと、高確率で二人の視線がガラス越しに合う。

　そこで互いを認識した二人は、まるで、「あ、どうも」とでも言いたげに無言で軽く会釈をするのが、ここ最近習慣化している。

　同僚の様子を見る限り、彼女たちはそのやりとりにどこか不満げだ。

　と言っても、「こうするべきだ」なんて、自分の意見を押し付けてくるようなことは誰もしない。

　どこか見守られている気がしてしまう職場の雰囲気に、双葉は時々胸の辺りがむず痒くなる。

　ここ最近の──片桐と会えなかった日々のことを思い返しながら、双葉は不意に気づいた。

（私……片桐さんに会えること、楽しみにしてるんだ）

　姉の見合い相手ということもあり、初めは距離を置こうとしていたし、それが当然だと考えていた。

　なのに、スマホへ伸ばした指が画面をスクロールし、片桐と会話したログを目線が辿っていく。

　他愛ない会話ばかりの文字を見返すだけで、胸の奥がほっこりあたたかくなっていくのがわかった。

　スマホ越しのやりとりでも、お店でその姿を見るだけでも、彼と接する小さなひと時の一つ一つが、いつの間にか自分の中で〝大切な時間〟に変わっている。

　そう自覚した途端、片桐と話している訳でもないのにカッと顔全体が熱くなるのがわかった。










　翌日、片桐はメッセージ通りケーキを買いに来てくれた。

　彼の姿を一週間ぶりに見て双葉はホッとし、いつものように、ガラス越しにペコっと頭を下げる。

　今日、彼はどのケーキを買うんだろうと考えつつ、視界に端に見えたいくつか溜まった洗い物に気づき、意識と足をシンクへ向けた。

「双葉ちゃん、これ追加補充よろしく！」

「へっ？　あの、えっと……」

　けれど、双葉の意識と視線をさえぎるように、出来たてのケーキが並ぶトレーを持つ先輩の手がズイっと目の前に差し出された。

　突然のことに双葉は困惑した。けれど結局断りきれないまま、ケーキを補充しないのはマズいと思い慌ててフロアへ出ていく。

　そして、ショーケース越しに接客をするスタッフたちの背後をすり抜け、スペースがあるショーケースの端辺りで一息吐く。

　このままスタッフたちが並んでいる隙間からケース内に手を伸ばし、手早くケーキを補充していけばいい。

　なんて、今後のことを脳内シミュレーションしながら足元へ向けていた視線を顔ごと上げる。

　すると、ショーケース越しとは言え、すぐ目の前に片桐が立っていた。いつの間に目の前へと驚愕するあまり、双葉は一瞬息を呑む。

「い、いらっしゃい、ませ」

「……あぁ」

　彼と二人きりの空間なら、だんまりを決め込んでもあまり問題は無いのかもしれない。

　けれどここは仕事場。お客様を前に、店員が黙り込むのは良くないと、双葉は慌てて喉を震わせた。

　慌てすぎて、若干挨拶がぎこちなくなってしまった。けれど片桐が気にする様子は無く頷いてくれるので、思わずホッと息を吐く。

「一週間ぶりのケーキだからな、今日は買い込む」

　彼女の表情を見て何を思ったのか、片桐の口から直接爆買いを宣言されてしまう。

（いつも爆買いしている……って皆言ってるんです、けど？）

　なんて疑問を、双葉は口に出さずパチッと瞬きで反応するだけに留めた。

「本当に……ケーキお好きですね」

　頭の片隅で、「早くケーキの補充をしなきゃ！」と、行動を急かす幻聴が聞こえる。けれど、ほんの一、二分だけ、と双葉は他の客たちの邪魔にならないよう声量を落とし小首を傾げる。

「出張中、ケーキ食ってなかったから……今すぐ食べたい」

「……へ？」

　次の瞬間、思ってもみなかった返答が聞こえ、せっかく周りを気にしてひそめた声量が元に戻ってしまった。

「ケーキ、食べてないんですか？」

「食べてない。出張前に、ここで買ったやつ食ったのが最後」

　ポカンと呆ける双葉が零した疑問に、彼は不思議がらなかった。

（え？　あんなにケーキ大好きな人が？）

　不思議がる、いや驚いたのはむしろこちらの方かもしれない。

　双葉が彼と店で顔を合わせて以降、フロア担当の子たちは、片桐が来るたび仕切りを叩いて何度も教えてくれた。

　一週間に最低二回、三回、下手すれば四回と彼は店に来てくれる。

　言葉なんて交わさなくても、毎回ケーキを買って帰る彼の姿は、双葉の瞳と記憶にしっかり残っていた。

　──そんな人が、この一週間ケーキを食べなかった、なんてあり得るのだろうか。

　嘘をついているとは思えず、事実だろうなと頭の片隅で認識しながらも、双葉の中に戸惑いが消えない。

　今の時代なら、コンビニでも簡単にスイーツが買える。それこそケーキだって買える。でも彼は一度も買わなかった。

　目の前に提示された事実を信じきれないせいで、自分の中に戸惑いの色が濃くなっていく。

「ケーキ食べるんなら、双葉の作ったやつ食いたかったからな」

　頭の中に次々浮かんでは消える疑問符から一旦意識をそらした方がいいかもしれない。

　なんて思った瞬間、聞こえてきた声に驚き、双葉はまたパチッと瞬きをした後無意識に大きく瞳を見開いた。

　驚くあまり、一瞬頭の中が真っ白になったせいもあってか、周りにいる従業員や客たちが驚いていることに気づけなかった。

　のちに、「あの時、片桐さんがいきなりプロポーズしたのかと思って焦った！　お前の味噌汁がが飲みたい的な感じで」と、従業員たちからからかわれることを、双葉も片桐もこの時はまだ知る由も無かった。










　梅雨真っ盛りな六月中旬。

　二人の休日が重なったこの日、双葉たちは猫カフェを訪れ、保護猫と戯れていた。

　ことの発端は、双葉が片桐へ送った写真とメッセージだ。

『次の新作ケーキを任せてもらうことになりました。現在試作中です』

　なんてメッセージと一緒に、ドーム型のケーキに三角耳をつけた可愛いネコの画像を、彼女は片桐に送った。

　そこから、「猫、好きなのか？」「猫も犬も好きです」なんてやりとりをしているうちに、延び延びになっていた二度目のお出かけ候補地にあがったのがこの店だった。

　店内のメインフロアの一画にある数席の飲食スペースを除いて、室内のほとんどを占める触れ合いスペース。

　他の客たちに混ざって片桐は胡坐をかいて座り、双葉は彼の隣にペタンと足を崩して座っていた。

　しばらくフロア内で自由気ままに過ごす猫を眺めていた双葉は、たまたま近くを通りかかった三毛猫の背中を撫でてみる。

　人慣れしている子なのか逃げ出す様子は無く、ゴロンと猫がその場に転がった。

　猫を触れたことへの興奮か、自分のそばでくつろぎ始めたことへの感動か、双葉の胸がトクンと高鳴りあたたかい気持ちになっていく。

「片桐さん、この子三毛猫です」

　急いで隣にいる彼の方を向いて、「見てください！」とばかりに声をかければ、片桐はスッと優しく瞳を細めて、「そうだな」と呟き小さく頷いた。

「しましまです」

「アメショー……とかってやつか？」

　今度は近づいてきた猫を優しく抱き上げ、上半身ごと片桐の方を向く。

　猫たちの可愛さにやられているのか、若干双葉の口調が幼くなる。けれど隣に座る男は指摘なんてせずに、うんうんと同意するばかり。

「茶トラです」

「茶……明るい茶色なのはわかるが、パッと見た限り、オレンジっぽく見えて仕方ない」

「鼻の下に黒いブチが」

「お前……ブスっとするな」

　口調だけじゃなく、語彙力まで低下した双葉が、見た目の印象ばかり口にし、無言で猫を撫でたり抱き上げたりと、時間が経つにつれ行動が忙しなくなってくる。

　一通り自分のもとへ来た猫を愛でた双葉は、「はい」と隣の片桐に必ず猫を手渡していた。

　受け取った猫を膝に乗せたり、抱き上げたりと、彼は彼でマイペースに愛でていく。

　そんな一人と数匹の姿を、自分の膝の上に置いておいたスマホで激写する双葉の表情は珍しく緩み、とても幸せそうに微笑んでいた。




　猫カフェで撮ったたくさんの写真のお陰で、猫モチーフのケーキはその後種類を増やしていった。

　しかも、猫カフェに大満足な様子だった双葉を見たからか、「今度はドッグカフェ行くか？」「水族館、静かでいいと思う」「ソフトクリームがすごい美味い牧場があるらしい」など、行き先の候補に動物が絡む率が飛躍的に上がっていった。

　一定数いる子供連れのお客さんや、お土産用に何か可愛らしいケーキをと考案した猫モチーフのケーキはお店でも好評で、一種類の猫から始まり、見た目や味の違うシリーズと化し、最後には他の動物にまで派生し、気づいた頃にはペースネージュの名物ケーキになった。










　片桐から遊びに誘われ、頷いた双葉が彼と出かける日々の中で、以前と変わったことがもう二つある。

　ある夜、お互いゆっくり出来る時間があるからと、久しぶりに電話越しに話をしていた。

　主だった内容は次の出かけ先についてだったものの、ふと思い出したように片桐が電話越しに、「なぁ……」と声をかけてくる。

「電話とかメッセとか、大丈夫か？」

「大丈夫ですよ。相変わらず何もありません」

　投げかけられた疑問に主語は無かった。けれど、定期的に同じ質問を投げかけられる双葉は、スマホを耳元にあてたままクスッと笑う。

「トークルームでも、話したけど……双葉たちは危機感がないんじゃないか？」

　──俺はお前の姉貴や母親が、このまま大人しくしているとは思えない。

　電話の向こうから聞こえる声に、双葉は眉をひそめながら何とも言えない表情を浮かべる。

　わざと和葉を呼び出して、片桐が完全な拒絶を示した後。彼は定期的に、「姉さんたちに何かされてないか？」と心配してくれている。

　その対象は双葉だけじゃなく、片桐家を訪問し頭を下げてくれた叔母も含まれていた。

　公園でヒステリックに声を荒げた和葉を見た片桐は、怒りの矛先が二人にいかないか心配してくれているようだ。

　だが彼にも言った通り、あの日以降姉から連絡が来ることも、アパートや職場を訪ねてくる様子も無い。

　清江にも連絡を取って、メッセージアプリ内に三人で話せるトークルームを作り情報も交換している。

　叔母の家にも姉や母が突撃してきたり、電話をかけてきたりする様子は、今のところ無いようだ。

（もし和葉やお母さんが怒っているとしたら、即行動に移す人たちだもの）

　片桐が危惧している部分は、満更〝気にしすぎ〟というわけじゃないことを、双葉が一番わかっていた。

　自分本位で、感情のまま行動する癖が二人にはある。それを知らないのに、「もしかしたら……」と考えるあたり、彼は本当に頭の回転がはやく、色んな可能性を導ける賢さもあるのだろう。




　もう一つ変わったことと言えば、フロアスタッフたちの〝意味深な厚意〟で、ちょくちょくフロアに顔を出し彼と面と向かって話す機会が増えたこと。

　毎回五分にも満たない会話をして、その日オススメのケーキを教える。

　他愛もない会話をするなかで違和感を抱いた双葉は、「あの……」と遠慮がちに自分から片桐へ声をかけた。

「片桐さん、ちゃんと……寝られていますか？」

　たった数分の立ち話でも、数日周期で彼と接しているからか、記憶の中の片桐より目の前にいる男性の顔色が悪く見える。

　担当の患者さんの手術は、基本平日の昼間にしているそうだ。

　なので、手術予定が無い土日は、立場上ゆっくり出来るらしい。

　だけど、月曜日に手術を控える患者さんの様子を見に行ったり、急患の手術など、〝休みはあって無いようなもの〟と片桐が以前話していた。

「大丈夫」

　もしかして、緊急の呼び出しが続いているのかもしれない。そんな疑念を抱く双葉を見て、彼が何を思ったかわからない。

　コクンと頷く彼の言葉を素直に受け止められない自分に困惑しながら、双葉はそれ以上何も言わなかった。

「片桐さん、ちゃんとご飯食べてますか？」

「……食べてる」

　そこから約一週間。二度ほど来店してくれた片桐を前に、双葉は更なる困惑を抱き彼を見上げてしまう。

　初めて異変に気付いた時より、顔色がさらに悪くなった気がするのは、気のせいだろうか。

　心配のあまり問いかけても、彼は頑なに、「大丈夫」と答えるだけだった。

「片桐さん……最近顔色があまり良くない気がして。皆さんから見て、どうですか？」

　閉店後、フロアでここ最近片桐を接客していた同僚を前に、双葉は首を傾げ同意を求めてみた。

　買うケーキを彼が悩んでいる時など、彼女たちは自分より片桐の様子を知っているかもしれない。

　なんて期待を込めての問いかけだったけれど、期待は外れ全員が首を横にふるばかりだ。

「え？　片桐さん、調子悪そうだった？」

「さぁ……私は気づきませんでしたけど」

　皆の返答を聞いて、「もしかして、私が気にし過ぎただけ？」と、確信が持てず首を傾げ、双葉は閉店作業後家に帰った。

　その日の夜。片桐から数日ぶりの電話を受け、双葉は、「念のため」と思って質問を投げかけた。

「そう言えば……片桐さん、お昼はコンビニや近くの食堂でご飯、と前に聞きましたけど。夜ご飯は……何を食べてるんですか？」

　気のせいと思っても、一度抱いた疑問を忘れられない双葉は、何気ない会話を装って彼の食生活に切り込んだ。

　以前聞いた話を思い出して、外食かコンビニ飯ばかりな彼の食生活を純粋に心配する気持ちもいくらかある。

　一瞬、同僚たちと飲みに行って、そこでおつまみなどを頼んで空腹を満たす、とも考えた。けれど、騒音と人付き合いを嫌う一匹オオカミタイプの彼が、自分から誰かを誘う姿なんて想像出来なかった。

「夜は……まぁ、コンビニで買った弁当とか、スーパーの残った総菜とか」

　外食以外なら、やっぱり出来合いのお弁当を買う率が上がるのかもしれない。自分も時々手抜きをして買ってしまうそれを頭の中に思い浮かべていれば、聞こえてきた返答に、「やっぱり」と内心苦笑してしまう。

「あと、双葉のケーキとか」

「……へっ？」

　だけど、続けて聞こえた言葉のせいで、自分の耳を疑うあまり気の抜けた声が零れ落ちる。

　以前、毎度大量にケーキを買っていく片桐に、「いつ食べてるんですか？」と、夜に電話で話している最中聞いたことがある。

　すると彼は、病院内に自分専用に取り付けたミニ冷蔵庫を持っているらしく、毎回買ったケーキをそこにストックしていると話してくれた。

「執刀した後は、集中して頭使った反動で、無性に甘いものが食いたくなるんだ」

　──だから術後は必ず、ケーキ食べる。

　なんて話していたことを思い出す。その話を聞く限り、「お医者さんは大変だ！」と多少の驚きと感心が双葉の心を占めた。

　毎日多くの患者たちを救う片桐を、彼が好むケーキで癒せているのなら嬉しい限りだった。

　だけど、夕食までケーキを食べていると聞いてしまい、頭の中で、「んん？」と双葉の小さな分身が首を傾げる。

「片桐さん」

「なんだ？」

　動揺が声に出ないよう、必死にうるさい心臓から意識をそらし、彼の名前を呼ぶ。

「ケーキは、ご飯じゃ、ありません！」

　電話の向こうで、キョトン顔でもする片桐を想像しながら、双葉は自分なりに精一杯語気を強め、「私は今、怒っています！」と主張した。










　まさかの夕食までケーキ事件発覚後、双葉の日課が一つ増えた。

　それは、数日おきに店へやってくる片桐のために、日持ちするおかずや、焼きおにぎりを作ることだ。

　彼は事前に、「明日店に行く」と連絡をくれるので、そのスケジュールに合わせ、半強制的に片桐へ〝夕飯の押し付け〟をしている。

「は？　いや、そんな。悪いって！」

　初めておかずを渡した時、片桐はひどく戸惑っていた。店内で押し問答を続けるわけにもいかず、他のお客さんたちの目や仕事を理由に、保存容器が入った紙袋を押し付けて、すぐにショーケースの裏側へ避難、接客中の女性店員たちの背後をすり抜けてスタッフオンリー区域に逃げた。

　最初は、会計担当の子に、「やっぱり返してくれ」と返却されると思っていた。

　けれど、いつも通りケーキを買った彼はしばらく思い悩んだ様子を見せた後、双葉が持参した紙袋も持ち帰ってくれた。

　夜になると、謝罪と一緒に、「美味しかった」とメッセージが送られてきて、双葉は自宅リビングで小躍りしそうな程嬉しかった。

　そんな攻防が二度、三度と続いた後は、片桐も素直に双葉からのおかずを受け取ってくれるようになった。

　毎回直接渡せればと思うものの、いつ彼が来店するかわからず、双葉が調理場から離れられない時もある。

　そういう時は、フロアに出る子たちに、「これ、片桐さんが来たら渡してもらっていい？」と料理が入った紙袋を預けるようになった。




　連日雨が降り続く梅雨が終わって、本格的な夏が到来する七月。

　今日も一日の営業を終えた店内で、在庫確認を終えた双葉がフロア清掃を手伝っていた。

　だがその途中で、「梅津さん、ちょっといい？」と先輩スタッフに声をかけられた。素直に掃除の手を止めて首を傾げれば、おもむろに手首を掴まれ、「まぁまぁ、こちらへ」と飲食スペースへ誘導される。

　イートインスペースに半強制的に座らされた双葉は、清掃を続けるスタッフたちの様子をぼんやり見つめるしか出来ず戸惑いを覚えた。

　テーブルの上には、イートインを利用するお客様へ無料提供しているアイスティーが入った紙コップが置かれている。

（これ、完全に掃除を中断する流れじゃない？）

　訳が分からず同僚たちの顔をキョロキョロ見比べていれば、不意を突くように誰かが、「ちょっと休憩！」と声高らかに宣言した。

「恋人でもない男に、ほぼ毎日甲斐甲斐しくおかずを作るなんて、あまりしないんじゃない、かな？」

「猫ケーキのバリエーション増えたの、片桐さんと猫カフェに行ったからでしょう？」

「試作の時に柄確認しようと思って、スマホの写真見せてもらったけど。あれは、猫の資料って言うより、猫と戯れる片桐さんを激写した写真ばっかりだったよ？」

　休憩を言い渡された後、一緒に清掃していたスタッフたちが苦笑混じりに次々声を上げる。

　どれも、双葉の行動が〝普通と少し違う〟ことを指摘するものばかりだった。

（片桐さんが心配だったから、おかず作ってただけなのに……）

　それらを聞いた双葉は、紙コップに口をつけながら、つい心の中で不満を漏らす。

　だけどすぐに、「本当にそれだけ？」と、心の中にいる自分から問いかけられた気がした。

　つい〝告白された日の出来事〟を思い出してしまい、「下心とか、ある？　いやいや、ないない！」と、頭の中で赤面した自分の幻が思いっきり首を横に振る。

　中身が減ったコップを両手で持ち、表面を親指で無造作に撫でながらつい考えてしまう。

　本当に彼の体調を心配したのが始まりだった。夕食がケーキなんて食生活は、本気でマズいと思ったのだ。

　最初はかなり強引におかずを押し付けたけど、回数を重ねるうちに片桐は喜んでいる様子がうかがえる。

　どのおかずが美味しかったとか、またあれが食べたい、なんてリクエストもちょくちょく貰っている。

　本当は、そんなやりとりが最近とても嬉しくて、毎回、「次は何作ろうかな」と暇さえあれば考えている自分がいるのだ。

　お店では、お客さんが喜ぶ顔が見たくて日々ケーキを作っている。

　だけど私生活では、〝誰かのために料理をする〟なんて、今が初めてかもしれない。

　小学生の頃から料理をするのは好きだった。その中でもお菓子を作っている時が一番ワクワクして、出来上がったお菓子を前に一人で喜んでいたのを思い出す。

　あの頃に感じていた気持ちとは違う高揚感を、自分は今胸に抱いていると理解して、双葉はかすかに嘲笑的な笑い声を漏らした。

「片桐さんの隣になんて、立てないよ……」

　続けて零れ落ちたぼやきは、きっと誰の耳にも届かないはずだ。

　双葉が恋愛未経験だと告白したあの日、片桐は、「俺が愛する女を否定するのは、例えお前でも許さない」と言ってくれた。けれど、幼少期からの〝梅津家の呪縛〟が双葉の心にどうしても圧し掛かってしまう。




　一度は距離を置こうと思ったのに、彼と過ごす時間がどうしようもなく心地良くて、つながりを切れずにここまで来た。

　ご飯作りを申し出たのも、もしかしたら現状に満足出来ないと、無意識に心が主張でもしたのかもしれない。




　──今なら、まだ引き返せる。

　これからは、ただの友人として、彼と──。

　ようやく自覚した恋心に即フタをして忘れたいと思うものの、考えれば考えるだけ、頭の中は不器用に笑う片桐の姿で満たされていった。





◇　　◇　　◇






　勤務を終えて自宅へ戻った宗悟は、最近双葉から差し入れてもらうようになったおにぎりとおかずを数品レンジで温め、遅めの夕食をとっていた。

　──プルルルル、プルルル。

　そんな時、個人で契約しているスマホに着信が入り、チラリと発信者の名前を確認すれば、父親からのものだった。

　一旦食事の手を止めて、お茶を飲んで喉を潤す。そしてスマホの画面をタップし電話を繋いだ。

「……なに？」

　すぐにスピーカーモードに切り替え、宗悟が声を発すれば、「おぉ、今日は早いな」なんて、ケラリと笑う父親の声が聞こえた。

　実の親相手だからと、彼はまた箸を持ち、残り少ないおかずを口に運ぶ。

「何かあったのか？」

　病院勤務の息子の体調を気遣っているのか、両親からの連絡はほとんどメッセージアプリを使った文字でのやりとりだ。

　その父親が急に電話なんて、と宗悟は内心疑問を抱きながら、暗に用件を言うよう電話の向こうへ促す。

「母さんから聞いたんだが、今日の昼間、梅津さんの奥方が訪ねてきたようだ」

「は？　実う家ちにか？　どうして住所なんか知って……」

　電話口から聞こえた言葉に思わず食事の手を止めた宗悟は思案顔でポツリと疑問を零した。

「清江さんから聞いた可能性はあるか？」

「いや、あの人とは連絡を取り合ってるし、教えるはずがないと思う。こんなこと、俺が言うのも変な話だけど……清江さんは、双葉にすごい肩入れして可愛がってるみたいだ。逆に、実の姉貴でもある梅津の母親や、娘……姉の扱いには苦労していると、この前愚痴をこぼされた」

　お見合い後、清江が片桐家を訪ねてきた直後から、宗悟は彼女と何度もやりとりをしていた。

　その中で理解したのは、彼女が梅津家の娘たちのうち、双葉の方をより可愛がっていること。そして、実の母親の方は姉の和葉ばかり贔屓しているという歪んだものだった。

　何も無理矢理聞き出したわけじゃない。日々やりとりをするなかで、今後のことも考えた宗悟が、「少しでも梅津家の情報が欲しい」と、ほんの少し清江が愚痴りやすいような言葉を投げかけたくらいだ。

　実家の場所を知られたことは予想外だったが、今は情報源探しに時間を割く暇はない。

「うちに来た理由は？」

「見合いの件で、すっかりあちらは姉の方……和葉さんと宗悟がいい仲と思い込んでいるらしくてな。今後ともよろしく……なんて言いながら、聞いてもいない娘の自慢ばかりして帰っていったらしい」

（馬鹿なのか？　自分が双葉に代役頼んだこと、まさか忘れたわけじゃないよな？）

　父親から受けた説明に深いため息を吐けば、電話の向こうで似たようなことを考えたらしい男のため息も聞こえてくる。

「宗悟……一度双葉さんをこっちに連れて来なさい。母さんも、お前が気に入った女性のことが気になるらしくてな。猫のケーキも、可愛いと喜んで写真を撮ってご近所に自慢してるぞ」

　重々しくため息を吐いた父は、息子に対し自分たちの要望と、妻の近況を話しだす。

　その声を聞いて、少し前に、双葉が考案した猫モチーフのケーキを含め、数個ほど、実家に持って行ったことを思い出した。

　今じゃ、あのケーキ店以外でケーキや焼き菓子を買わなくなってしまった。

　それ程までに、自分は彼女と仲間たちが作るケーキに惚れ込んでいるのかもしれない。

　なんて自覚を抱きつつ、「もう少し待ってくれ」とだけ返事をしておいた。

　その後はお互いの近況報告を少しして、今後も何かあれば連絡を、ということで落ち着き電話が終わった。

　通話を切れば、双葉から新しいメッセージが届いているという通知が目に付く。

　アプリを開いて、すぐに彼女からのメッセージを確認しようとした途端、ある一点に思わず視線が向いてしまう。

　それは、双葉の名前とアイコンが表示された下の段。正直もう見たくない名前とアイコン、そして未読メッセージ数を示す数百件越えの数字。

　アイコンの主は、双葉の姉の和葉だ。

　お見合い直後、清江が誤って実の姉に宗悟の連絡先を教えてしまったのをきっかけに、彼は和葉とつながりをもってしまった。

　最初、「先日のお見合い、ありがとうございました」なんてメッセージと一緒に友だち申請が来た時、宗悟は〝あの場に居た彼女〟だと思って申請を許可した。

　けれど少しやりとりをしただけで、自分が知っている〝パティシエの彼女〟じゃないと気づいた。

　清江からの謝罪が決定打になったものの、「こういう類の女は、突然関係を断つと後で何しでかすかわからん」という宗悟なりの考えで、今も繋がっている。

　医師として忙しく働く宗悟のことを気遣って、必要最低限のメッセージに留めてくれたり、返信不要な内容を時々送ってくれたり、宗悟の体調を心配したりなど。

　双葉とのやりとりは、いつも彼女なりの気遣いが溢れたものだ。

　一方の和葉は、まさに自分本位だった。基本メッセージが来たと思えば、「デートはいつなら大丈夫そうか」「あの辺りにいいレストランがあるらしい」など、宗悟の意見を聞く気がほぼ無く自分の要望を一方的に伝えるものばかり。

　仕事が忙しいからと、数回に一回くらいのペースで、最初はのらりくらりかわしていた。

　公園に和葉を呼び出し、「自分が求めているのは和葉だ」と伝えて以降は、返信はもちろん届いたメッセージすら確認していない。

「あの、和葉から何か連絡来てますか？」

「何も来てないから心配するな」

　あの日以降、姉の暴走を警戒しているらしい双葉から、よく確認を受けている。

　その件に関して、宗悟はいつも、「大丈夫。何もない」と答えるのみだ。

　双葉の叔母、清江に対してもその対応を貫いている。

　そんな状況にも関わらず、相変わらず和葉からの一方的なメッセージは止まない。以前より少し減った、くらいの認識はあるが、ゼロじゃない。

　今回のお見合いを発案したのは、他ならぬ宗悟の両親だった。

　良い相手が居ないかと、父が自分の兄──宗悟にとっての伯父に相談した。

　そこに名乗りを上げたのが、伯父と同じ会社で役員同士交流があった梅津家の父親。

　その結果が、現状に繋がっている。妹に代役をさせるほどお見合いを嫌がっていた姉は、外科医という宗悟の肩書きと、彼の外見の良さにしゃしゃり出てきた。

　宗悟へ執拗にメッセージを送ってくるだけなら、まだどうにか対処できると思っていた。

　けれど最近では、双葉たちの父親が伯父にいらぬ機嫌取りをしたり、母親が夫に届け物をするという口実で会社に赴き、「うちの娘は、お宅の甥っ子さんと相性ぴったりだと思います」みたいな主張をしているらしい。

　代役お見合いの件は、双葉や清江の印象など様々なものを含め、宗悟と片桐夫妻、そして伯父夫妻の間で情報を共有している。なかでも躍起となっているのは、宗悟の父と母だった。

「宗悟が気に入った人なら、ぜひとも嫁に来て欲しい！」

　なんて、両親も伯父夫妻も、四人揃って瞳を輝かせながら自分と双葉がくっつくことを期待しているのは知っている。

（だからって、あいつを……急かす気にはなれない）

　双葉は多少なりとも自分を好いてくれている。

　彼女と出かけるようになってしばらく経った頃から、確信にも似た気持ちを抱いた。海で告白した後の一件は、正直少し後悔する部分がある。告白して気持ちが昂っていたことと、自分を拒絶しない双葉の優しさに甘え、暴走した感が否めない。

　彼女と接するようになって、双葉が自分と似て人付き合いが苦手な女性とわかった。

　そんな彼女のそばにいるのはとても心地いい。彼女も同じように思ってくれていると言ってくれたことが正直とても嬉しいのだ。

　宗悟はあれ以来、気を抜けば暴走しかねない心を律しながら双葉と接している。すべては愛しく思う初心なパティシエのため──。




　子供の頃から今まで、宗悟は人と距離を置いて過ごしてきた。

　他人との会話は彼にとって疲労につながるだけで、一人で本を読み、知識を吸収する時間の方が何倍も有意義だった。

　一人で居たがる彼が心を許すのは、家族や親戚など、一部の親しい人間──自分のテリトリーに受け入れた人くらいだ。

　彼らに対しては、無意識ながら態度や言葉が柔軟になる。

　そんな彼は成長するにつれ、大変不本意ながら〝仕方なく〟必要最低限のコミュニケーション力を身に着けた。

　といっても、基本無口な宗悟相手だと、たいして親しくない人は決まって、「何を考えているかわからない」なんて離れていく。

　恋愛面では、その反応が一層顕著だった。

　双葉の姉──和葉のようなヒステリック女にも、宗悟は度々言い寄られたことがある。

　仕事で忙しい。急患が入った。なんて、適当に理由をつけて、こちらが無視を決め込めば、皆離れて行った。

　なのに和葉だけは、これまでの策が通用しない。

（あいつ……俺のことばっかり心配してるけど）

　──俺はお前の方が心配なんだよ。

　父親との通話を続けるなかで、宗悟は考えていた。

　梅津家の女たちの昂った感情が、自分に向いているならまだいい。

　その矛先がいつ双葉に向けられるか、宗悟はここ最近不安で仕方ない。

　しかも、双葉へ向くとばかり思っていた矛先が自身の親や伯父に向けられたことも気がかりだ。

　どうしたものかと頭を悩ませるなか、「なぁ」と息子を呼ぶ父親の声が電話越しに響く。

「ちょっと強引でも、双葉さんと籍を入れてしまうのが、一番の解決法なんじゃないか？」

　聞こえてきたのは、〝最適解〟と頭で理解しているのに、〝あのぎこちなくもあたたかい笑顔〟を前にした途端遠ざけてしまう解決策だった。







第六章 嬉しいのに止まらない涙








　梅雨が終わり、夏本番が始まってしばらく。外気温が二十五度を超えるのは当たり前になった。

　それにともなって、ペースネージュが売り出すケーキ類も夏を意識した涼し気な色合いのものや、レモンなど酸味のあるフルーツを使ったケーキに入れ替わっていく。

　他にも店の内装や制服を夏仕様にしたり、夏季限定でソフトクリームを売りだしたりと春とは違う季節色が強くなる。

　ケーキの売れ行きはいつもながら好調だ。それに加えて、連日の暑さでソフトクリームを求めるお客さんも多い。

　涼を求めて、イートインスペースで休憩する人も増えたため、そちらも期間限定でテーブルを増やしている。

　フロアスタッフがこの季節いつも以上に忙しなく動いていることを、双葉は理解していた。

　少しでも向こうを手伝えればいいけれど、「これが私たちの仕事だから！」と笑顔で拒絶されてしまう。

「あー！　くそっ、暑い！」

　手元へ向けていた視線と意識が、苛立ちしかない先輩の声に引き寄せられる。

　クリームを作るためにボールを固定し、ホイッパーを持っていた手を止めて顔をあげれば、オーブンのそばからのっそり先輩が顔をのぞかせた。

　頼もしい指導係──祥子が悪態を吐く様子に、調理場内から、「頑張れー」と苦笑い混じりの応援が聞こえる。

　夏に突入し、フロアが忙しくなったのは確かだ。けれど調理場は別の意味で地獄な面がある。

　双葉たちが働く調理場内の室温は、クリームやチョコが溶けないように、少し低めの温度に設定されている。

　店の外に比べれば天国とも言える場所かもと一瞬思ってしまう。けれど、次々調理に追われる彼女たちに気を抜ける時間なんて皆無に近い。

　さきほど祥子が思わず声をあげたのは、焼き上がったスポンジをオーブンから取り出した瞬間、内部の熱気を浴びたせい。夏場に嫌われる作業の一つだ。

　そして双葉が今やっているクリーム作りも力仕事なせいか皆が一瞬ため息を吐く作業。

　なんて、時々笑い合える文句を言い合いながらも、双葉は相変わらず同僚たちと大好きなケーキ作りに励む毎日を送っている。

　それはこれまでと大差ない、彼女にとっての〝日常〟だ。

　その日常に、仕事面だけじゃなく、プライベートも含まれていればよかった。

　なんて、つい考えてしまう困惑を双葉はここ最近抱え悩んでいた。










　とある週の土曜日。双葉は週末休みの片桐に誘われ、水族館を訪れていた。

　夏場なせいか、割と混雑しているものの、皆水槽の中を泳ぐ魚たちに夢中で、耳を塞ぐほど騒がしいわけじゃない。

　片桐の隣を歩きながら、一緒に水槽を見上げたり、展示されている魚の説明パネルに目を通したりと、二人は穏やかな時間を過ごした。

　二人で昼食、夕食と、「ここにしようか」と決めたお店に入って、一つのメニュー表を一緒に覗いて決める。

　差し入れをするようになり、片桐の好みを少しずつ把握してきたお陰で、「あ、これ好きそう」なんて思うメニューをすぐに発見できるようになった。

　ここまでは、以前と変わらない休日の過ごし方だ。

　以前は、夕食を食べた後、少しだけ遠回りなドライブをして、彼は双葉を自宅へ送り届けてくれた。

　そんな〝休日の終了パターン〟が確実に変化している点が、今の彼女にとって悩ましい問題である。




　夕食後、片桐が運転する車に乗って二人が向かったのは、双葉たちがいつも行動するエリアと、水族館の中間にあるという自然公園だった。

　街中から少し外れた所にあるそこは、双葉たち以外は誰も居なくてとても静かだ。

　駐車スペースに車を停めて、腹ごなしも兼ねて、公園内を少しばかり歩く。

　ブランコやすべり台など、遊具がいくつか目につくので、昼間は子供連れが来るのかもと考え、つい微笑ましく思ってしまう。

　特別話しかけてこない片桐に意識を半分向けつつ、残りの半分を公園内の観察に向けた双葉は、ぐるっと園内を眺め終え、視線をふと自分の手元へ向けた。

　隣を歩く片桐と、自分との間で二つの腕が同じ速度で揺れている。

　水族館に着いた後、「はぐれないように」なんて理由をつけて、彼に繋がれた手の平から、自分と違う熱をずっと感じていた。

　水族館を出た後も、車を降りるたびに、片桐はさり気なく双葉の手を取って握りしめてきた。

　今も続いているそれは、もし双葉から手を引く仕草をすればきっと簡単に離れるんじゃないか、と思ってしまう。

　──だって片桐さんは、優しいから。

　いつも双葉が喜びそうな場所を外出先に選んでくれる。車の乗り降りの際も、助手席を開けてくれる。食事代は基本彼持ちだ。

　最初の頃は、遊びに行った施設の入場料二人分も含まれていた。けれど今は、双葉が必死に説得して割り勘にしてもらっている。

　と言っても、片桐の出費の方が断然多い。何度も、「割り勘で！」と主張したのに、決まって、「俺が払いたいからいいんだ」と返される。お手洗いに行っている隙に支払われたことも何度かあった。

　そんな彼の優しさに甘えて──恋心を自覚した相手と繋がっている手を振りほどけないまま、双葉は今ここにいる。

　毎回手を繋いでくるのは片桐の方からだ。人混みじゃない所でも、彼は手を伸ばしてくれている。

（私は、嫌われてないの、かな）

　幼い頃から姉と比べられ下に見られてきた影響もあって、双葉は自分に自信がないまま大人になった。

　そんな自分を、休みの日に彼は何度も外へ連れ出してくれた。半分押し付けで始めた料理を、「美味しい」と食べてくれる。

　彼に会うたび、過ごす時間が増えるたび、せっかく蓋をしようとした自分の気持ちが揺り動かされてしょうがない。

「…………」

　手を繋いだまま、ぼんやりと横に立つ片桐をしばらく見上げていると、双葉の視線に気づいたのか彼が不意にこちらを向く。

「んっ！」

　クイっと上がる彼の口角を見た瞬間、突然グイっと身体が少し前のめりに揺れた。

　そのままポフッと全身があたたかい熱に包まれ、頬が自分と違う厚くてかたい胸板に押しつけられる。

　咄嗟に両手を胸元に構えたものの、彼の胸に押しつけられた手のひらの防御力は低そうだ。

　夏とは言え、夜になれば気温は下がり頬をひんやりした風が撫でていく。

　好きな人に抱きしめられているこの状況が恥ずかしいあまり、双葉の頬はみるみる熱を持っていく。

　ついさっきまで頬を撫でていた風が気づけば生ぬるい。双葉は体感した温度の違いで、「また抱きしめられた」と現状を認識する。

　彼に抱きしめられることも、手をつなぐことと同じく今日が初めてじゃない。

　夕食を食べた後、「少し寄り道してくか？」なんて言い出す片桐の言葉に頷くと、彼は毎回人気の無い場所に双葉を連れてきてくれる。

　昼間とは一味違う、二人だけで過ごす静寂の時間は、ドライブ中の車内と同じくらい心地いい。

　その心地いい二人きりの空間で、時折車道を走る車の音を遠くに聞きながら、車のそばにたたずむ。その後決まって彼は双葉を抱きしめ、彼女の唇を優しく奪っていく。

「双葉……好きだ」

　抱きしめられたまま、数週間前のことをぼんやり思い出していた双葉の意識が、自分へ愛を訴えるほんのり熱のこもった声に引き戻される。

「……ん、ふっ」

　聞こえてきた声にトクンと胸が高鳴るのを感じて、反射的に片桐の顔を見ようと少しだけ視線を上げる。

　次の瞬間、視線と一緒に上げた顔──顎の辺りにクイっとカサついた指がそえられ、同時に唇を塞がれる。

　いまだ慣れない彼とのキスに驚くせいでピクっと肩が震える。

　すると、双葉の腰に回されていた片桐の左腕に力が入り、グイっと彼女の身体を引き寄せていく。

　波の音をＢＧＭに初めて唇を奪われた日以降、彼は以前より積極的に双葉に触れてくる。

　前は夕食が終われば、そのままアパートまで送ってくれていた。

　けれど今は、途中で毎回二人きりになれる静かな場所へ立ち寄ることが多い。

　そこで彼は必ず双葉を優しく抱きしめて、キスをして、「好きだ」と想いを伝えてくれる。

　最近の双葉の悩みの種は、まさに〝これ〟だ。

　もう少し待っていてと願ったあの日から、どんどん片桐のアプローチが分かりやすくなっている。

　それらの行動すべてが、「俺を好きになれ」と力強く彼女の心と身体を引き寄せてくれている気がした。

　最初は驚くばかりだったし、今だって戸惑いが消えたわけじゃない。

　だけど、彼から何度も、「好き」と伝えられ、嬉しいと思ってしまう自分もいる。

　ペースネージュで声をかけられてからずっと、優柔不断なまま甘えている自覚もある。

（このままじゃ、いけないってわかってる、のに……）

　──どうしても、最後の一歩が踏み出せない。

「双葉」

　彼の腕に抱かれたまま、口付けの余韻に浸りきれず一人で考え込んだ時、不意に名前を呼ばれた。

　顎に触れていたはずの手は、いつの間にか離されたようで、聞こえた声に視線を向ければすぐ片桐の瞳に囚われる。

　恋愛に疎い双葉でも、「え？」と違和感を抱く、熱と欲を隠さない視線が、全身に絡みついてきた。

「お前、自分が今……どんな表か情おしてるか、わかってるのか？」

「……？」

　続く問いかけの意味がわからずパチリと瞬きをして、思わず不思議そうな表情を浮かべてしまう。

　その反応を見た片桐は、おもむろに双葉の髪へ数本指を通し、そのまま彼女の頬に手の平を這わす。

「……っ！」

　触れ合った部分から伝わる火照った熱に驚き、ピクっと肩が震える。けれど、不思議なことに、「逃げたい」「怖い」なんてマイナスな感情は抱かなかった。

　代わりに、片桐について考える時以上に、ドクドクと高鳴る心臓に気づく。

「毎回毎回、許可も同意もなしにお前に触れる男に、こんな表情……勘違いしそうになるだろ、馬鹿が」

　最後は昂った気持ちを吐き捨てるようにぼやく片桐の声が聞こえた。

　どこかイラついているようにも聞こえる声の意図がわからない双葉は、彼を見上げたまた軽く瞬きをする。

　片桐を見つめる瞳は熱っぽく潤み、顔には快感を与えられたような恍惚の表情が浮かぶ。その姿を直視した彼の指摘が曖昧なせいか、男を惑わせる表情を浮かべる本人は気づいてすらいない。

　彼のボヤきを受けた双葉は、一瞬呆けたものの、すぐにその意味を考えた。

　これまでずっと先延ばしにしてきた〝答え〟についても改めて考えると、不意にストンと納得する気持ちとほんの少しの勇気がわく。

「勘違い……じゃないです」

　そのまま、緊張で身体が火照りカサついた唇を震わせる。

　精一杯の声量を出したつもりなのに、実際は蚊の鳴くような声だった。

　か細い声にも関わらず、彼はちゃんと気づいてくれて、「えっ？」と少し驚いた様子で聞き返してくる。

「勘違い、しなくていいです」

　一回目より意識して声を張ると、ただでさえ熱い身体が余計内側から火照っていく。

　恥ずかしさのあまり俯いた双葉は、咄嗟にこれまで添えるだけだった両手で彼のシャツを握りしめた。




　片桐は双葉を抱きしめたまま、双葉は彼のシャツを掴んだまま、お互い無言の時間が過ぎていく。

　その静寂を破った片桐は、双葉を優しく拘束していた腕を離し、両手を彼女の頬へのばした。

「あっつ！」

　ピトッと手が触れた瞬間、あまりの火照り具合に驚く片桐の反応に同調して、両肩がピクリと震えた。

「双葉、下ばっかり向いてないで、顔見せて？」

　そのままやんわりとだが強制的に上を向かされてしまう。彼の手で塞がっていない耳に届く声は、蜂蜜と砂糖を煮溶かしたようにどこまでも甘く双葉の鼓膜と脳、そして心を震わせる。

「……っ！」

　声だけに留まらず、彼の瞳まで甘く蕩ける魔法がかかっているように思えた。これまでたくさんの時間を過ごしてきた中で、一番甘く熱い視線を受け、本能が、「逃げろ」と一瞬身じろいでしまう。

　だけど、頬を包まれた状態じゃ、その場でたたらを踏むしかない。

「ははっ、顔真っ赤だな。すげー熱い」

　双葉を見て何を思ったのか、至極楽しそうに彼はケラリと笑った。

「だ、誰のせいで……っ！」

　こんな姿になった原因は貴方でしょう、と感情を露わに訴える彼女の声は、今日二度目のキスに遮られる。

　唇が離れた瞬間、反射的に止めてしまった息を吐き出したせいで、「ぷはっ」と間抜けな吐息が漏れる。

　けれど片桐は気にしていない。それどころか、双葉の息継ぎを確認した直後、彼はもう一度彼女の唇を塞ぐ。

　片桐はそのままチュッチュっと何度も双葉の唇へ啄むようなキスを送る。

「んっ、ふ……片ぎ、ぁ、ふぅ」

　戸惑いを逃がそうと、双葉は握っていた彼のシャツから離した手で、ポフポフとすぐそばにある胸板を叩いた。なのに、片桐のキスが止む気配は無い。

　それどころか、彼は両手を一旦双葉の顔から離し、そのまま彼女の片手を取ると、「俺の背中に腕をまわせ」と言わんばかりに誘導してくる。

　されるがまま、自分より大きな背中に両腕をまわすと、今度は彼の腕が双葉の腰へまわった。

　不意にキスの雨が止んだ瞬間、力強い腕にグイっと身体を抱き寄せられ、ただでさえ近い二人の距離が、ほぼゼロになっていく。

「お前が見合いの場に来てくれて良かった。俺はきっと」

　──見合いをする前から、双葉が好きだったんだ。

　さっきより近い距離でうっとりと自分を見つめる彼の視線、ストレートに愛情を伝えてくる言葉に、自然と意識が絡めとられ、これまでずっと踏み出せなかった最後の一歩を踏み出させてくれる。

「片桐、さん……あの、今まで甘えてばかりで、ごめんなさい」

　きっと〝今〟を逃せば、また弱腰な自分に戻ってしまう。直感した双葉は、全身を巡る熱も、一際火照って真っ赤になっている頬も気にせず顔を上げた。

　今にも目を瞑りたい、俯いてしまいたい衝動を我慢して、自分を抱きしめてくれる彼を見つめ、唇を震わせる。

「片桐さんには、家族のことを含めたくさん迷惑をかけました。そんな立場の私が……好きになっちゃいけないって、ずっと思ってて」

　それでも、一緒に色んな場所へ遊びに行くのは楽しかった。

　自分の作ったケーキや料理を、美味しいと食べてくれるのが嬉しかった。

　時々言葉がつかえたり、上手く言えず口ごもったり、たどたどしく自分の気持ちを声に出していく。

　ずっと自分の中に仕舞っていたモノを放つのは、とてつもなく恥ずかしい。

　けれど、一度言葉にしたお陰か、途中で〝告白〟を止めたいとは思わなくなっていた。

「私……お見合いの日まで、お店でケーキを作ってる時間が一番大好きで、大切だったんです。だけど今は……片桐さんと、一緒に居る時も同じくらい、その、えっと……」

　不器用に気持ちを伝え続け、あともう少し、という所で、不意に頭の中が真っ白になっていく。

　高熱を出したのかと錯覚しそうになるほど全身が熱くなっている気さえするなか、「ええっと、だからぁ……」と困惑に満ちた声がみっともなく零れた。

　話の軌道をどうすればいいか、考えるだけで余計混乱する最中、名前を呼ばれ意識の何割かが自然と片桐の方を向いた。

「明日……休みだって言ってたよな？」

「……は、はい」

　突然の問いかけに、双葉はコクンと頷く。

　本当なら、明日の日曜双葉はお店に出る予定だった。

　だが、先週体調不良の先輩に代わって出勤したため、本来の休みも絡め、今日と明日、双葉は珍しく連休をもらっている。

　そのことを、今日の予定を電話で相談した際に話したことを、片桐は覚えていたようだ。

「今日はこのまま……俺の家、来るか？」

「……へっ？」

　突然の話題にキョトンと呆けていれば、続けて聞こえた声に今度は思わず自分の耳を疑った。

「可愛い顔で可愛いこと言われたら……お前のこと、帰したくない」

　続いた言葉と、ギュッと全身を抱き込むハグをされた双葉は、片桐が自分を求めている〝意味〟に気づき、心臓が一際高鳴るのを感じた。

　その後、彼の腕の中で大人しくしていれば、ゆっくり身体を抱きしめていた腕の力が抜けていく。

　少しだけ身動ぎをしてゆっくり顔を上げれば、「ダメか？」と瞳で無音の訴えをする彼と視線が絡み合う。

　数回瞬きをした双葉は、つま先に力を入れて背伸びをし自分から口づけ、今出来る精一杯の返事をした。










　片桐から突然提案された彼の家への外泊。彼が、「帰したくない」と言った言葉の奥に見え隠れする意味に気づけないほど、双葉はバカじゃない。

　その意味を理解して、受け入れて、彼女は頷き自分の肩を抱く恋人と一緒に車の中へ戻った。




　──ザザーッ。

　公園を出発してから二時間後。双葉は片桐の家でシャワーを浴びていた。

　すでに全身を綺麗に洗い上げ、濡れている髪もトリートメントがなじむようバスキャップの中にまとめている。

　もう浴室から出ても問題ない状態にも関わらず、彼女がなかなかバスチェアから腰を上げる気配はない。

（お風呂、後にしてよかった……）

　空いている手が、無意識に胸元──心臓近くの肌へのびた。身体が温まっているからで片づけられないほど、双葉の心臓はドクドクと激しいリズムを刻んでいるのが手の平に伝わってくる。

　ようやく片桐の気持ちに応えることが出来、半分勢い任せなまま彼の家へ来てしまった。

　後悔なんてしないものの、公園からマンションまでの道中、そして彼の家に上がってからも一度抱いた緊張は消えず、増すばかりだ。

　ここへ来る途中でドラッグストアとコンビニに寄って、歯ブラシなど必要なものを一通り買ってきた。

　必要なものを手に取るたび、どうしても〝お泊り〟を意識するからか、双葉の頬は買い物中終始熱を孕んでいた。

「早く、上がらなきゃ……」

　シャワーの音にかき消されそうになる呟きを零しながら、視線を一瞬背後にあるドアへ向けた。

　もう浴室ですることもないと頭で理解しながら、つい〝これから起きること〟を想像するせいで、足に力が入らない。

　十中八九、ここを出れば自分は片桐に抱かれる。泊まりの誘いをされた時から、頭の片隅で理解していた。

　本気で嫌なら、彼の言葉に頷かないでアパートへ帰ればよかった。

　だけど自分は彼の家に居るうえに、今さら恥ずかしがって浴室に半籠城中だ。

（どう、しよう……）

　相反する考えが頭の中でグルグルと回っていく。次第に少しずつぼんやりする意識が、コンコンと背後から聞こえたノック音に繋ぎ留められた。

「おーい、大丈夫かー？」

「っ！　は、はいっ！」

　反射的に後ろを振り返った双葉の耳に、心配を隠さない問いかけが投げかけられ咄嗟に返事をしてしまう。

　同時に、擦りガラス越しでもわかる〝恋人になった宗悟〟のシルエットを見た瞬間、「覚悟を決めろ」と自分を鼓舞する幻聴がしたように思えた。




　その後、心配なのかその場を動こうとしない宗悟を、「本当に出ますから！」と少々強めの口調で追い払った。

　覚悟を決めて脱衣所へ出た双葉は、入浴中に宗悟が用意してくれたらしいバスタオルで身体を拭き、コンビニで買った下着を身に着けていく。

　その上から彼が貸してくれた普段着に袖を通し、恐る恐るリビングを目指した。

　宗悟が貸してくれたのは半袖Ｔシャツにハーフパンツ、夏場の定番とも言える服だった。

　けれど、身長差が二十センチ以上ある上に体格が違いすぎるせいで、双葉にとってのそれは七分丈の服になっている。しかも、ハーフパンツはサイズが合わな過ぎて、ウエストの余った部分を片手で掴んでいないとずり落ちてしまう。

　なんとも歩きにくいと思いつつ双葉はリビングで待っている彼の元へ向かった。

「……ブッ！」

「わ、笑わないでくださいっ！」

　部屋の中へ入れば、グラス片手に立っていた宗悟と目が合う。すると次の瞬間、勢いよくふき出し彼は笑いだしてしまった。理由はすぐに見当がつき、咄嗟に抗議した双葉の頬に湯上りとは別の熱が差し込む。

　着替えを貸してもらった手前、文句をつける気はまったく無かった。けれど笑われたのなら、それはまた別問題だったりする。

　身長差の関係で宗悟から借りたＴシャツだけを着ても、パッと見た限りワンピースを着ているように見えなくもない。けれど、その恰好は心もとないと下も穿いたのに笑うなんて失礼な！

「笑って悪かった。ほら、スポドリ飲んで」

「…………」

　恋人の態度にへそを曲げた双葉は、すっかり口を閉ざしてしまった。そんな反応すら可愛いと内心思いつつ目を細めた宗悟は、事前に準備しておいてくれたらしきドリンクが入ったグラスを差し出してくれる。

　お風呂上りは軽く脱水気味だと説明されれば、いくら機嫌が悪くとも双葉は素直にグラスを受け取り口をつけた。

　しばらく宗悟からの謝罪は続き、合間に、「かわいい」と言われてしまえば、ただでさえ羞恥が残る心をかき乱される。

　そんな双葉の気持ちを知ってか知らずか、いつの間にか空いている手を彼に握られてしまい、「こっち」と促されるまま寝室へ連れてこられた。

「双葉が嫌なことは、絶対しない。だから」

　──いいか？

　ベッドの端に座らされ、投げかけられた〝最後の確認〟の声に思わず息を呑む。

　投げかけられる言葉こそ疑問形をとっている。けれど、隠しきれない熱と欲が混じった視線で射抜かれてしまえば、拒絶なんて出来なかった。

　羞恥で顔を真っ赤に染めた双葉が一度だけかすかに頷いた。その様子を見た宗悟がベッドに片膝を乗せると、ベッドマッドがギシッと軋む音が聞こえる。

　数秒もしないうちに肩を優しく押され、力を抜いた身体はゆっくり後ろへ倒れベッドの海に沈んでいく。最中、彼はベッドの上に乗り上がったのか、今しがた聞いた音より大きな軋みが聞こえた。

　視線の先に見えた照明がすぐに宗悟の顔で見えなくなるのと同時に、双葉の唇に彼のそれが重なった。




　最初はお互い啄むだけだったキスが、相手の舌を求め貪り合う激しいものに変わるまで時間はかからなかった。

「ん、ふぁ……ンンっ、ぁ」

　体勢を立て直すために彼が顔を上げれば、二人の間を銀の糸がツーっと繋いでくれる。数秒もすれば途切れてく唾液を双葉は己の舌で受け止め、「もっと、ください」とばかりに上体を起こして自ら唇を重ねキスを強請る。

　緊張するこちらを気遣ってくれた宗悟が薄暗くしてくれた照明のもとで、二人はもう何十回と唇を重ね、互いの熱と欲を唾液と一緒に共有している。

　以前アパートで〝宗悟へお礼をした〟時に、彼は双葉に欲にまみれた淫靡なキスを教えてくれた。

　それを引き金にした快感をあの日知った双葉の意識は、もうすっかり蕩けてしまっている。

　寝室に着くまで緊張しかなかった意識が、恋人から与えられる快楽にすべて向いているせいに違いない。

「片桐、さん」

　トロンと目尻を下げ、熱を持った頬をほんのり染めながら、数センチの距離で見つめ合う彼の名前を呼ぶ。

　優しく微笑み返してくれる表情は、出会った当初鋭い目つきをしていた彼とは正反対の表情だ。

　そんな顔を知っているのは自分だけ──私だけが知っていたいなんて、どこかドロリとした気持ちを抱いてしまう。

（和葉には、渡したくない、なぁ……）

　一度抱いた感情は、双葉にとって初めての独占欲かもしれない。自分の中に芽生えたその意味にまだ気づかない彼女は、また自分から宗悟の唇へ自分のものを押しつけ、チュッとぎこちないリップ音を立てた。

「……宗悟」

「……？」

　息継ぎのために唇を離しながら、「片桐さん」と彼を呼ぶ。彼女の声に呼応し彼が発したのは何故か自分の名前だった。突然のことに理解が追いつかず戸惑う双葉が首を傾げてしまう。

　コテンと小首を傾げた彼女の唇へ、今度は宗悟が唇を重ねリップ音を立てた。

「名前で、呼んでくれ。俺のことも」

　──せっかく恋人になれたんだから。

　彼の顔がさらに近くなったと認識したのと、耳元で囁かれたのはほぼ同時。ついでにはむっと耳たぶを食まれ、身体がビクつき、「んぁっ」と嬌声が零れてしまう。

　しかも一度では終わらず、名前呼びを促すように、彼は突き出した舌で双葉の耳の表面を舐りだす始末だ。身体を捩って逃げようにも、耳と舌の距離が開くたび、彼は執拗に追いかけ愛撫を続ける。ワザと舌先に集めた唾液をクチュクチュ音を立てながら、何度もくぼみへ塗りつけてきた。

「ン、っ、ふ……宗悟、さん」

　数分間の攻防の結果、先に降参したのは双葉だ。

　恥ずかしさを我慢して、か細く恋人の名前を呟けば耳への攻撃が止まる。

　この状況は、聞こえた、ということか首を傾げた瞬間、薄明りのなかブカブカなＴシャツの裾に伸びる手が目に留まる。

「ひゃあっ！」

　宗悟の手が指先にあったものを掴んだかと思えば、一気にそれをたくし上げる。

　思わず悲鳴じみた声をあげた視界に、サイズの合っていないブラから溢れるバストが映り込んだ。

　コンビニで買ったサイズ違いのそれから、勢いよくあふれ出す色白な乳房は、明かりを落とした状況でもはっきり見てとれた。

「隠すなよ」

　慌てて胸元を両腕で隠そうとすれば、その行動を阻止する優しい命令が双葉の耳に届いた。




　一度はベッドの上で起き上がったはずなのに、気づいた頃にはまた押し倒されていた。

　今度はキスだけに留まらず、宗悟は自身の舌で、指で双葉に止めどない快感を与えてくれる。

　耳の後ろや首筋を舐められ、時に吸い付かれ、何度かピリッとした痛みを感じた。その痛みが生み出したキスマークの存在に、双葉はまだ気づいていない。

　一方的な宗悟からの愛撫をその身に受け、まだ抜けきらない羞恥で小さく喘ぐ双葉が着ていた服は、隙をつく宗悟の手で少しずつ脱がされていく。

　熱のこもった互いの吐息が間近で聞こえるほど顔が近づけば、どちらからともなく唇が重なる。

　息継ぎのため、次の行動にうつる準備のため、二人の唇が、肌が離れる一時すら惜しいとばかりに、宗悟も双葉も、目に付いた愛しい身体へ触れていく。

　服を脱がされた双葉が全裸になると、宗悟からの愛撫はすぐに全身へ広がっていった。

　以前アパートで宗悟と一緒の時間を過ごした時は、お互いに服を着ていたこともあり、双葉に与えられたのは局所的な愛撫だけだった。

　だけど今の双葉は恋人の眼前にすべてを晒している。そして目の前にいる宗悟もいつの間にか服を脱いでいて、薄暗い視界に薄っすら割れた彼の腹筋に思わず視線が向いてしまう。

　パチパチと無意識に瞬きをする双葉の瞳は、恋人の裸体を前にした彼がペロリと舌なめずりをする様子をとらえた。




「あぁっ、そう、ごさ……ダメ、そこ、きたなっ」

「風呂入ったんだ。汚くなんかねぇよ」

　数分後。双葉はベッドに寝かされた状態で両膝を強制的に立たせられていた。膝の辺りをガッチリ宗悟に掴まれ固定されてしまい、脚を伸ばせず弱々しく抗議の声をあげる。

　それに呼応する声はどこかくぐもっているように聞こえた。理由は双葉の視線の先にある頭が教えてくれる。

　双葉の脚を固定した宗悟は、その間に自ら顔を突っ込んでいるせいだ。

　蜜口から断続的に流れ出ていた愛液は、気づけば双葉の恥丘をぐっしょり濡らしていた。

　そこへ躊躇なく顔を近づけた宗悟は、何の迷いもなく濡れそぼったささやかな茂みを自身の舌でかきわけていった。

「本当に、そこ、だめっ！」

　愛蜜の源泉とも言える蜜口と、その上でぷっくり膨らむ恥豆が彼の瞳に留まったことに気づいた双葉が慌てて声を張る。

　咄嗟に股下に埋まる恋人の頭部へ両手をのばしグッとそこを掴んだ。このまま彼を押し返せれば、なんて思っていたのもつかの間。

「ひっ、ふぁああっ！」

　双葉が腕に力を込めるより先に、恥部全体をベロンと大きな舌に舐め上げられ、本能的な嬌声が寝室に木霊した。

　双葉はその後も、「ダメです」「は、離れてぇ」と必死に抵抗の声を上げ続けた。だけど宗悟が退く気配はなく、愛液を舐めとる舌の動きも止まらない。

「ここ、慣らしとかないと、困るのお前だから」

　しかも、「痛い思いさせたくない」なんて目尻を下げてほほ笑まれては、もう何も言えなくなってしまう。

　双葉のアパートで触れ合った時とは違う新しい快感を、すでにいくつも教えられた。そのせいか、一度は少し正気に戻りかけた意識がまたふわふわ溶けていく。

　不鮮明になった意識は、双葉から時間経過を体感する感覚も奪っていった。

　最初の頃は必死に抵抗していたのに、気づけば宗悟の頭に置いた手に入れていたはずの力はすっかり抜けている。

「双葉、さっきから出し過ぎ。トロトロして止まんねぇ」

「あっあっ、ひゃああっ」

　抵抗が止んだからか、宗悟の片手──数本の指が舌先と交互に蜜壺の奥目がけ出入りをくり返す。

　ふと、これまで感じていた断続的な快感を一蹴する強烈な快感に襲われ、思わず四肢を強張らせた双葉はそのまま数秒固まった。

（な、に……これ）

　呼吸をすることさえ忘れそうになるほど強い快感のせいで、ビクンと身体が大きく震えてしまう。

　初めての経験に戸惑い、イッた余韻で何も考えられずつい黙り込んでしまった。すると、両脚の間に頭を埋めていた宗悟がおもむろに顔をあげる。

「イキ顔、かわいい」

「へっ？　……ッ、ンン」

　目が合った瞬間、目尻を細めて笑う彼が何かを呟いた。その声を上手く聞き取れなかった双葉は咄嗟に聞き返そうとするもそれは叶わない。

　パチパチと瞬きをする合間に宗悟は身体を起こしていて、最後にパチンと瞬いた視界、テラテラと愛蜜塗れになった彼の唇が双葉の唇と声を奪っていく。




　股下に顔を埋めた彼を覗き込むためか、無意識に腹筋に力を入れてあげていた上半身が完全にベッドに沈む。

　ドクドクと鳴り止まない心臓の鼓動に合わせ、ハッハッと短い呼吸をくり返す双葉の頬は寝室へ来た時より以上に赤みが増している。

　最初の頃は戸惑いの色が強かった瞳もすっかり蕩けて、その視線は抵抗の意思を持たないものに変わる。

「痛かったら、言うんだぞ」

「……んっ」

　そんな彼女に覆いかぶさった宗悟の口から零れた優しい命令に、双葉は小さく頷いて見せる。

　すると、双葉が気づかないうちに装着したらしい避妊具越しに、待ちくたびれたと言わんばかりに勃起した剛直が濡れそぼった彼女の蜜口に押し当てられた。

「ンンっ！　っ、た……んぁっ、はあっ！」

　蜜口からゆっくり挿入された肉欲が、言いようの知れない圧迫感と強く快感を与えてくれる。時折膣壁を無理に押し広げられる感覚に我慢出来ず、つい眉間に皺が寄った。

　咄嗟にすぐそばにあった熱に抱き着いて、鈍い痛みと圧迫感からくる息苦しさを発散させるためにわずかに口を開く。唇の隙間からくり返される短い呼吸には、時折艶めいた吐息が混ざった。

　今まで聞いたことがない音に双葉は内心とても驚いた。だけど同時に、自身の艶やかな吐息は無自覚な興奮材料になっているらしい。愛する人の肉欲を咥えた蜜口から滲む愛液の量が増えていく。

　下腹部の圧迫感の原因が、宗悟の男茎だと理解したのは、少し時間を置いてからだった。

　全体の半分ほどを挿入したらしい彼は、しばらく双葉の中で動かず、「宗悟さん、宗悟さん」とうわ言のように恋人の名前をくり返し呼ぶ彼女の声に応える。

　たくさんキスをして、「痛いか？」「へーき、です」なんて時折言葉を交わして、お互いをもっと近くで感じたくて、それぞれ相手の背中に腕を回し抱きしめ合う。

「そう、ごさん……うご、いて」

　──もう、大丈夫、だから。

　二人が繋がってから数分後。おもむろに口を開いた双葉は、懇願にも似た声をあげ羞恥心で頬を赤らめたまま自分から目の前にある唇へキスをおくる。

　本当はまだ地味にヒリつく痛みが残っている。けれど自分の中でドクドクと脈打つ男根に宗悟の限界を教えられた。

（宗悟さんにもう我慢して欲しくない）

　終始双葉を気遣う姿勢を崩さない彼は、彼女が強請らない限り最後までその態度を崩したりしないはずだ。

　けれど双葉からの〝お願い〟なら、きっと話は別。

　チュッとリップ音を立てた唇を離していくと、欲望を隠さない本能にまみれた雄の瞳が、しっかり獲物を捕らえていた。




　最初は残り少なくなった双葉への気遣いという思考が働いたのか、宗悟の腰つきは緩やかだった。

　だが、彼が与えてくれる新たな快感に喘ぐ双葉の声が大きく余裕がなくなるにつれ、彼女の中を突き上げる剛直の動きも激しくなっていく。

「あ、あっあん！　はぁ、宗悟さ、ンッ熱いっ、あつい、でしゅ」

「そうだな、熱くて、トロトロで……お前のナカ、最高だ！」

　背中に回した腕に力をこめ、必死にしがみつきながら、喘ぎ声混じりに下腹部の奥でくすぶる熱を訴える。

　その言葉がきちんと届いているのかいないのかは不明だが、自分に呼応する宗悟の声を聞いた瞬間、激しく抽ちゅう送そうする肉欲をしめつける蜜壺が一際ギュッとしまっていくのがわかる。

　そこからうまれる新たな快感に、「きゃああっ」と悲鳴にも似た嬌声を発する双葉の唇を宗悟は乱暴に塞ぎ、これまでより一層強く最奥を目指し、彼女の中に自らの欲と腰を打ち付ける。

　そのまま、ガツガツと貪欲に相手を求めるピストンが与えてくれる快楽に、二人は抗ったりなどせず揃って溺れていく。

　目が合うたびに何度もキスを交わして、二人の間に隙間すら出来ないように力いっぱい抱きしめ合って。

「あ、ああっあ、あぁ──」

「双葉、好きだ……うっ、ぁ」

　ギシギシと二人の重みと動きに軋むベッドの上で一際敏感で弱い部分を突かれ、双葉は愛する人にしがみつきながら絶頂を味わう。

　そんな彼女の耳元でうわ言のように愛を囁いていた宗悟もまた、絶頂した双葉の無自覚なしめつけに限界を迎え、二人の粘膜を隔てる薄い膜の中へ大量の白濁を吐き出し果てていった。










　双葉と宗悟が正式に交際を始めたと言っても、お互い仕事があるため、基本的な部分は何も変わらない。

　変わった点を挙げていくなら、一つは双葉が休みの前日に宗悟が店へ迎えにくるようになったこと。

　仕事終わりに、店の同僚たちから、「ラブラブねー」と生暖かい視線とからかい半分の挨拶を受け、双葉は彼の車に乗り込む。

　そのまま宗悟の家へ向かって、二人きりで一夜を過ごす機会が多くなった。

　火曜日の朝。前夜から彼の家に泊まった双葉は、出勤する恋人を見送ろうと玄関に立つ。

　病院内で着るらしいトップスやズボンが入った少し大きめのバッグを持った彼が、靴を履き終えクルっとふり向いた。

「いってらっしゃい、宗悟さん」

　愛する彼のことを〝宗悟さん〟と呼ぶようになったことも、変化といって申し分ない。

「あぁ、行ってくる」

　二人の視線が合った瞬間、かすかにほほ笑んで見送りの言葉を投げかければ、それに頷きと返事が返ってくる。

「っ、ん、ふ」

　宗悟は声を出すのと同時に、流れる様な動作で荷物を持っていない片手を双葉の後頭部へまわした。

　彼女が後頭部をつつむ彼の手の平に気づくのは、もう二人の唇が重なった後だ。

　いまだ慣れないキスに思わずビクっと身体を震わせたものの、双葉もおずおずと自分より大きな背中に腕を回して抱きついた。

　最初はただ唇を重ねるだけだったキスは、気づくと唇の隙間からあっさり舌を割り入れてきた宗悟のせいで濃厚なものへ変わっていく。

　口内に溜まったどちらのともわからない唾液を飲み込んで、粘膜の弱い部分を的確に舌先で突かれるせいで、時々わずかに開いた口端から、「ぁ、ンンッ」と喘ぎ声に似た吐息が漏れてしまう。

　もう終わりです、と主張するように、自分の舌で彼のものを押し出そうとしても、あっという間に絡めとられ快感を享受するだけになった。

「んぁっ。はぁ……」

　数分後、唇を解放された双葉の頬はすっかり紅潮し、恋人を見つめる視線は蕩けていた。

　セックスの時と同じ表情を浮かべる双葉の様子に、宗悟が、「わりぃ」と、どこか気まずげに呟いた。

　マンションの通路に出た後も、「仕事なんて行きたくない」とボヤく恋人をなんとか送り出した双葉は、玄関の鍵を閉めてリビングに戻っていく。

「えっと、洗濯ものの確認をして、軽くお掃除をして……」

　彼の帰りを待つ間にしようと考えていたことを、一つずつ声に出し、親指から順に折り畳んで確認していく。

　今日この家でやらなきゃいけない一番の任務はもちろん料理だ。数日前にお店で渡したおかずは、すでに食べてしまったらしい。

（まずは冷蔵庫のチェック、かなぁ……）

　そこから大雑把に作る料理を決めて、足りないものは宗悟から教えてもらった近所にある品揃えの良いスーパーに行けばいいだろう。

　なんて考え、ふと足を止めれば、丁度リビングの中央に鎮座するローテーブルが視界に映る。

　グレー地に、黒い点描模様が入っているテーブルの端に、見慣れた自分の持ち物──キーホルダーが置かれている。

　おもむろにそれを手に取った双葉は、目元までそれを掲げ、窓から差し込む光に鍵を照らす。

　今まで、双葉の自宅アパートの鍵と、実家の鍵くらいしかついていなかったそれに、昨夜新しく三つ目の鍵が加わった。

「これ、注文してた合鍵。俺がいない時でも、出掛けたりするだろう？　あと、メッセージ入れてくれれば、勝手に来ていいから」

　昨夜、宗悟が〝双葉用に〟作ったと言って合鍵を渡してきた。

　合鍵を貰えるなんて思いもしない状況に、とても驚いたことを双葉はよく覚えている。

　しかも、驚愕のあまりひどく慌ててしまい、その反応を見た宗悟に笑われた。今思い出しても恥ずかしくて、自分以外誰も居ないリビングで双葉は頬を赤らめる。

「合鍵、貰っちゃった」

　自分の手の中にあるものと、昨夜の出来事を合わせて声に出すだけで、より一層〝現実に起こったこと〟だと認識する。

　今日は十中八九、日中にスーパーへ買い物をしに行く。その際初めて使うだろう合鍵は、彼女にとって嬉しい贈りものになった。










　まだまだ夏真っ盛りな七月下旬。

　世間的には休日の土曜日、双葉は今日も店に出勤していた。

「ふーちゃん、火曜日の買い物、大丈夫そう？」

　朝、更衣室で着替えをしていた時、先に出勤していた先輩パティシエが笑顔で声をかけてきた。

「は、はい。大丈夫です」

　双葉が小さく頷けば、「よかった！」と彼女は嬉しそうに笑う。

　今度の火曜日、双葉は同僚数人に誘われ、自分の水着を買うためにショッピングモールへ行く予定だ。




　ことの発端は二週間ほど前に、店の子たちが、「毎日暑すぎる、プールか海行きたい」とぼやいたことだった。

　そこから水着の話に発展し、ほとんど聞き役だった双葉にも話の矛先が向く。

　それに対し、双葉が学生の時以来泳いでないこと、自前の水着を持っていないと言えば、同僚たちはひどく驚いていた。

「だったらこの夏、片桐さんとプール行きなよ！　そのための水着、一緒に選んであげる！」

「あの、私も宗悟さんも、人が多い所は苦手で……」

　戸惑いしかない双葉を他所に、仲間たちの会話は弾むばかりだ。そんな声を聞いたからなのか、双葉の中にちょっとした好奇心が芽生えてしまった。

「行きたいのか？　プール」

　翌日の夜、宗悟と電話越しに話す中で、つい前日同僚たちとプールの話で盛り上がったことを伝えると、なぜか要望確認をされてしまった。

　人混みを嫌う彼なら、「家で涼んでた方がいい」と拒否すると思っていた手前、思わず、「え？」と聞き返してしまう。

　双葉は、「片桐とプールに行けばいい」という同僚たちの言葉を思い出し、彼からの問いにイエスと答えれば、次のデート先が決まった。

「あ、あの……水着選び、付き合ってもらっても、いいですか？」

　翌日、宗悟とプールへ行くことになったと報告すれば、その日出勤していた同僚たちの瞳はキラキラと輝く。

　ファッション関係に無知な双葉がお願いをすると、皆とても良い笑顔で、「まかせなさい！」と力強く頷いてくれた。

　その後、忙しい宗悟の予定に合わせてプールへ行く日を相談した。それに合わせて買い物へ行く日も検討し、皆でショッピングモールへ行くのは来週の火曜に決まった。

　休日に双葉が同僚たちと過ごすなんて、思い返せばお見合いの日以来かもしれない。

　皆から、「軽い女子会だと思って」と言われ、初めてのことに双葉の心は当日でも無いのに浮足立ってしまう。

　そんな彼女の笑顔が数時間後に消えることを、この時はまだ誰も知らない。




　時刻は午後二時を過ぎた頃。チョコケーキを冷やし固める時間と、スポンジ生地が焼き上がるまでの時間が重なり、次の作業に移るまでほんの少し余裕が出来た。。

「よーし、ちょっと休憩！」

「あー……肩凝るわぁ」

　各々作業に没頭していた先輩二人が出す気の抜けた声を聞きながら、双葉は洗い物をしていた。

「蜂蜜レモン、二人共飲むでしょう？」

　そんな中聞こえた声に、「はい」と返事をすれば、背後で冷蔵庫の扉を開く音が聞こえる。

　夏の時季、ペースネージュの調理場とスタッフルームの冷蔵庫には、蜂蜜レモンを炭酸水で割り、ほんの少し塩を入れた特製ドリンクが常備されている。

　水分と塩分補給を兼ねて、各自定期的に飲んでいるのだ。双葉たち調理場組は、数分とは言え本日三度目の休憩に、皆の緊張がほぐれていく。

　洗い物を終えた双葉が濡れた手を拭いて、冷蔵庫近くで待機する先輩たちのもとへ行けば、ドリンクの入った紙コップを手渡された。

「イートインにはジュースやアイスティーを置いてますけど……このドリンクを置くのもいいですね」

　受け取ったそれをチビチビ飲みながら、ふと思い浮かんだことを双葉が口にした時、先輩二人の視線がフロアへ向くのが見えた。

「フロアの方、何か変じゃない？」

「何か揉めてる？」

「えっ？」

　怪訝な表情を浮かべる先輩たちに驚き、慌てて二人の視線を追った。

　すると、普段と違う雰囲気に包まれたフロアの違和感に気づく。

　いつも仕切り越しに見えるのは、接客をするスタッフの後ろ姿や、笑顔を浮かべて彼女たちとやりとりをするお客さんの姿だ。

　だけど今視線の先にあるのは、二か所に別れた集団。

　一つは、今店内にいるお客さんたちだろう女性客数人が、何故か逃げ腰で一箇所に集まり、皆が同じ方向を向いている集団だ。

　その視線の先にあるのがもう一つの集団。

　双葉たちのところからは、パティシエと色違いの制服を着た店員数人の後ろ姿しか見えない。

　もう一度お客様たちへ視線を向ければ、後輩のフロア担当がそばについている姿が見える。

　それはまるで〝何かからお客様たちを庇っている〟ように見えて、双葉は状況把握が追いつかず、首を傾げてしまう。

　そんな時、コンコンと忙しなく調理場の扉をノックする音が聞こえた。

　一番扉に近かった先輩が開ければ、双葉とほぼ同時期に働き始めたフロアスタッフが立っていた。

（何か、急用？）

　突然やってきた同僚の姿に、双葉は内心首を傾げた。

　フロアスタッフがここへ来るのは、補充候補のケーキを伝える場合がほとんどだった。

　いつもなら、すぐにそのパターンとわかるけれど、焦ったように叩かれた扉の音や、目の前にいる同僚の顔が強張っている気がして、〝いつもと違う〟と直感のようなものが働いた。

「あの……今フロアに、双葉ちゃんのお姉さんが来てて」

　──双葉ちゃんを呼べって言うの。

　十数秒ほど、視線をさ迷わせて言い淀んだ同僚の言葉を理解した瞬間、サーっと身体から血の気が引いていくのがわかった。




　持っていた紙コップを、とっさに近くにあった作業台の上に置き、自分を呼びに来たスタッフの後に続いてフロアへ向かう。

「早く双葉を呼びなさいよ！」

　スタッフ用の通路とフロアを隔てる扉を同僚が開いた瞬間、久しぶりに聞く姉の金切り声が店内に木霊していた。

（本当に、和葉が居る……でも、どうして、私が働いてるって知ってるの？）

　──家族の誰にも、勤務先を教えたことないのに。

　聞こえてきた声に思わず顔をしかめた双葉は、突如あらわれた姉の存在がこの上なく疑問だった。

　高校卒業を機に実家を出てから、住んでいる場所も、仕事先も両親や姉に教えたことなんてなかった。

　契約で保証人が必要な場合、彼女はいつも叔母の清江に相談していた。

　自分を言葉で虐げていた姉や母、その言動を見て見ぬふりをしていた父が、この場所を知るはずがない。

　なのにどうして、と内心狼狽えていれば、奥からあらわれた妹に気づいた様子の和葉が荒々しい足取りでこちらへ近づいてくる。

（マズいっ）

　誰が見ても気が立っていると分かる姉が、どんな行動に出るかわからない。

　長年の経験で瞬時に悟った双葉は、同僚に姉の意識がいかないよう扉から離れた。

　そのまま、なるべく人気の無い場所を目指して飲食スペースを背に移動していた時、背中に般若を背負った姉が、すぐ目の前へやってくる。

「きゃあっ」

「双葉ちゃんっ！」

　次の瞬間、バシッと大きな音が響くのと同時に、左頬に強い衝撃を感じた。

　お客様の悲鳴に、スタッフたちが自分を呼ぶ声。そして、じわりと痛み熱を帯び始めた左頬に気づいて、双葉は〝姉に叩かれた〟ことを認識した。

「宗悟さんは私の婚約者よ！　誑たぶらかさないでよ、このアバズレ！」

　妹に手をあげたくらいでは爆発した怒りは収まらないのか、和葉はすぐさま双葉をののしり始めた。

　彼女が昔から好きだった少し主張強めな服に身を包んで、髪も綺麗にまとめ、指先にはネイルを施すなど、ファッション意識が高いことは誰の瞳から見ても明らかだ。

　なのに、口を開けばヒステリックに声を荒げて、「お前が私の婚約者を奪った！」と喚くばかり。

　止めどなく自分へ罵声を浴びせる姉を前に、双葉の中で恐怖や悔しさが増していく。

　──宗悟さんは、和葉の婚約者なんかじゃない！

　本当はすぐにでも大声で反論したい。

　けれど、ここで言い返せば、また叩かれるかもしれない。

　幼い頃の体験が半分トラウマになっているのか、双葉は無意識に唇を噛み黙るしか出来なかった。

　激昂した姉の声に紛れ、「──呼んだ方が」「もう呼び──」と、遠くで誰かの話し声が聞こえる。けれど双葉の意識内には、何の会話をしているか知ろうと向けられる部分など残っていない。

　公園で姉と対峙した日から、いつかは姉が自分の元へくるかもしれない、と今日まで不安を抱えていた。

　怒りの矛先が、宗悟や片桐家、叔母の清江に向かなかったことに双葉は内心とても安堵していた。

　けれど、今この場に姉がやってきたことは、明らかな営業妨害だ。同僚たちに、何よりたまたま居合わせて巻き込まれたお客さんたちに申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

（一旦お店を出て、勝手口に和葉を連れてった方がいいかも）

　この場を同僚たちに任せることになるが、騒動の元凶を引き離すのが第一かもしれない。

　なんてことを考えていた時、お店入口のドアが開き新たな来店客を知らせるドアベルの音が響いた。

　その音は双葉の耳にも届いて、これ以上無関係な人を巻き込みたくないという思いが強くなる。

「──は？　何だ、この状況」

　心の中で、まだ見ぬお客に対し、「今すぐ引き返して！」と念じた瞬間、彼女の耳に聞き慣れた低音が届いた。

　それは、〝今一番そばに居て欲しい存在〟の声であり、〝今この場に一番来て欲しくなかった人〟の声だった。

　何故このタイミングで来てしまったんだと、最悪なタイミングであらわれた恋人に双葉は戸惑いを隠せない。

　最中、あれだけ止めどなく向けられていた悪意の言葉が、途端にプツンと止み静寂が店内を包んだ。

　何かあったのかと、無意識に俯きかけていた顔を上げれば、ひどく驚いた表情を浮かべる姉が、入り口の方をふり向こうとしている。

「……だめっ」

　──宗悟さんに気づかないでっ！

　と気持ちがあふれたせいか、無意識にポロっと小さな声が零れた。

　同時に、今にも宗悟のもとへ走って行きそうな姉を止めようと手を伸ばした。

（えっ？）

　だけど、伸ばした手が何かに触れるより先に、視界が一気に暗くなる。同時に、ポフッと全身を包むぬくもりに気づいて、鼻孔をくすぐる落ち着く香りを感じた。

「双葉に何しやがった、お前」

　直後、頭上から聞こえた冷ややかで乱暴な声も相まって、自分は恋人に抱きしめられているんだと認識する。




「何言ってるの？　宗悟さん。私は別に何も……」

「嘘つかないでくださいっ」

「梅津さんのこと、叩いたでしょう！」

　少しばかり震えた声で話す姉の言葉を遮って、少し離れた所から別の女性たちの声が聞こえた。

　前者は誰が言ったのかまでわからないが、後者はきっと先輩スタッフの誰かだ。

　離して欲しいと身動ぎして訴えてみるものの、双葉を抱きしめる宗悟の抱擁の腕が緩む気配はない。

　体勢的に、彼の胸に顔を埋めている状況なせいで、聞こえてくる声で色々と把握していくしかなさそうだ。

　すると次の瞬間、自分の嘘を真っ向から否定されたことに苛立ったのか、和葉がチッとあからさまに舌打ちする音が聞こえた。

「どうして双葉を庇ったりするのよ！　宗悟さんのお見合い相手は私でしょう。こんな子に騙されないで！」

　続けざまに、また耳障りな金切り声が聞こえてくる。

　さっきまでは大丈夫だったのに、思わずビクっと両肩が震え、咄嗟に宗悟が着ているシャツを掴んでしまう。

　一対一で接しいた時は、悔しさや恐怖こそあったけれど、姉の前から逃げたいなどの後ろ向きな考えにはならなかった。

　けれど今になって、周りに誰もいなければ、すぐにでも宗悟に抱きついてしまいたいという衝動に気づく。

（どうして、そんな……）

　元から自分がマイナス思考なことや、怖気づきやすい性格なことはわかっていた。けれど、さっきまで姉の叱責に耐えられていたのに、今は出来そうにない。

　その違和感に気づいた双葉は、同時に宗悟がそばにいることで、無意識に張りつめていた緊張の糸が切れ、自分はまた元の弱虫に戻ってしまったと理解した。

　庇われてばかりじゃいけないと思っていた時、宗悟の意識が姉へ向いたことでほんの少し身体を拘束する力が緩んだ。

　その隙をついて身動ぎをし、彼の胸元に両手をついて自分が動けるスペースを確保する。そして、いまだ消えない恐怖を押し留めてゆっくり顔を上げる。

「騙されてなんか、これっぽっちもない。恋人を庇うなんて当たり前だろう」

　同時に聞こえてきた力強い恋人の声に、思わずトクンと胸が高鳴った。

　とは言っても、視線の先に見た彼の表情は冷え冷えとしていて、その視線は自分の姉和葉へ向けられていた。

　自分へ向いた視線じゃないと理解しても、やっぱり怖さがゼロになったわけじゃない。

　だけど双葉は、わずかに身震いしながらも、嬉しく思う自分に気づく。

　宗悟自身の口から〝双葉が恋人〟という認識を口にされたお陰で、最悪な状況に変わりはないが、不思議と大丈夫なんて思える自信が湧く。

　キュっと無意識に彼のシャツを掴めば、双葉の手に大きな手が重なりそっと包み込んでくれた。

「確かに、俺の見合い相手は当初お前だった。だが、当日面倒がって、双葉に自分のフリまでさせて来なかったのはそっちだろう」

　双葉を抱き寄せ、彼女の手を握ったまま、宗悟は和葉へ冷ややかな視線と言葉を向ける。

　すると、和葉の顔にみるみる赤みが差していくのがわかった。

　それは羞恥心じゃなく、怒りが引き金になった赤みだ。

　眉間に皺を寄せ、鋭い目つきで自分を睨みつける姉の表情に、無意識に身体がビクついてしまう。

「前にも言ったが、俺が引き続き会うことを承諾したのは、双葉だからだ」

　姉に向けられる視線や言動こそ冷ややかで、怒りを露わにする和葉を前にしても宗悟は努めて冷静なようだ。過去にも口にした言い分を改めて順序立てて説明している。

「私だって妹だって、双子なんだから一緒じゃない！　妹より私と付き合った方が絶対楽しいのに！」

　だけど、彼の想いは届かないらしく、姉の反論は続く。

　どっちでも一緒、と言っておきながら自分を押してくる辺りは、きっと、「私は妹より男のことをわかっているのよ」なんてアピールなのかもしれない。

「わ、私は和葉と同じなんかじゃないっ！」

　ほんの少し頭の隅で冷静な考えが浮かぶものの、気づけば口を開き姉に向かって口答えをしていた。

　恋愛経験の差を持ち出され小馬鹿にされたことよりも、自分を良く見せようと妹を引き合いに出し、なお且つけなす言葉を発した姉に、双葉は怒りを覚えた。

　思っていた以上に大きな声が出てしまい、そばにいた宗悟も対峙する和葉も、もちろん当人の双葉も皆驚いた表情を浮かべる。

　和葉に対して反論したのなんていつぶりだろう。

　それに彼女に──いや、家族に対して声を荒げたのなんて、初めてかもしれない。

　反論する妹の姿に、和葉は最初驚いた様子だった。けれど、数秒もすれば〝生意気に言い返してきた妹〟という認識が強くなったのか、また目尻が鋭くつり上がる。

「あんたたちは双子だ。確かに顔は似ている。だけどな……双葉には双葉、あんたはあんたで、趣味趣向、仕事、これまでの人生違うだろう。全部一緒なんてあり得ないんだ」

　姉妹が感情的になる中、尚も宗悟は冷静に和葉へ話しかけた。

　だが次の瞬間──。

「失礼を承知で言うが……もしもあの日、見合い会場に来ていたのがあんただったら、俺はその場で話を断っていたぞ」

　──俺が隣に居て欲しいのは双葉だけだ。

「……っ！」

　聞こえてきた言葉に、思わず息を呑んだ。

　宗悟の体温をそばで感じられているだけでも安心出来る。なのに彼は、さらに言葉でも双葉を勇気づけ、彼女を歓喜させていく。

　きっと本人は特別意識していないのかもしれない。そういうずる賢さが無い素直な彼の言葉に、つい目頭が熱くなる。

　気づいた時には頬を涙が伝い、止まらなくなっていた。

「お、おい。大丈夫か？」

　泣き止もうと思って、グスッと鼻をすすった音が聞こえたのか、これまでずっと姉にばかり向いていた宗悟の意識と視線が双葉へ向けられる。

　焦る恋人の声が聞こえたせいで、嬉しさのあまり無意識に彼の胸元に額を押し付ける。

（これは、うれし涙ですっ）

　怒りや悲しみとは違う涙を流しながら、懸命にそれを恋人に伝えようと双葉は口を開く。だけど、そこから零れるのは小さな嗚咽だけで、心の中で何度もくりかえす言葉は結局伝えられないままだった。







第七章 止まない衝撃








　ペースネージュに和葉が乗りこんできた日から数日。

　双葉はこの日、すっかり通い慣れた宗悟のマンションへ来ていた。

「ほら、麦茶」

　キッチンから戻ってきた彼は両手に持っていたグラスの片方を双葉に差し出した。

「ありがとうございます」

　双葉がそれを受け取ったのを確認した宗悟は、彼女がくつろぐリビングのソファーに腰を落ち着けた。

　二人で並び座ったため、一瞬グッとソファーが沈んだ。けれどすぐに安定感が戻っていく。

　手元を見れば、氷入りのためひんやりしたグラスが目につく。それは少し前のデート中立ち寄ったお店で買ったものだ。

　宗悟と色違いで買ったそれは、どことなくペアグラスにも見えて胸の奥がむず痒くなる。

　グラスに口をつけて喉を潤していくなかで、無意識にリビング内を見回してしまう。

　初めてこの部屋へ来た時、黒やグレーで統一された必要最低限の家具しかない景色に、どこか寂しいと思ってしまった。

　双葉自身、家の中に物をごちゃごちゃ置きたくない性格なため、どちらかと言えばシンプルな部屋を好む。

　と言っても、宗悟の自宅より物はあるし、生活感が漂っている。

「物……少ないんですね？」

「ほとんど寝に帰るだけだからな」

　恋人の自宅に二、三回通った頃、ふと気になって本人に疑問をぶつけてみた。

　すると、返答が予想通りすぎて、なんとも彼らしいと思えた。

　だけど、寂しい部屋だった場所は、ここ最近で少しずつ変わってきている。

　双葉が泊まるようになって、彼女が自宅から持ち込んだり新たに買ってこの部屋に置いてある日用品が増えた。

　着替えの類も一通り置いているし、双葉が一人で部屋にいる時に読もうと持ち込んだ料理本などを入れるマガジンラックも増えた。

　その彩りは、宗悟の部屋の調和を壊さないように、出来る限りオフホワイトで統一している。

　双葉は最初、部屋の色合いに合わせて黒を選ぶつもりだった。

　けれど、一緒に買い物へ出掛けた宗悟から、「好きな色選べ」と言われてしまったので、無難なチョイスにしている。

　姉と違って、原色や派手な色合いを好まないため、このくらいが丁度良いのだ。

　部屋の隅々に見えるオフホワイトは、少し暗い雰囲気の部屋に丁度良くアクセントになっている。

（色々増えたなぁ）

　室内を見回して最後に目に留まったのは、リビングと隣接するキッチンの洗い場の目隠しにもなっている仕切りの上に置いてある花瓶。

　料理をリビングに運ぶ時、一旦器を置くスペースとしても重宝しているそこに置かれた花瓶を買ったのは、他ならない双葉だ。

　オフホワイトの家具以外にも、少しでも部屋を明るくする要素が欲しくて、そこにフラワーショップで買った切り花を生けている。

　最初は、「俺の部屋に花……合わねぇ」とボヤいていた宗悟も、今では出来る限り水をかえてくれたり、枯れた花弁を取ってくれたりと、気にかけてくれている。

「…………」

　半分ほど中身が減ったグラスをテーブルの上に置いて、ソファーの背に身体を預けた。

「双葉」

　名前を呼ばれて、隣に居る彼の方をふり向けば、後頭部に大きくて骨ばった手がまわった。

　そのままゆっくり近づいてくる宗悟の顔を認識した瞬間、双葉は慌てて瞳を閉じる。

　数秒と経たずに唇が重なったのがわかり、トクンと胸が高鳴った。

（やっと、宗悟さんと……ゆっくり過ごせる）

　唇を通してじんわり自分の中に入ってくる〝彼の熱〟を感じながら、双葉は頭の片隅で姉が店にやってきた日以降のことを思い返した。










　あの日、宗悟の言葉に感動し泣いていた時、新しい来店者を告げるドアベルの音に続いて、「警察です」と制服姿の警察官二人が店内に入ってきた。

　突然のことに店内にいた誰もが驚きを隠せなかった。

　後から店長の友里菜に話を聞けば、双葉が和葉に叩かれたのを見て、こっそり通報したらしい。

　その際、近隣の迷惑になるから、和葉に逃げられては困るからと、パトカーのサイレンは鳴らさずに来てくれと頼んだそうだ。

　宗悟の反論を聞いて、再び和葉が喚き散らしていた時に、警察官二人がやってきたため、すぐに彼女は拘束された。

　その日双葉は店を早退させてもらい、宗悟と一緒に彼の車に乗って警察へ行き、事情聴取を受けた。

「営業妨害と、暴行罪、ですか」

「はい。店長の平野さんから通報を頂いた際、貴女が頬を叩かれたと証言もありました。先程店員の皆さんにも、何が起きたか事情をうかがったと連絡があり、貴女が和葉さんに平手打ちされた現場の目撃が複数ありますので」

　聴取を担当してくれたのは、お店に来た警察官から引継ぎをした女性警察官だった。

　予想もしていなかった暴行罪という言葉に、正直驚きを隠せなかった。

　一度動揺した気持ちを必死に落ち着けようとしていた時、コンコンと小さな会議室の扉がノックされ、女性警察官が扉を開けば、部屋の前の廊下にスーツ姿の男性が立っていた。

　そのまま二人が二、三言葉を交わした後、すぐに男性は去っていき、対応してくれていた女性が戻ってきて席に着く。

「梅津さん、その……大変言いにくいのですが」

「……？」

「和葉さんのバッグから、カッターが発見されました」

「……え？」

　再度自分とテーブルを挟んで向き合って座った女性が、急に深刻な表情で話し始めた理由がすぐわからなかった。

　文房具のカッターがバッグに入っていたからって、どうしてこんなにも重苦しい雰囲気を彼女がまとっているのだろう。

　けれど双葉の疑問はすぐに解決し、同時に彼女に絶望と恐怖を与えた。

「和葉さんは、そのカッターで貴女に危害をくわえようとしていたと、供述しています」

　その言葉を聞いた後、頭の中が真っ白になった双葉の意識はスーッと遠のいていき、彼女は気を失った。

　その後、目覚めた双葉の瞳に飛び込んできたのは、心配そうな表情で自分を覗き込む恋人だった。

　気絶していたのは数分ほどらしい。すぐに別室で聴取を受けていた宗悟が呼ばれ、数脚並べたパイプ椅子の上に双葉を横たえ、様子を見守っていたそうだ。

　その日は聴取を終わりにし、「また何かありましたら、連絡いたします」と言われ、双葉は宗悟に支えられ、警察署を後にした。

　その後、「このまま俺の家に泊まれ」と言われ、うながされるまま出来る限り宗悟のそばを離れず過ごした。

　和葉の罪状などは伏せて、聴取が終わったことを店側に連絡してくれたのも宗悟だった。

「あの、私が電話を……」

「いいから、お前は休んでおけ」

　本当は、働いている自分が連絡を入れなきゃいけないのはわかっていた。けれど押し切られるまま、リビングのソファーで大人しくしていた。

　後日、気持ちが少し落ち着いたのを見計らって、「色々任せてしまってすみません」と謝ったところ、「気にするな」と苦笑された。

　その際宗悟に話を聞くと、あの日双葉はずっと顔面蒼白で、「俺が見張ってないと、またぶっ倒れると思った」と苦笑混じりで話してくれた。

　騒動のあった日に双葉のスマホを借りてペースネージュへ連絡を入れた宗悟は、その後店長と個人的に連絡先を交換したらしい。

　警察からの要請で、念のためと設置している防犯カメラの映像を提出すること。

　あの場に居合わせてしまったお客様には、店長が丁寧に謝罪してくれたこと。

　その他にも双葉たちが警察署へ行った後の出来事を、宗悟経由で何度か教えてもらった。

　夜になり、いつもなら愛する恋人に手料理をふるまうものの、警察署で受けた衝撃が抜けきらないせいで気力は湧かなかった。

　そんな双葉を見た宗悟が、「双葉みたいに上手くはねぇけど」と言って作ってくれた肉野菜炒めを二人で一緒に食べた。

　たまにしか料理をしない、なんて彼は自嘲していたけれど、双葉はほんの少し味の濃いそれをとても美味しいと思えた。




　騒動の翌日は、「休みなさい」という店長の言葉に甘えて、仕事を休ませてもらった。

　宗悟は手術の予定があるからと、これまで以上に出勤を渋りながら出かけていった。

　マンションの部屋に一人になってしまい、何もしていないと、前日のことを思い出して色々考えてしまうのが怖かった。

　そのため、特別磨かなくていいような場所も丁寧に掃除をして、気を紛らわしていく。

　夢中になって掃除をしていれば時間は過ぎていき、目の前の汚れに集中していた意識が、不意に鳴ったスマホの着信音で現実へ引き戻された。

「お父、さん？」

　平日の昼間に一体誰だろうと思いながらスマホを見れば、これまた何年振りかに見る名前が目に付いてとても驚いた。

　家を出てから初めてじゃないかと思う父親からの着信に、双葉はひどく戸惑った。

　けれど、そんな人が自分へ電話をかけてくる用件のことは、すぐに理解できる。

　十中八九和葉のことだ、と考えたせいで無意識に緊張してしまう。

　双葉は休憩も兼ねてリビングのソファーに腰を落ち着け電話に出る。

「双葉か？　今、電話しても大丈夫なのか？」

　数年ぶりに聞く父親の声は、記憶にある声より疲れているような気がした。

「大丈夫だよ。しばらく、仕事先の店長さんのご厚意で、休ませてもらうことになったから」

　気を抜けば震えるんじゃないか、泣きだすんじゃないかと緊張感に包まれながら、電話の向こうの父の声に双葉は耳を傾ける。

「和葉を止められなくてすまなかった。それに母さんのことも。片桐さんの家にも、お前の仕事先にも……何よりお前に、迷惑をかけてばかりだな。父さんたちは」

　気を抜けば消えてしまいそうな声で、父親は懺悔を始めた。

　双葉の父は、お見合いに双葉が代役で行ったことすらそもそも知らず、「向こうの方に好く思って貰えている」と上機嫌な妻と娘の言葉を素直に信じていたらしい。

　だけど昨夜、警察からかかってきた電話で和葉の逮捕を知り、取り乱す妻を連れて警察署へ行き、事情を説明されたそうだ。

　母は最初、「和葉がそんなことする訳無い！」と主張していたけれど、お店の監視カメラの映像に映る激昂する姉と、怯える妹の姿を見て、言葉を失っていたそうだ。

　和葉がどうして店を見つけられたのか不思議がる双葉に、「和葉が探偵を雇って、お前の自宅や勤務先を調べたらしい」と憔悴しきった父親の声が返ってきた。

　彼も今日は仕事を休んでいて、今は一緒に居る母に、「会社に電話をかける」と嘘を吐いて、ベランダでかけていると教えてくれた。

　父に対する印象は、妻のイエスマンというイメージが強い双葉にとって、彼が妻に嘘を吐いて電話をしてくれたことに驚かされた。

「片桐さんのお宅と、和葉のお店、それに宗悟君とお前にも改めて謝罪をしにいく。示談にしてくれとは言わない。娘の罪は、しっかりと親の私たちも背負うよ。だから双葉」

　──お前は、自由に生きなさい。宗悟君と幸せになりなさい。

「……っ」

　話の最中、次第に涙声になる父の震えが止まらない言葉につられ、双葉の瞳にも熱いモノがこみ上げてきた。




　その日の夜、病院から真っ直ぐ帰ってきた宗悟を出迎え、昼間父から電話があったことを話した。

　彼は双葉から話を聞いた後、「わかった。親父たちには俺からも連絡しておく」と頷いてくれた。

　昼間に気晴らしも兼ねて作った料理で夕食を終えた後、皿洗いをしてくれる宗悟のそばで、双葉はペースネージュ従業員のトークルームに、改めての謝罪と父が店に行きたがっていることを書き込んだ。

　犬が土下座をするスタンプも送ると、それを見た皆から、次々と、「気にしなくていいのに」とメッセージが返ってきた。

『昨日あの場に居合わせたお客さん。今日も来てくれて〝あのパティシエさん大丈夫ですか〟って心配してくれてたよ』

　なんて文字を見た時は、不覚にも泣いてしまい、丁度洗い物を終えた宗悟に目撃され、「何かあったか？」と慌てさせてしまった。

　それから数日、再度警察に呼ばれて事実確認をされたり、和葉の逮捕をニュースで知った清江から電話があったりと、慌ただしい日々だった。

　それに加え、宗悟が昼間病院へ行っている間、双葉が一人で不安にならないように、ペースネージュの非番スタッフたちが日替わりでマンションへ遊びに来てくれた。

　最初に来たのは店長の友里菜と先輩の祥子で、玄関の呼び鈴が鳴った後に、「やっほーっ！」と笑顔な二人を前に、少しの間パニックになったのは仕方ない。

　宗悟にはしっかり許可をもらったようで、日替わりで二、三人ずつやってきた。

　車を持っていない双葉を乗せて、気晴らしのショッピング。

　キッチンの使用許可を本人に取って、宗悟の家でケーキ作り。

　店で働き始めて数年。お見合いをして彼に出会ってから、同僚たちとの関係も良い意味で変わった気がする。

　ただでさえ少ない貴重な休みに、わざわざ一緒に過ごしてくれる皆の優しさが嬉しい反面申し訳ないとも思えた。

「あの、今日は楽しかったです」

　だから双葉は、毎回別れ際、自分から声をかけた。

　喉元まで出かかった、「気を遣わせてごめんなさい」の声を飲み込んで、前より筋肉の強張りが消えた笑顔を浮かべる。

「本当に、ありがとうございます」

　マイナスな言葉ではなく、感謝を。相手も、「ありがとう」と言われれば、謝られるより嬉しくなるはずだ。










　ここ最近のことを思い出していれば、不意に、「双葉」と恋人が自分を呼ぶ声が聞こえた。

　ついさっきまで隣り合って座ったままキスをしていたはずなのに、双葉は今、恋人の膝の上に座っていた。

　横抱きにした彼女が落ちないようになのか、しっかり腰に宗悟の腕がまわされているので、安定感抜群だ。

「ボーっとしてたみたいだけど、大丈夫か？」

「大丈夫ですよ？」

　彼の膝に座っているせいか、彼の顔はとても近くなった。心配そうにこちらを見つめる彼に微笑みかければ、納得した様子で小さく頷いてくれる。

　そのままコテンと彼の胸に頭を預け、体重も少しかけてみる。

　ダメと言われないことに甘えていれば、彼の指がゆっくり双葉のダークブラウンの髪を梳いていく。

　和葉の逮捕をきっかけに、ただでさえどこか距離があった家族とより一層疎遠になったのは、気のせいじゃない。

　事件のせいで疎遠になっているというより、父が意図して双葉を梅津家から遠ざけている気がした。

　あれ以降、父親から電話はきていない。こちらから連絡をとも思ったけれど、母が一緒に居るタイミングだったら、なんて考えると勇気が出なかった。

　数日前に、父が菓子折りを持って謝罪しに来たと、その晩友里菜が電話で教えてくれた。

「双葉ちゃんが考えた動物シリーズのケーキ、買っていったよ」

　なんて教えてもらったことを思い返していた時、「昔……」と無意識に口が開き声が零れた。

「実家に居た時から、よくお菓子やケーキを作ってたんです」

「…………」

　それは、どこか恋人に説明する口調な双葉の独り言だ。

　だけどそれを宗悟は黙って聞いてくれるらしく、彼は声をあげたりしない。

　一定のペースで頭皮に触れる彼の指先の心地良さに、少しだけ瞼を伏せて双葉はこれまで彼に教えていなかった〝実家〟での日々について話し始めた。




　物心ついた頃から、和葉は妹を下に見ている節があった。

　おやつや食事のおかずでも、「こっちが私の！」と言って、半ば強制的に目の前にある皿を交換された。

　幼いながら悔しさはあったけれど、特に目くじら立てるようなことじゃなかった。

　明るくハキハキ喋る天真爛漫な姉に比べれば、双葉はもともと大人しいタイプだった。

　だがその〝大人しさ〟を、〝無口〟に変えたのは、他ならぬ姉だったのかもしれない。

「私の何が気に食わなかったのか、今になってもわからないけど……邪魔とか、暗いとか、色々言われました」

　勉強に関して、双葉の方が成績が良かったためか、よく、「写させなさい」と宿題のノートを持っていかれた。

　ピアノなどのお稽古ごとは、二人同時に始めたとしても姉は長続きせずさっさと辞めていた。

　一方の双葉はと言えば、月謝や送迎など、母親の負担をつい考えてしまい、「もっとやりたいのに」と思いながら辞めた習い事も一つや二つじゃない。

　そして母は、この頃から姉を贔屓していたように思う。

　無口で自己主張をしない双葉より、お喋りで甘え上手な和葉が可愛かったのかもしれない。

　双葉の自己主張の無さも、姉が原因と言える。

　欲しい服があっても、「あんたに似合わないわ」と却下された。

　夏休みの読書感想文の宿題を丸写しされて、「先生に怒られるよ」と言った時も、「どうせ別のクラスなんだからいいでしょう」と同意を得られなかった。

「どうせ何を言っても、ダメと言われる」

　最早刷り込みとも言っていい言葉の呪縛のせいか、双葉は家族の前で何の主張もしない子供になっていった。

　そんな双葉は、小学校高学年になると、休みの日にキッチンに立つようになった。

　最近お菓子作りにハマっていると話すクラスメイトの話を聞いて、自分でもやってみたくなったのがきっかけだ。

　キッチンを使う許可を母に貰って、最初は簡単なホットケーキを作った。

　そこから、クッキーやマフィンなど、少しずつレパートリーを増やしていった。

　後で食べようと、出来上がったお菓子をダイニングのテーブルの上に置いて、片づけ作業に没頭する双葉の知らぬ間に、出来立てのお菓子は次第に数が減っていく。

　片づけを終えて戻り、明らかに数が減ったお菓子を前に、最初はよく首を傾げたものだ。

　けれど、口端にチョコをつけて歩く和葉を見た時や、面と向かって母と喋った時に吐息から匂う甘い香りに、犯人は割とすぐ見当がついた。

　味の感想を聞きたいと思っても、盗み食いした負い目があるからか、「は？　食べてなんかないわよ！」と姉は怒るだろうし、母にもなんだか尋ねづらく、二人に、「美味しかった？」と質問したことはない。

　そんな中で唯一父親だけが、双葉のお菓子や料理を正面から褒めてくれた。

「双葉は料理が好きなんだな。いや、お菓子作りがより好き、という感じか」

　──将来はパティシエかな？

　思い起こせば、なんてことない父親の言葉が、「調理の専門学校に行きたい」という唯一のわがまま、そして夢につながったのかもしれない。




「今思えば、実家でのお菓子作りも料理も、私なりのストレス発散だったのかもしれません」

　一通りのことを話して、苦笑混じりで言葉を続ければ小さな相づちが返ってきた。

　そして、グッと彼が前のめりになったかと思えば、半分ほどに減った麦茶を差し出される。

「飲め。喋り過ぎて喉乾いただろう」

　彼の言葉に素直に頷いて受け取ったグラスに口をつけると、すぐにお茶を飲み干してしまった。

「菓子作りが、お前にとってのストレス発散ってのは確かだけど……俺は、双葉なりの自己表現だったんじゃないか、とも思うんだ」

　空になったグラスはすぐに宗悟が回収し、彼はテーブルにそれを並べながら、おもむろに口を開いた。

「自己表現？」

　彼の言いたいことがすぐ理解出来ず、思わずキョトンと首を傾げてしまう。すると、彼のカサついた親指がゆっくり双葉の目元へのびた。

「あぁ。実家で居場所を見つけられなかったお前が作った菓子を、姉貴たちは盗み食いしてくんだろう？　ムカついたなら、いつだって止められたし、出来た菓子を自分の部屋に持って行って隠せば誰にもバレない」

　指の腹で涙袋の辺りを擦りながら、黙って話を聞いてくれていた恋人が優しく語り掛けてくる。

「だけどお前は、母親たちが黙って食うことを知っても、誰でも手が届く場所に出来立ての菓子を置き続けた。それって、なんだか」

　──双葉はここにいるって、言ってるみたいじゃないか？

「……っ！」

　恋人の考えを聞いた瞬間、双葉は目から鱗が落ちるかと思うほど強い衝撃を受け、大きく瞳を見開いた。

　宗悟の言う通り、母や姉にお菓子をつまみ食いされるのが嫌だったなら、次から隠せば良かったんだ。最悪二度とお菓子を作らなければいい話。

　だけど彼に言われた通り、自分は何度も作って毎回ダイニングテーブルにそれを置いた。

　大人になって考えれば、自分を嫌っている家族から感想を貰おうと考えていたこと自体おこがましいのかもしれない。

　毎回目を離した時にお菓子が減っていたのは、きっと二人の中で、「まぁまぁ」程度には思っていたんだろう。

　驚く双葉の反応が面白かったのか、クスッと笑った宗悟の両腕がゆっくり背中に回され上半身を引き倒された。

　そのままポフンと彼の胸元に頭と体重を預けて、かすかに息を吐く。

「そんな実家が嫌で……大学進学を機に家を出たんです。父を含めて三人とも、私のことは苦手にしていたと思ったので、ちょうど良くて」

　そこから双葉は、ずっと一人だった。昔から優しくしてくれた叔母の清江は、度々電話をくれたりアパートに遊びに来てくれたりしたけれど、あまり迷惑をかけたくないと、甘えてこなかった。

　ようやく専門学校を卒業して、ペースネージュに就職出来て、今日まで過ごしてきた。

　ほぼ毎日、職場で好きなケーキ作りが出来ることは幸せだ。

　職場の皆との関係も良好で、まさかのきっかけで出会った宗悟と恋人になれた。

　説明を続けるなかで、双葉はついポロっと本音を零した。

　──お見合いの電話がかかってくるまで、実家のこと、あまり気にかけたこと無かったんです。

「ふとした時に思い出してたのは、店長とかお店の人たち……清江さんのことばかりで。正直、一人暮らしに最初こそ不安を感じましたけど……ホームシックとかは、かかったことがなくて」

　どこか自嘲的な笑みを浮かべながら、双葉はすぐ近くにある恋人の顔を見上げた。

「こんな娘で……薄情、ですよね」

　どこか震える声でハハッと空笑いをする双葉。その背中にまわった男らしい腕にほんの少し力が入るのがわかった時、「そんなこと言うなら」と頭上から愛しい低音が聞こえてくる。

「お互い様ってやつだろう。お前も連絡しなかったけど、向こうだって連絡寄こさなかったんだから。清江さんは、何度も連絡寄こしてお前に会いに来てくれたんだ。お前が負い目を感じることなんか一切無い」

　そう言って、ポンポンと子供をあやすように彼は双葉の背中を優しく叩いてくれた。




　どこか湿っぽい会話を終えた後は、他愛もない話に花を咲かせ、気づくとあっという間に時間は過ぎていく。

　途中、「お茶のおかわり持ってくる」と言って宗悟が立ち上がったため、双葉は当初座っていたソファーに戻る。

　キッチンから、「なんか菓子食う？」と質問が飛んできたので頷けば、彼は麦茶と一緒にチョコスティックの菓子箱を持ってきた。

　両手に持っていたグラスと脇に挟んでいた菓子箱をテーブルの上へ置かれたのを確認した双葉が、箱を開けようと手をのばす。

「ひゃっ！」

　けれど、箱に指先が触れるより先に、ふわっと身体が浮いた。

　突然の浮遊感に双葉が小さく悲鳴を上げた数秒後、今度は安定感抜群な温もりの上に座らされる。

　慌てて辺りを見回すと、微笑みながら恋人を見つめる宗悟とすぐに瞳が合う。

「えっと、私ソファーで大丈夫ですよ？」

　また抱きかかえるのは大変でしょう、と小首を傾げ暗に投げかけてみたものの、恋人は笑みを崩さず、「そんな非力じゃねぇよ」と反論し、ついでにペチッと額を小突かれてた。




　宗悟や同僚たちに気にかけてもらったおかげか、どん底まで気持ちが沈んだりはしなかった。

　けれど、皆に合わせてどこか空元気な笑顔を浮かべるという自覚もあった。

　その笑顔が今、少しずつ自然で気持ちの乗ったものに戻りつつある。

　それを理解したのは、今まで溜め込んでいた気持ち諸々を宗悟に聞いてもらったからに違いない。

　聞いていて気分の良い話じゃないのに、彼は嫌がらず最後まで聞いてくれた。

　双葉だけじゃ気づかない観点から、たくさんの指摘やアドバイスも貰えた。

（本当にこの人には敵わないな……）

　彼女を自分の膝に座らせ、背後から抱きかかえる体勢を取る恋人の顔をチラリと盗み見る。

　すぐに彼と瞳が合えば、手に持っていたものを、「ん」と自分の方へ差し出された。

　厚意に甘えて、ついさっき開けたばかりのスティック菓子の先端を数センチかじった。

　モグモグと咀嚼すれば、口内に広がるチョコの味と香りについ頬が緩む。

　すると間を置かず、頭上からポリポリと咀嚼音が聞こえ、残った部分は彼の口に入ったようだ。

　親が子供を抱きかかえるようなこの体勢は、きっと双葉が夕食準備に取りかかるまで続くんだろうな、なんて久しぶりに食べるお菓子を味わいながら考える。

　恥ずかしいので、すぐにでも止めたいけれど、色々と愚痴を聞いてもらった手前、これ以上強く進言できない。

　──もうこうなったら甘えてしまおうか。

　なんて思考に至った双葉の身体から次第に力が抜けていき、背中を安定感抜群の胸板に預けると、瞬く間にその身体は受け入れられ、離れるなと言いたげな片腕がお腹の辺りに回された。




　最初は弾んでいた話し声も静かになった頃。先程から双葉は、宗悟の片手をとり自分の手のひらと彼のそれを合わせて見たり、指を一本ずつ触って確かめるような動作をくり返している。

「俺の手なんか触って……何が楽しいんだ？」

　好きに触らせてくれる彼からの問いかけが聞こえ、無心で恋人の手を撫でていた手を止めた。

　宗悟にとって謎しかない行動の理由を口にするのは恥ずかしくて、思わず頬が熱を持つ。

「たくさんの患者さんを助ける、優しくて強い手なんだと、思って」

　宗悟がこの手で、日々何人もの患者たちの命を救っている。なんて考えたせいか、いつも以上に彼の手が──いや彼が愛おしく思えて、つい撫でまわしてしまった。

　理由を話す声は、どこか酔いしれているようにも聞こえる。

　つい無言でベタベタ触ってしまったのは申し訳ないと思いつつ、羞恥心を誤魔化すように双葉は特に意味もなく宗悟の指に触れようとした。

　けれど、両手で軽く握っていたそれはスルッと自分の手中から逃げていく。

　目の前から消えたそれに、一瞬、「え？」と驚いていると、今度は自分の手が宗悟の指に絡めとられる。

「だったらお前の手は、ケーキ買いに来た客を笑顔にする手だ。美味いモノ、綺麗なモノ、可愛いモノ。俺には到底作れないモノを作り出す手」

　頭上から降り注ぐ声と同時に、彼につかまった手がその口元へ引き寄せられる。

　自分の意思に反して動く手の行く先を気にして後ろをふり向けば、宗悟が双葉の指先、手首にチュッチュっと何度も口付ける場面を目撃してしまった。

　思ってもみなかった言葉と光景に驚いて、瞳を大きく見開くと同時に、頬が余計に熱を持っていくのがわかった。

「そ、宗悟さん、離してっ！」

　慌てて握られた手を引っ込めようとしても、手首と手の甲をつかまれているせいで上手くいかない。

　それから数分間、止まないキス攻撃を回避しようと画策した。けれど、抱っこと同様に宗悟に止める気がないとわかってしまう。

　気づいてしまえば、もう何も言えなくなって彼が満足するまで大人しくすることにした。

「双葉」

「……？」

　キスされすぎて皮膚がふやけるんじゃ、なんて錯覚しそうになった頃。

　突然名前を呼ばれて、おもむろに彼と視線を合わせる。こちらに話しかけたからか、キス攻撃は止んだようだ。

　今度はどんな類の精神攻撃が来るのかと、若干身構えた双葉が顔を上げた次の瞬間、宗悟はおもむろに言葉を紡ぐ。

「双葉、結婚しよう」

「……へっ？」

　どちらかが少しでも動けば鼻先が触れ合いそうな距離で聞こえた彼の声。

　その言葉は、双葉にとってあまりにも衝撃的すぎだったのか、ポカンと呆けた彼女の頭の中は、瞬く間に真っ白になっていった。







第八章 恋人から婚約者へ








　九月半ば、土曜日の夜。双葉たちは格式が高めなレストランで一緒に夕食を食べていた。

「いつもみたいなお店でよかったのに」

　ナイフとフォークを手に持ち、彩り鮮やかな前菜が乗った皿を前に、つい本音がポロリと零れる。

「たまにはかっこつけさせろ」

　聞えてきたそれに、苦笑混じりで返すのは、白シャツの上から千鳥格子のグレージャケットを羽織り、ネイビー色のパンツ姿の宗悟だ。

　ちなみに不満を零した双葉も、ライトグレーのワンピースを着ている。

　宗悟の服は元々持っていたものらしいが、双葉の方は急遽買ったもの。

　二週間くらい前に、「この日にレストラン予約したから」と言われた時は、唐突な誘いに驚きを隠せなかった。

　今回のコーディネートも、お見合いの日と同様にお店のファッショニスタ店員監修のもの。

　お見合いの日に着たワンピースも、今日着ているこれも、最初はレンタルでと思っていたのに、「どうせまた着る機会あるでしょう！」と言われるまま、買ってしまった。

　私服はパンツスタイルばかりの彼女が、宗悟と出会って一年と経たずにワンピースを二着も買ったなんて正直快挙かもしれない。

　落ち着いたＢＧＭが流れる店内には、他にも数組カップルや夫婦かと思えるお客さんたちが居た。

　皆それぞれパートナーとの時間を楽しんでいるらしい。

　だけど双葉は、久しぶりにテーブルマナーを求められる場にいるせいでどうしても緊張を隠せず、素直に料理を楽しめずにいる。

「緊張しすぎだって。お前、ホテルで食事した時もマナー大丈夫だったろう？」

　気を抜くなと震える手元へ双葉が意識と一緒に視線を落とせば、向かいに座る彼が不思議そうに首を傾げるのが視界の端に見えた。

「緊張するに決まってるじゃないですか」

　その言葉に顔を上げた双葉は声量を落として反論する。

　思わずため息を吐けば、ますます宗悟が不思議そうな顔をするので、耳たぶがじんわり熱を孕むのを感じながら言葉を続ける。

「私が粗相をしたら、一緒に居る宗悟さんの品位も疑われかねないでしょう。こ……婚約者、ですから」

　今の自分たちをあらわす関係性を口にした瞬間、耳に差した赤みと熱がメイクで色艶を良くした頬を侵食していく。

　婚約者の言動を受けた宗悟は、言葉なく目を細め、どこか嬉しそうに口角をあげた。




　宗悟からプロポーズされたあの日の記憶が、双葉の中で一部曖昧になっている。

　突然、「結婚しよう」なんて言われたせいで、彼女はちょっとしたパニックを起こしたのだ。

　結婚を申し込まれ、嫌だなんて思うわけがなく、確かにあの日嬉しかったことは覚えている。

　けれど、あまりにも突然すぎて驚きを隠せなかったし、「自分が彼の伴侶になって良いのか」と怖気づく気持ちもあった。

　そんな双葉の性格を理解しているからなのか、宗悟は口ごもった恋人を前にとても行動的だった。

　ハグやキスは当たり前。双葉が、「わ、わかりましたからっ！」と赤面顔で白旗をあげるまで、終始抱きすくめられていた。

　それに加え、自分が双葉に惚れている点、可愛いと思っている点、大好きな点、その他諸々を彼は十分近く語っていたと思う。

　普段の口下手な彼はどこへ消えたのかと思うほど衝撃的だったのは、今でもはっきり覚えている。

　語っている途中で、自分から行動したくせに恥ずかしくなったようで、赤くなった顔を隠したかったのか、首元に顔を埋められモゴモゴ喋られた。

　自分に自信がないところも、二十七歳にして恋に奥手過ぎなところも。

　双葉が常日頃から自分の欠点と思っている部分も含め、「俺は〝梅津双葉〟が好きだ」と彼は言いきった。

　言っている当人も相当恥ずかしかっただろうが、その熱烈な演説を正面から聞かされる双葉のメンタルは、色んな意味でヤバかった。

「本当に、私でいいんでしょうか？」

「当たり前だろう。お前の姉貴にも、お前にも、これまで何度も言ったぞ」

　──俺は双葉だから見合いを蹴らなかったって。

　そう言ってほほ笑む恋人の姿は、双葉に重い首をふらせるには十分で、二人は晴れて恋人から婚約者になった。




　プロポーズを受けたことを、父親にはメールで、叔母の清江には電話で、お店の皆には赤面しながら直接伝えた。

　形は違えど、皆一様に喜んでくれて、とても嬉しかったのを覚えている。

　宗悟に連れられ、片桐家にも挨拶をさせてもらい、考え知らずな家族のやらかしについても謝罪させてもらった。

　宗悟の父とはお見合いの席で一度会っていたが、改めて〝双葉〟としてたくさん話をさせてもらった。

「俺は元から、タイミングを見計らってプロポーズまで持ってくつもりだった。だけど親父のやつが、お前を早く嫁にってうるさくてよ」

　なんてボヤく息子の頭を、真っ赤な顔で引っ叩く義父の姿はインパクトが強かった。

　ご両親へ挨拶をさせてもらったからなのか、それから度々お店の方に義母が来店するようになった。

　元々自分用にケーキを購入していた宗悟だけど、時々実家の方にも差し入れとして持って行ってたらしく、親子三人すっかりペースネージュのケーキ──いや双葉のケーキの虜になっている。




　コース料理をゆっくり味わっていくうちに、最初はガチガチだった双葉の緊張も大分ほぐれ、滅多に食べられない料理の味に舌鼓を打つ余裕が出てきた。

「そう言えば……」

「……ん？」

　食べていたものを飲み込んだ瞬間、ふと昼間店で起きたことを思い出した。

　思わず声を漏らせば、食事の手を止めた宗悟と目が合う。

「今日、お店にカップルが来たんです。彼女さんがウチの常連さんらしくて。ウエディングケーキを作ってもらえないかって、相談されたんですよ」

　なんて双葉が続ければ、「ウエディングケーキ……大変じゃね？」と、戸惑いを滲ませた声が返ってきた。

　宗悟がどんなタイプのウエディングケーキを想像しているのかわからない。

　けれど、二人の中で〝サイズが大きく作るのが大変そう〟という認識は一致したのかもしれない。

　店長の友里菜が休みだったため、引き受けるか否かをすぐには決められず、「数日中に改めて連絡いたします」と、ホールスタッフの先輩が対応し、二人には帰ってもらった。

　閉店後の掃除中、今日出勤していたメンバーで軽く話し合ってみたものの、意見は様々だった。

　バースデーケーキを依頼されることは時々あるけれど、今回のようなお願いはお店的にも初めてらしい。

　双葉の個人的な意見を言ってしまえば、せっかく依頼に来てくれた二人の願いを叶えてあげたいという気持ちが強かった。

　だけど、日々お店に並べるケーキ作りの大変さも知っている身としては、「難しいかもしれない」と考えてしまう面もある。

　とは言っても、依頼を受けるか否かの最終決定をするのは店長の友里菜だ。

　一店員の双葉に、決定権を左右する発言力は無い。

　専門学校を卒業して数年務めていると言っても、双葉の中でまだまだ自分は見習いの立場にいると思っている。

　そんな状態のなか、つい最近指導役の祥子から、「そろそろ見習い卒業で、一人前として扱わなきゃね」と言われ、恐縮したのを覚えている。

　きっかけはきっと、双葉考案のケーキ〝動物シリーズ〟の売れ行きが順調なことかもしれない。

「一応先輩たちからは、何か意見があったらどんどん言ってね……なんて言われてるんですけど」

　食事の手を止めたまま自分の話に耳を傾けてくれる宗悟の姿に、「あ、食べながらで大丈夫ですよ」と苦笑した双葉は、さらに言葉を続ける。

　他のスタッフたちも、大半が、「引き受けてあげたい」と思っている割合が多い。

　だけど双葉が懸念しているのと同様に、お店の営業に支障が出るんじゃと考えている人たちも多かった。

　今回依頼があった結婚式は、何十人も招待してホテルで行うものじゃなく、身内だけの小規模なものと聞いた。

　ガーデンパーティー風にしたいと言う新婦さんの意見が優先されるらしい。

「招待客が二十人くらいと言っていたので、定休日なんかも利用して、皆で協力すれば……やれないことはない、と思うんです」

　一通り、対応したスタッフから聞いた情報を口にした双葉は、最後に自分なりの意見も添えて一息ついた。

　最後の方は、「本当に出来るかわからない」という不安のせいで、ただでさえ声量を抑えている声がより一層小さく、ボソボソ喋ってしまったのは仕方ない。

　水が入ったグラスを手に取り、それを一口飲んで喉を潤していれば、「双葉は……」と静かに話を聞いてくれた宗悟の声が聞こえ、顔を上げる。

「店との両立とか、そういう懸念材料がなければ……やりたいのか？　その依頼」

　手にしていたカトラリーを一旦皿の上に置き、グラスへ手をのばした彼から問いかけられた質問に、双葉はもう一度自分の気持ちを整理していく。

「……やってみたい、気持ちはあります」

　二人の間に静寂が一分ほど流れた後、小さな声ながら確かな意思がこもった言葉を発し、彼女はコクンと頷いて見せた。

「だったら、その気持ちを言ってみりゃいい。やらないで後悔するより、やりたい気持ちがあるんなら挑戦した方が、俺はいいと思う。あの店の人たちなら、きっと同じ意見になりそうだしな」

　婚約者の返答を聞いた宗悟は、ゆるりと口角をあげて笑うと、言葉でトンっと一日中悩んでいた双葉の背中を押した。










　レストランで食事を終えた後、双葉は宗悟の運転する車に乗ってすっかり通い慣れたマンションへ向かう。

　同僚たちの配慮でシフトを調整してもらったお陰で、明日は一日休みだ。

　次の日が日曜日とあって、宗悟も基本的には休みだ。と言っても、担当の患者さんたちが気になるらしく、日中数時間だけ病院へ様子を見に行くと言われている。

「宗悟さん、明日の朝ご飯は、パンとご飯……どっちがいいですか？」

　赤信号で止まった車に気づいた双葉が、ふとハンドルを握る宗悟へ話しかける。その声を聞いた彼は、ゆっくり彼女の方へ顔を向けニコリとほほ笑んだ。

「朝飯は俺が作るから大丈夫だ」

「……なっ！」

　満面の笑みを浮かべた彼の言葉を聞いた双葉は、数秒遅れで意味を理解し驚愕の声を上げた。

　そのまま固まってしまった双葉の顔がみるみる赤く火照っていく様子に、口元の笑みを深くした宗悟はご機嫌で青に変わった信号を目に留め、前に並ぶ車に続いてゆっくりアクセルを踏み車を前進させていく。

　──明日の朝食は宗悟が作る。

　そう自ら宣言する彼の言葉は、いつの間にか〝今夜お前を抱くからな〟という合図になっていた。




　宗悟のマンションへやってきた双葉は、「準備出来たから先風呂入ってこいよ」と彼にすすめられるまま、一足先に湯舟に浸かり一日の疲れをほぐしていく。

「宗悟さんったら……何もあんな笑顔で言わなくてもいいのに」

　湯舟の中で膝を抱えながら数十分前の出来事を思い出すと、文句が口をついて飛び出してしまう。

　明日の朝食発言は、今夜セックスするぞという宣言であると同時にもう一つ意味を持っている。

　──最悪ベッドから起き上がれなくなるほど、激しくお前を抱くからな。

　そんな意味合いを含むサインと気づいたのは、割と最近だ。

　宗悟は毎度双葉のシフトや体調を考慮してくれ、二人のエッチが一度で終わることも多い。けれど彼が一度で満足するパターンは少なく、「なぁ、もう一回」と求められ、なし崩し的に続く場合の方が冷静に考えると多いかもしれない。

　二度、三度──二人揃って休みの時は朝まで、なんて時もあり、翌日ベッドの住人と化す双葉を、宗悟は喜々としてお世話するのが流れだ。

　そんな状態になれば、もちろんキッチンに立てるわけもなく、宗悟に変わってもらうしかない。

（明日、宗悟さんは病院だし。さ、流石に朝までは……無い、はず）

　彼のスケジュールを思い出しながら、これから自分の身にふりかかる彼の愛欲の度合いを想像すれば、お風呂で温まった以上に身体が火照りだす。

　過去の〝朝までコース〟で起きたこと、主に彼の欲と熱に煽られた自分の痴態を思い出すだけで、身体中の水分が沸騰しそうなほど熱くなる。

　一際熱くなった頬に両手をあてようと、双葉が湯舟から手首を出した瞬間、ガチャっとドアノブがまわる音が耳に届いた。

「な、何で入ってくるんですかっ！」

　無意識に俯いていた顔を咄嗟にあげた視界に、開いたドアの向こうから浴室に足を踏み入れる全裸の宗悟が飛び込む。

「時間の節約。待ってるの飽きた」

　突然のことに戸惑う双葉の主張をあっさりスルーして、浴室内に入った宗悟は後ろ手にドアを閉め、身体を洗うためシャワーへ手をのばした。

　軽く身体と髪を洗った宗悟が、浴槽内へ入ってくるのを見た双葉は、「わ、私先にあがりますね！」と言って立ち上がり、赤らむ頬を隠すように俯いて浴槽の縁を跨ごうとした。

「そんな慌てなくていいって」

　けれど縁に置いた手をつかまれ、スルリと腰に彼の腕がまわってしまえば、願いは叶わず湯舟の中へ逆戻りだ。

　ここの浴槽は元々大きめのサイズなのか、二人で入っても問題はない。

　彼と二人でお風呂に入ることも、今日が初めてというわけでもない。

　けれど双葉は湯舟から出た宗悟の胸元を見て頬を染め、スイっと頬をそらしてしまう。

　何度身体を重ねても、何度お風呂に入っても、冷静な状態で彼の裸を直視することが、どうしても恥ずかしい。

「双葉」

　不意に両頬に自分とは違う大きな熱が触れた。そのまま熱が頬を左右から優しくプレスするのと同時に名前を呼ばれる。

　聞えてきた声に意識を引っ張られ、ゆるゆる顔を上げた先で微笑みを浮かべる宗悟の顔が見えた。

　頬に触れていたはずの彼の手が片方外れたと気づけば、間髪入れず腰に太い腕がまわされ身体全体が彼の胸元へ引き寄せられる。

　入浴剤入りのお湯の中へ放りだした彼の太ももの上へ対面する形で座らされ、咄嗟に胸の前に構えた両手が、お湯に浸かりきらない宗悟の胸元に触れた。

　宗悟が湯舟に浸かってから、二人の物理的距離が縮まるまでたった数分。

（宗悟さん……絶対お風呂入りに来たんじゃないわ）

　彼が何故このタイミングで浴室に入って来たか、双葉が頭の中で見当をつけた時、鼻先に何かが触れた気がした。

　それがすぐ目の前にいる彼の鼻先と理解したのは、宗悟が双葉の唇を塞いだ後。

　一日の疲れを癒やすためにある浴室さえ、愛する人と一緒に居れば二人にとってそこはもう〝寝室に似た別の場所〟でしかないのだ。




　このまま浸かっていたら逆上せるから、なんて言い訳をする宗悟の手を借りて湯舟を出て数分。

　少し前に宗悟が買ったバスマットの上に二人は座り、相手の背中に両腕を回してかき抱き、激しく唇を重ねていた。

　力強く宗悟に抱きしめられ、双葉も自ら抱きついているせいで、彼女のふっくらとしたまろい乳房は婚約者の胸板に押し付けられ、歪に形を変えている。

　しかもこの体勢を面白がった宗悟が上下に身体を揺らすせいで、彼の胸板に赤く熟れてツンと膨らんだ双葉の乳首が何度も擦りつけられていた。

「ンンッ、ふ、ああっ！　宗悟さん、こすらない、でぇ」

「そこは素直に、気持ちいいって、言ってくれ」

　もにゅっとした乳房の中からぷっくり存在を主張する赤い蕾が愛する人の胸板でこすられるたび、ピリピリと電気刺激に似た快感を与えられる。

　それは確かに気持ちいい。けれどどこか物足りない刺激を断続的に感じながら、双葉は宗悟の首に回した両腕に力を入れ、彼に縋りつく。

　さらなる快楽を無意識に求めたのか、気づくと双葉は自ら上半身を揺らして、宗悟の胸板に乳首をグイグイこすりつけていた。

「最初の頃は、キスするだけで恥ずかしがってたくせに。いつの間にこんな淫乱になったんだ？」

「こんな、ことをする私、は……嫌い、ですか？」

　突然大胆な行動をする双葉を見て何を思ったのか、宗悟はクツクツと喉を鳴らして笑いだす。

　耳元で聞こえた声のせいか、急に不安が襲ってくる。その反動か、大胆に動かしていた上半身の動きも鈍くなっていった。

　すると突然、背中に宗悟の両腕がまわされ、そのまま彼の手のひらにガシッとお尻をつかまれてしまう。

「嫌なわけないだろう。キスも、セックスも、双葉に教えたのは俺なんだから」

　いきなりお尻を鷲掴みされてギョッとした双葉の意識が、間近で聞こえた色気しかない声に引き戻される。

　パチパチと瞬きをする視界に、欲と熱にまみれた表情を隠す気ゼロの宗悟が映り込めば、無意識にゴクリと喉が鳴った。

　はしたない言動をする自分を受け入れてもらったことが嬉しく、宗悟が放つ熱と欲情の気配にあてられた双葉の意識と目元がトロンとふやけていく。

「ひゃっ！」

　お尻を掴んでいる宗悟の両手に突然力が入ったかと思えば、彼はそのまま双葉の身体を抱え、自分の太ももの上へ座らせる。

　対面座位とも言えるこの体勢を、宗悟は何かと気に入っているらしい。

　これまでエッチをする時も、頻繁に膝上抱っこの状態で挿入されるパターンが多い。

　この体勢は彼が好むものだけど、双葉も割と気に入っている体勢だ。

　正常位とはまた違った奥まで彼を感じられることも、大好きな宗悟の顔を見つめながらエッチが出来る所も、半分密着しているようなところも。

　──全部、全部、大好きだから。

「……あっ」

　宗悟に抱えられ、座り心地の良い場所を無意識に探していた時、愛液でぐっしょり濡れた秘丘が一際熱く硬いモノに触れたことに気づく。

　ちょっとした好奇心で薄っすら目尻が赤みを帯びた視線をそこへ向けると、完全に勃起し今にもはち切れんばかりな宗悟の男茎が飛び込んできた。

　その剛直を見たせいか、双葉の下腹部──子宮は甘く疼き、ハクハクと飢えを訴えるように蜜口が収縮を始めた。

　双葉はピトッと愛液で湿った茂みに隠れる恥丘をすぐそばの欲へ押し付け、スリスリと腰を揺らしだす。

「おいおい、流石にそこまで教えてねぇぞ？」

　ついでに少しダルさを感じ始めた両腕を愛しい人の首に絡めて、再度胸を押し付けるように抱き着く。

　熱く滾る剛直に秘部を押し付けるだけの行為からうまれるじれったい快感に、双葉は時折、「ンッ、ふ、はぁっ」と熱い吐息を吐き出す。

　耳元で聞こえたどこか嬉しそうな苦言も、今の彼女には届いていなかった。

　宗悟が浴室に入って来た時から、少しずつすり減っていった理性と羞恥心が、双葉の中から綺麗に消え去ったからだ。今彼女の中にあるのは、すぐ目の前にいる愛する人からの熱情を欲する気持ちだけだ。

「宗悟、さん……早く、挿入いれ、て？」

　小首を傾げながら片手をスルッと勃起したままの男根へ滑らせる。そのまま指で輪を作って扱き出せば、「っ、ほんと、どこで覚えた？　じゃじゃ馬め」と、呻く声が聞こえ宗悟の眉間に皺が寄っていくのがわかった。




　その後、剛直をゆるりと扱く双葉の手の上に、宗悟本人の手が重ねられた。

　そのまま一緒に扱くスピードを上げていくと、宗悟は我慢出来ずに一人で達し、一緒に欲を扱いた手や双葉の腹部、胸元に吐き出された真っ白な欲が飛び散る。

「あー、もうっ！　明日病院行くの止めて、朝まで抱き潰してぇ！」

　達した後もドクドク、ビュッビュと断続的に欲を吐き出す肉欲が発する熱にうっとりする双葉の耳に、はぁ、と熱のこもった吐息が届いた直後、苛立ちを隠さない声が届く。

「ん……そうしましょう」

　その声を聞いた双葉は、ヘラっと気の抜けた笑みを浮かべ、小さくイエスと促す。

　平常心がすっからかんになってしまった彼女の頭の中は、「宗悟さんといっぱいエッチして、ずっと一緒にいたい」という本能に忠実すぎるほどネジが数本吹っ飛んだ状態になっていた。

（でも……宗悟さん、ちゃんと病院に、行くもの）

　痴女のような思考で、ふわふわポワポワとした意識の中でもほんのひと時冷静な意識が顔を出す。

　双葉はしっかりわかっているのだ。今は悪態を吐いていても、明日になれば彼が患者さんたちの様子を見に行く優しいお医者様だということを。




　早くナカに挿入いれて、と強請る欲望に忠実になった双葉をなだめた宗悟にシャワーをかけられた。

　身体中に飛び散った精液やにじみ出た汗は洗い落とせても、一度二人の瞳に宿った熱はおさまらない。

　あらかじめ用意しておいた着替えに目もくれず、浴室を出た宗悟に抱きかかえられ到着したのは彼の寝室だった。

「双葉、双葉」

「ふぁ、あっ、宗悟、さ……ンンっ」

　半ば倒れ込む勢いでベッドに雪崩れ込んでからは、「待っていた」とばかりに、互いを力強く抱きしめあう。

　乱暴に唇を重ね、瞬く間に宗悟の舌が隙間から口内へ侵入してきた。あまりのスピードに一瞬縮こまった双葉の舌も易々と絡めとられてしまい、口内でクチュクチュと淫靡な水音が響く。

　双葉の蜜壺の具合を確認しようとしたのか、宗悟の手が恥丘へのび、蜜口に彼の指が差し込まれる。

「ん……せっかく綺麗にしたのに、もうトロトロ」

「ん、ん、んんっ。誰のせい、ですか」

　待ち望んでいる快楽への期待なのか、お湯で流したはずの愛蜜がたった数分しか経っていないのに再び溢れ出していた。

　宗悟は、洪水状態に戻った蜜口の具合と、挿入した指を抜き差しするたび、「ん、んっ」と鼻にかかった甘い声を漏らす双葉の反応を喜んでいるように見える。

　シャワーを浴びたおかげか、ほんの少し戻った理性が彼の指摘に反応し身体を余計に火照らせる。

（たり、ない……もっと）

　断続的に襲ってくる快感にビクビク身体を震わせながら、反射的に閉じそうなる瞼を必死に押し上げる。

　そして瞳に留まったのは、瞳の奥を欲でギラつかせ、はぁはぁ、と興奮を隠さない吐息を吐き出す彼の姿。

　大好物を目の前にぶら下げられた獰猛な獣に見える宗悟を見た途端、一時戻ったはずの理性が飛散していく。

「宗悟、さん……き、て……」

　無意識にぐっしょり濡れそぼった蜜口へのびた指が、ゆっくり襞を割り開く。

　浴室で彼からたくさんの愛撫を受け、すっかり勃起した双葉の小さくて赤い秘芽と、涎を垂らしてベッドシーツを濡らす蜜壺。

　頭の片隅で「何やってるの！」とアタフタと赤面する分身から意識をそらした双葉は、この時だけ〝女としての本能〟に従うことにした。

「──っ！」

　婚約者の痴態を直視した宗悟の喉仏が上下するのとほぼ同時に、ベッドサイドにある棚へ彼が手をのばすのが見えた。




「んっ、あ、あぁっ！」

　棚の引き出しから取り出した避妊具を装着した宗悟の剛直が、双葉の蜜壺にゆっくり押し入ってくる。

　ずっと待ち続けた彼の男茎を受け入れられたことが嬉しくて、思わず自分を見下ろす宗悟の首元へ両腕をのばした。

　彼は首に絡まった腕を嫌がることなく、スッと顔を双葉の口元へ寄せてくれる。

「こら、しめるな！」

　近づいてくる彼の顔にほんの少し苦痛の色があると気づくのと、宗悟が苦言を呈するのは同時だ。

「わ、私がやったわけ……んぁああっ！」

　意図して膣を動かし、中にいる彼の欲をしめ付けるなんて芸当出来る訳がない。

　その意思をはっきり示そうとしたのに、半分ほど挿入されていた肉欲がさらに奥へ押し込まれる。

　不意を突くように与えられた圧迫感に思わず嬌声をあげ、ほんの少し背中が弓なりにのけ反ってしまう。

　突然押し込まれた強烈な熱に軽くめまいが起きかけ、ドクドクうるさい心音を落ち着かせたくて、ハフハフと短い呼吸をくり返す。

　その間、自分のことに必死な双葉の焦点はどこか虚ろだ。宗悟は、すぐにガシッと彼女の腰を両手で掴み固定する。

　そして、やけに熱い彼の手のひらを認識するより早く、自身の腰を軽く引いた宗悟が、ドチュっと勢いよく双葉の膣内を己の熱欲で貫いた。

「宗悟さ、……やっ、ゆっくり、ゆっくり、してぇ」

「無理だ、そんなのっ！」

　肌同士がパンパンとぶつかる音に、どちらのものともわからない熱い吐息。

　宗悟に腰を打ち付けられるたび、双葉の口から嬌声が漏れていく。

　お風呂に入っていた時からずっと、辛うじて繋がっていた二人の理性の糸はもうそこにはない。

　最初はゆっくりだった宗悟の腰つきも、今はガツガツと本能のまま抽ちゅう送そうするだけ。

　双葉も言葉では否定しているが、愛する人の首に回した両腕と前後に揺れる彼の腰に絡みつく両脚が彼女の本心を物語ってくれている。

「宗悟さん……愛、して、ます。ずっと……ずっと、一緒に居てっ」

「何を当たり前なことを。お前が嫌がっても、絶対離すわけないだろう」

　スキン越しに感じる熱い肉欲が膣壁を抉るように突き上げる速度があがり、その腰つきも乱暴なものになってく。

　下腹部に感じる一際強烈な熱と、全身を抱きすくめる愛する人の熱にうかされ、双葉は喘ぎながらも途切れ途切れに自分の中から溢れ出る思いを叫ぶ。

　彼女の声に呼応する宗悟の言葉も、時折苦しげな声が紛れるなか力強い双葉への愛と執着をあらわにする。

「んっ、ふ──っ！」

　双葉が再度開いた口は瞬く間に宗悟の口づけに塞がれる。そのまま、熱と硬さを失う気配がない肉欲に一番敏感な最奥を突かれた瞬間、彼女の身体はビクンと大きく震えて数秒ほど強張った。

　そして、宗悟の口づけによって塞がれた口内で音にすらならない悲鳴じみた嬌声を響かせながら、身体の力がゆっくり抜けていく。

　彼の首に巻きつけて引っついていた腕も、彼をもっと強く感じたいからと無意識に腰に絡めた両脚も静かにベッドの上へずり落ちていく。

　合わせるように、双葉に数秒遅れて達したらしい宗悟のくぐもったうめき声が聞こえてきた。

　スキン越しに吐き出された白濁の熱を身体の奥で感じた瞬間、睡魔に襲われかけた意識とは逆に愛する人の剛直を咥えたままの下腹部が物欲しげに疼いた気がした。







最終章 ウエディングケーキ、承ります








　夏から秋、そして冬へ季節は移り替わり、年が明けた一月下旬。

　週末の昼下がり。ペースネージュの店内にちらほらケーキを品定めするお客さんたちがいるなか、フロアの片隅に双葉を含め、数人のスタッフが集まっていた。

　その中心には、以前店にウエディングケーキの依頼をしに来た二人が、どこか照れ臭そうにはにかんでいる。

　その時、来客を知らせるドアベルの音が響き、店員たちが次々、「いらっしゃいませ」と声を発した。

「いらっしゃいま……あっ」

　双葉もワンテンポ遅れて挨拶をしながら、扉の方へ視線を向けた。

　すると今日ケーキを買いに来ると事前に聞いていた婚約者の姿を見つけ、つい口元が緩んでしまう。

「それじゃあ、また近いうちにケーキを買いに来ます」

「はい。またのご来店お待ちしております」

　だけどすぐに、今まで話をしていた夫妻の声に意識と視線を戻し、店長の言葉に続いてお辞儀をしながらお店を出て行く二人を見送った。

　すると、店を後にする二人と入れ替わるように宗悟が双葉たちのもとへやってきた。

　一緒にいる店長と先輩パティシエにそれぞれ、「どうも」と軽く挨拶をして、ちらりと今自分が通ってきたドアの方をふり向く。

「今の二人……もしかして、前に双葉が話してたウエディングケーキの？」

「そうよ。先月結婚式を挙げて、ウチで作ったケーキが好評だったって喜んでくれたわ」

　パティシエ二人がフロアの出ていることから、事情をおおよそ察したらしい宗悟が首を傾げると、その声に店長の友里菜が笑顔で頷く。

「すごく可愛くて、思い出になったと褒めてもらえました」

　どこか興奮気味な様子で双葉が報告すると、その姿を見た彼は優しく瞳を細め頷いてくれる。

　レストランで何の気なしに話したあの日から数日間、休憩中や閉店後の皆で意見を交換しあい、足りない時はメッセージアプリのグループトークでも話し合った。

　その結果、依頼を受けることになり、パティシエ組は依頼者二人と話し合う機会が増えた。

　ケーキの形やイメージ、使う材料、それらを含めた依頼料金など、話し合うことは山積みだった。

　それらを、お店の通常営業と並行して数か月こなした結果が、今日やってきた夫婦の笑顔に繋がっている。

　日常の仕事とは違う大きな仕事をやり遂げた達成感と高揚感が、薄っすら双葉の頬を紅潮させている。

「どうせなら、俺たちのウエディングケーキもここで注文するか？」

　嬉しそうに報告する彼女の姿を見て何を思ったのか、不意に宗悟の口から意味ありげな言葉が零れた。

「うえっ！」

　いきなりの発言に驚いた双葉の口から、小さな奇声が飛び出した。

（じょ、冗談がすぎる気が……冗談、よね？）

　一瞬慌てたものの、ニヤニヤと笑って自分を見つめる〝婚約者〟の様子を見れば、「あ、からかわれてるな」と気づけた。

　付き合い始めて数か月が経っても、いまだに恥ずかしがる双葉を、言葉や行動で宗悟はよくからかってくる。

　今の発言も、きっとその類だと納得した双葉は、火照った頬を冷まそうと顔の前でパタパタ両手を動かし風を送る。

　そんな時──。

「是非お願いします！」

　すぐそばにいる店長と先輩パティシエが、瞳を輝かせながら宗悟の言葉にイエスと答えた。

「え、双葉ちゃんのケーキうちで作るの？」

「うち以外でケーキ作るなんてあり得ないでしょ、って皆やる気満々よ」

　ほぼ同時に、接客中だったスタッフたちの声まで聞こえてくる。

　しかも、運がいいのか悪いのか、今店内にいるお客さんたちは、〝和葉襲来事件〟をきっかけに双葉と宗悟の関係を知っている常連さんばかりだ。

　彼女たちからも微笑ましげな視線を向けられ、ますます双葉の顔に熱が集まる。

「ま、まだ何も決まってないですから！　勝手に皆さんで盛り上がらないでください！」

　すっかりやる気な同僚たちの様子に、双葉は羞恥心を必死にこらえ、精一杯声を張り上げ、しばらく否定をくり返した。

　その横では、「あはははっ」と最愛の人がお腹を抱えて笑う。それにつられたのか、あちらこちらから次々笑い声が上がり始めた。

　季節的にまだまだ外は寒いものの、店内に響く笑い声と、恥ずかしさに叫ぶ双葉の声が、ペースネージュをぬくもりで包んでいった。




　それからまた日々は過ぎていき、一年半後の六月中旬。

　その日は相変わらずの雨模様だが、美味しいケーキを買い求めるお客さんで、ペースネージュの店内は混雑していた。

「ママ、あのポスター可愛いね！」

「あら本当ね。動物さんがケーキ作って……え？　メス持ってる子がいる？」

　そんな中、とある親子が、ショーケース奥にある壁に張られたポスターを興味深げに見つめていた。

　調理場の様子がのぞける仕切られたスペースの真横の壁に貼られていたのは、〝ウエディングケーキ、パーティー用のケーキ、ご相談承ります〟という文字が入ったポスターだ。

　ポスターには、この店で自作したらしきケーキの写真がいくつか並んでいる。

　その中でも特に目立つのは、砂糖菓子で造った新郎新婦の周りに、同じく砂糖で造られた動物たちがたくさん並び二人を祝っているケーキだ。

　ホイッパーを持つクマ、絞り袋から飛び出すクリームに驚くキツネ、手術着姿のウサギに、キランとメスを掲げるイヌ。

　それは今年の春に入籍し結婚式を挙げた、とある夫婦を祝福する愛情に満ちたケーキだったりする。
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　この度は、数ある作品の中から拙作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　改めまして、当作品を執筆しました、雪ゆき宮みや凛りんと申します。

　濃蜜ラブルージュ様で執筆した作品は今回で三作目となります。




　今回のお話は、姉の代役お見合いから始まる物語。家族という呪縛に縛られていたヒロインの心を、ヒーローが激甘な愛情で溶かしていくという内容になりました。

　身代わりお見合いから、二人の心の距離が近づいていく様子や、ヒロインの双子の姉・和葉の暴走なども楽しんでいただけたでしょうか。

　ラブシーンに関しては、過去二作品より少し熱量が落ちてしまいましたが、今回は双葉たちの心の距離感、そして梅津家の呪縛からの解放にスポットを当ててみました。

　そして最後のシーンに出てくるケーキは、昔見た記憶があるプロたちが腕前を競い合う某番組で、パティシエ王という回もあったな、とついつい思い出しながら書きました。

　きっと、ポスターを見た子供たちから──。

「お誕生日のケーキ、動物さんで舞踏会するのがいい！」

「レンジャーの、かっこいいやつがいい！」

　なんて、色々要望が来て、双葉ちゃんたちのメレンゲ細工技術力が爆上がりする未来が見えます。




　今回、表紙イラストを担当してくださったのはすみ先生です。

　密着する二人、そして双葉の腰と顎に添えられた宗悟の手がとてもエッチですね。

　夜の風景をバックに、二人の周囲をふわふわ舞うように光る雰囲気が神秘的で、どこか艶っぽさも感じてしまい、出来上がったイラストを拝見し、感嘆のため息の嵐でした。

　私がつたない説明しか出来ないなか、素敵に仕上げていただけた目つきの悪い宗悟もかっこいいです。

　患者さんたちに「あの先生、ちょっと怖いよね」と言われる宗悟が、双葉に対して独占欲丸出しな表情と行動をすべて網羅したイラスト、とてもドキドキいたしました。

　今再度イラストを見ると、ちょっとだけ〝密会する恋人の激写写真〟に見えなくもない、かも？




　最後に、双葉と宗悟の物語を見守ってくださった皆さまへ、多大なる感謝を。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して
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